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 開会   午前１０時０１分  

    ◎開会の宣告  

○議  長（小松正年君）  

 本日の出席人員は８名全員であります。  

 定足数に達しております。  

 ただいまから、令和６年第１回浦臼町議会定例会を開会いたします。  

 

    ◎開議の宣告  

○議  長（小松正年君）  

 これから、本日の会議を開きます。  

 本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表に基づき、順を追って進めて

まいりますので、よろしくお願いいたします。  

 

    ◎日程第１  会議録署名議員の指名  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１、会議録署名議員の指名を会議規則第１１８条の規定により、議長におい

て、５番中川議員、６番静川議員を指名します。  

 

    ◎日程第２  会期の決定  

○議  長（小松正年君）  

 日程第２、会期の決定を議題といたします。  

 お諮りします。  

 本定例会の会期は、本日から３月１２日までの８日間にしたいと思います。  

 ご異議ありませんか。  

［「異議なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 異議なしと認めます。  

 したがって、会期は本日から３月１２日までの８日間と決定いたしました。  

 

        ◎日程第３  諸般報告  

○議  長（小松正年君）  

 日程第３、諸般の報告を行います。  

 初めに、議案第１３号  指定管理者の指定については、町長から撤回の申し出があ

り、議長はこれを許可いたしました。  

 したがいまして、議案第１３号は欠番になります。  

 次に、令和５年第４回定例会以降、きょうまでの議長政務報告をお手元に配付して

ありますので、お目通し願い、主なもののみ報告いたします。  

 ２月１日、令和６年第１回空知町村議会議長会定期総会を栗山町総合福祉センター

しゃるるにおいて行いました。北竜町佐々木会長の退任に伴い、会長補欠選挙が行わ
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れ、栗山町議会議長鵜川和彦氏が選任されました。また副会長の補欠選挙におきまし

ては、沼田町議会議長小峯聡氏が選任されました。その後、令和６年度事業計画並び

に歳入歳出予算を原案のとおり可決し閉会をいたしております。  

 以上であります。  

次に、監査委員より令和５年１２月から令和６年２月に実施した例月出納検査結果の

報告がありました。その写しをお手元に配付しておりますのでご承知願います。  

 次に、総務産業常任委員長より所管事務調査の報告がありました。その写しをお手

元に配付しておりますのでご承知願います。  

 以上、４件について報告済みといたします。  

 これで、諸般の報告を終わらせていただきます。  

  

        ◎日程第４  行政報告  

○議  長（小松正年君）  

 日程第４、行政報告を行います。  

 初めに、町長から行政報告の申し出がありました。これを許可します。  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 皆さん、おはようございます。  

 令和６年第１回定例会の開会に当たり、一言ごあいさつと行政報告を申し上げま

す。  

 本日をもって招集いたしました第１回定例会では、承認１件、議案１８件を上程い

たしております。各議案提出の際には詳細にご説明いたしますので、十分にご審議い

ただき、町政発展のため議員各位のご賛同を賜りますようお願い申し上げます。  

 この際、第４回定例会以降の動静につきまして、数点ご報告を申し上げます。  

 先月の９日、新十津川町におきまして、ＪＡピンネにんにく部会の通常総会に出席

してまいりました。本年度は播種機や収穫機械など共同利用の機器や専用冷蔵設備が

整備され、栽培出荷環境の強化が図られたと報告がありました。  

 また、一昨年の部会設立から会員数は２９人に倍増し、作付面積も約１０ヘクター

ルとなり支援開始から２年が経過し、少しずつですが着実に生産者や面積の増加が図

られているとのことです。  

 今後、自家採取も本格化することとなり、産地化に向け一層の広がりに期待したい

と思います。  

 次に、浦臼駅近接地に建設中の多世代交流施設えみるが今月中の完成に向け作業が

進められていますが、この施設のオープンに合わせ王子江画伯から寄贈されます絵画

が現在輸送の途にあり、２０日ごろに到着する予定となっております。  

 ３３メートルに及ぶ大型絵画を含む全１３点もの作品をご寄贈いただきましたこ

とに心から感謝を申し上げるところです。  

 到着後、当分の間は役場３階に一時保管、えみる完成後に移動し、９月に予定して

いる王先生を招いての展示会で町民へのご披露を考えているところでございます。  
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 以上で、行政報告といたします。  

○議  長（小松正年君）  

 次に、教育長から教育行政報告の申し出がありました。これを許します。  

 河本教育長。  

〇教育長（河本浩昭君）  

 おはようございます。  

 議長の発言のお許しがございましたので、第４回定例会以降の教育行政報告につき

まして、お手元の報告書をお目通しいただき、３点につきご報告をさせていただきま

す。  

 １２月１５日の浦臼小学校６年生の高知県南国市大篠小学校とのオンライン交流

につきましては、本町開拓の指導者武市安哉の出身地南国市の大篠小学校の６年２組

の児童たちが総合学習において、大篠小学校と統合前の浦臼小学校が姉妹校であった

ことを知って、浦臼小学校に申し入れがあり、実現したもので、本年度中に３回ほど

行っており、学習発表会の劇においてもこの件が紹介されております。今後の両校の

取り組みが気にかかるところでございます。  

 １月８日に開催しました浦臼町二十歳を祝う会につきましては９名の出席をいた

だき、門出を祝福しております。  

 次に、２月１７日に浦臼小学校で開催しました部活動地域移行後援会につきまして

は、本道出身で卓球男子団体のリオ並びに東京オリンピックメダリスト丹羽孝希選手

をお招きし、事務局が地域移行についての説明の後、講演会と実技の披露をいただき、

浦臼中学校卓球部の生徒との６ポイント先取のミニゲームやアドバイスをいただく

など貴重な体験をさせていただきました。令和６年度には検討委員会を立ち上げ、地

域移行について協議を進める予定としております。  

 以上、教育行政報告とさせていただきます。  

○議  長（小松正年君）  

これで、行政報告は終わりました。  

 

    ◎日程第５  一般質問  

○議  長（小松正年君）  

 日程第５、これより一般質問を行います。  

 順次、発言を許します。  

 発言順位１番、静川広巳議員。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 それでは、令和６年第１回定例会におきます一般質問を町長に１点、教育長に１点

いたしたいと思います。  

 まず、町長には町施設のＬＥＤ化の現状ということでご質問させていただきたいと

思います。  

 ２０２７年の蛍光管製造禁止に向け、町が管理しているすべての施設のＬＥＤ化は
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どのようになっているのかをお伺いいたしたいと思います。  

 今後、政府や民間に加えて多くの自治体が一斉にＬＥＤ化を進めることが想定され

ております。  

 世界的な発光ダイオードの不足や資材不足が起きる可能性もあると考えられます。 

 少しでも早く取り組むべきだと思いますが、公共インフラや施設、病院、学校など、

町の状況について伺いたいと思います。  

 また、町民への周知も必要になると思われますが、どのように考えているのかお伺

いをいたしたいと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いいたします。  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 静川議員のご質問にお答えいたします。  

 町が管理しております施設の照明器具の現状につきましては、別紙により提供いた

しますので、ご高覧をいただきたいと存じます。  

 議員ご指摘のとおり蛍光管は２０２７年末での製造及び輸出入の禁止が決定され、

現状においても材料価格の高騰などにより各社のＬＥＤ製品が値上げされているこ

とは承知しています。  

 また、国際条約に基づく決定であり、全加盟国が同様の状況になれば世界的な発光

ダイオード不足や資材不足が起きる可能性も指摘されています。  

 町施設における今後の器具の更新につきましては、資料でお示ししたとおりＬＥＤ

の未更新の施設が多いことから、学校施設や町民利用の多い施設など優先順位を決定

し、計画的に進めてまいります。  

 短期間での実施が望ましいとは理解しておりますが、製造禁止以降も在庫品販売や

継続使用が認められており、緊急性と財政的な判断により年次的な適正更新に努めて

まいります。  

 町民への周知につきましては、個人の住宅においてもいずれＬＥＤ照明への交換が

必要となりますので、まずは広報うらうすや町公式ホームページを活用し、製造中止

の時期など必要な情報を適切にお知らせし、早目早目の準備を促してまいります。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再質問ございますか。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 この蛍光管につきましても、恐らくすごい昔ですけれども、九州の水俣病が発生し

た水銀の問題から始まって、恐らくそういったことが主体で起きているのだと思って

いますし、本来２０１７年には、確かパナソニック以外の蛍光管を製造している会社

は既に中止していると見ています。  
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 今現在、若干製造しているのはパナソニックだけという話だと、確か聞いておりま

す。  

 今、蛍光管１社しか造っていないものですから、この辺、今後のことを考えたとき

に、その１社でまだ在庫がどうのこうのとか、製造をやってもまだ大丈夫ではないか

というのが、果たしてそのパナソニックの１社だけでの問題の在庫の中でどう対応で

きるかなというのも実はちょっと不安になっております。  

 これ、日本は本来２０３０年にこのことを予定して、国民に対してもその経過を説

明しようとしたのだと思いますが、今のカーボンニュートラルとか、そういった問題

で恐らく３年間前倒しと国が言っていますから、やはり国も国民も関係者も相当慌て

ているのではないかなと思っています。  

 この辺、短期間というのは難しいかもしれないけれども、できれば早急に私は町民

にもやっぱりこの辺は説明して、できる限り余裕のあるうちに徐々に徐々に取り替え

ていくことをしっかりとやっていく必要があると思いますので、この辺、適切な時期

にすぐ町なりのいろんな部分でやるべきではないかと思うのですけれども、できれば

短期間と言わず早々にやっていく必要があると思うのですが、その辺はいかがでしょ

うか。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 再質問にお答えいたします。  

 極力短期間ではやろうと考えておりますけれど、これからすべての施設の交換を行

うに当たっての正確な経費を算出いたしまして、どうしても財政的な側面もございま

すので、適正なスピードで更新に努めてまいりたいと思います。その点につきまして

はご理解いただきたいと思います。  

 あと町民につきましては、これにつきましてはすぐにでも周知できますので、広報

等を通じまして周知に努めてまいりたいと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 再々質問ございますか。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 ＬＥＤ化をまだしていないところの資料、これだけ調べていただいて、結構な数だ

なと思っていますが、これだけ調べていただく過程において、大体どのぐらい予算が

かかるのかというのも想定していますでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 お答えいたします。  

 正確な数字はこれからになります。当然、器具の代金と工事費ということになりま
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すので、工事によって行うことになりますので、その辺は設計をしてみないと正確な

ところが出てきませんので、数値的なものにつきましては今後になります。  

 先ほど、パナソニックのみというお話もありまして、私も調べましたけれど、蛍光

管につきましては数年前と比べて９割上がっているという情報も出ておりました。  

 ＬＥＤにつきましても１５％ほど値上がりしているというのが現状ですので、多分

これが下がるということは今後もないかと思いますので、早急に対応させていただき

たいと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、２番目の質問をお願いいたします。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 それでは、二つ目の質問を教育長にお伺いしたいと思います。  

 ドジャースの大谷選手寄贈のグローブについて、ちょっと私も興味があるのでご質

問させていただきたいと思いますが、昨年、大谷選手から全国の小学校に寄贈された

グローブですが、我が浦臼小学校にも届けられております。  

 ずばり、現在どのように取り扱われているのか、またこれからの取り扱いについて

どのように考えているのかお伺いいたしたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 河本教育長。  

〇教育長（河本浩昭君）  

 静川議員のご質問にお答えをいたします。  

 大谷翔平選手からのグローブにつきましては、本年１月１１日に教育委員会に送付

され、その日のうちに小学校へと届けております。  

 その後、１月１６日の始業式において、大谷選手からの「自分が充実した人生を送

る機会を与えてくれた野球というスポーツに対して、たくさんの子供たちに興味を持

ってもらいたい。野球しようぜ。」というメッセージとともに児童にお披露目をして

おります。  

 現在は盗難防止のため職員室で保管し、授業等で使用しております。  

 休み時間などにつきましては、体育館のキャッチボール等は危険なので禁止してい

る状況ですが、雪が解けグラウンドが使用できるようになれば多くの児童に野球に触

れ合ってもらえるよう積極的にグローブを使ってもらおうと考えております。  

 また、今回寄贈いただいたグローブは３個であります。使ってみたいという児童が

順番や使用時間を守るなどルールに沿った使い方ができるように指導するなど、教育

的な観点からも有効に活用させていただきたいと考えております。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再質問ございますか。  

 静川議員。  
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○６番（静川広巳君）  

 とても素晴らしいことだなと、私、思っているのですが、ただ、あまりにも世界的

にも有名になった選手なものですから、この方からこういうものをいただくと大変だ

なという気もします。  

 意外と私もそんなに気にしていなかったのですが、全国的にこのことで物議を醸し

ているというのも正直あります。  

 特に、最初に上がったのが、大分県別府市でしたかね、教育委員会にグローブが届

いたのですが、小学校に寄贈する前に町民に披露したという、まだ学校にも届けてい

ないうちから町民などに披露して、一体どういうことなのだと結構ＰＴＡの方から物

議を醸されたということがありましたけれども、確かにすごくいいことなのですが、

結局今いろんな学校があると思うのですけれども、小学校でなかなか野球をやるとい

う部分が少ない。  

 細かい話をすると、学校の指導要領というのですか、あれでは、何かちょっと見た

ら、決して小学校で野球しなさいということはないと。  

 ただ、ボールを使った運動をしなさいと、それが体育という授業の中ではそういう

部分であって、本来の形の中では小学校の場合、部活があるわけでないですから、そ

ういう部分ではなかなか野球に触れる機会が少ないという部分もあったりするみた

いですね。  

 特に、ニーズが少なくなると、そういう部分になってしまうと。  

 そこで、結局ほかの大きい市町村であれば少年野球とかいろんな部分で、学校以外

でそういった部分があるのでしょうけれども、なかなか小さいところではそこを指導

する方もいなかったり、そういった部分があって、こういったグローブをどうやって

子供たちに触らせたり扱わせたり、というのは大変だなという気はします。  

 今うちの学校ではこういうことをやっていただけるということなのですが、最終的

にこれが日を追っていく間にほかの学校も結構苦しんでいるのが、最終的にこのグロ

ーブ、これを管理するところがどこだというか、どうするという話になっているみた

いです。  

 今、職員室に置いて保管しているという話ですが、ほかの学校も実はここががんで

あって、グローブの管理を、盗難だとかいろんな部分で責任を持って、学校というこ

とになると、では学校の先生方に責任を負わせて管理させるのかというところまで話

が進んでいるみたいです。  

 今、学校の先生もいろんな子供たちの授業で大変だという部分で忙しい中で、さら

にこういったものの責任管理まで、という話も出ているところもあるそうです。  

 やはり今後子供たちにも使わせたいし、学校の先生方もこういった管理がなかなか

大変だというのも少し、何とか緩和してやる方法も必要かなという気が私はしていま

す。  

 この辺うまく教育委員会側も、どうでしょうね、確かに職員室という方法もあるの

でしょうけれども、いろんな形の中で、できれば管理を安全な形でしっかり楽にやれ

るところを考えていただけた方がいいかなという気はしているのですが、どうでしょ
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うか。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いします。  

 河本教育長。  

〇教育長（河本浩昭君）  

 ただいまのご質問にお答えをしたいと思います。  

 管理が大変だというような認識はちょっと今までなかったのですけれども、今は職

員室で教頭等が、使わないときには保管をしていると思っておりますけれども、もし

教職員にそういう管理という面で負担感があるのであれば、ちょっとこれから意見を

聞いて検討したいと思っております。  

 ただ、大谷選手に寄贈していただいたということで大変貴重なものではありますけ

れども、あくまでも消耗品でありますし、いつかは廃棄になるであろうと思っていま

すし、あまり特別扱いはせずに、子供たちに使っていただきたいなとは思っておりま

す。少し検討をさせていただきたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 再々質問ございますか。  

○６番（静川広巳君）  

 終わります。  

○議  長（小松正年君）  

 はい、ありがとうございます。  

 続きまして、発言順位２番、野崎ヤスヒロ議員。  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 議長のお許しがありましたので、浦臼町の地名、番地の呼称について、町長に２点

ほどお伺いいたします。  

 浦臼町の住所が町内会名で新聞等に載ることがあります。  

 近年はナビゲーターやマップ、それから宅配便の普及などで番地表示が必要になっ

ています。他市町村では町内会名で載るところはわずかしかなく、番地表示になって

います。  

 地名表示は、隣であっても漢字や片仮名と複雑でまとまりがありません。地名は使

い慣れた人たちや愛着のある方もいるとは思いますが、デジタル化に対応するために

も何らかの対応ができないのか、町長に伺います。  

 まず、１点目、新聞に掲載されている表示を町内会ではなく番地表示に統一するこ

とはできないのか。  

 ２番目、地名の漢字、片仮名文字、町内会での呼称に由来はあるのだと思うが、表

示が入り乱れている感じがします。統一できないのか、できない問題はあるのかお聞

かせいただきたいと。  

 よろしくお願いいたします。  
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○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 野崎議員のご質問にお答えいたします。  

 一つ目のご質問でございますが、お悔やみなど町から情報発信しております住所に

つきましては、行政区で通知しており、新聞には町内会表示で掲載されています。  

 町内会表示から番地表示に変更することは可能と考えますが、これまでに町民の方

から特段の要望がなかったことや、詳細な住所表示により葬儀時に留守宅を狙う空き

巣被害も懸念されますので、防犯上からも今のところ番地表示に変更することは考え

ておりません。  

 二つ目のご質問でございますが、字名につきましては現在１６種類の字名が存在し

ています。確かに件数が多いというお話を聞いたことはありますが、これまでに大き

な支障が出ているという声も届いておりません。  

 今のところ特に問題はないと判断しておりますが、町内会表示の件を含め二つのご

質問につきましては、町内会長会議の際にご意見をいただきたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、先ほど名前を間違ってしまいまして、済みません、申しわけございませ

ん。ヒロヤス議員で。  

 それでは、再質問ございませんか。  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 町長の答弁をいただいたところですが、町のあり方だとは思うわけでございますけ

れど、番地表示で最近、今時マップやらナビゲーターで犯罪が起きたという情報もそ

んなに聞いていないと思います。  

 それよりも、やっぱりきちっと統一した方が近代的な町に近くなっていいのではな

いかな、そのように思っています。  

 私もこの浦臼町に定住する前はいろんな町を歩いてきました。それは何十年も昔の

話ではございますが、やっぱり何十年前は大体今の浦臼町みたいな状態のところは多

かったです。  

 それが、だけど何十年も前にもう番地制度にほとんど変わりまして、そして２か所

ぐらい番地に変わったという覚えもありますので、ぜひ統一した方が最近のＩＴ機器

などでも使いやすくなるのではないかと思っております。  

 それにつきまして、あと１６種類もの名前が存在しているという、本当にものすご

く地図を見るとウラウスナイ、浦臼町、漢字の浦臼内、黄臼内、鶴沼なども鶴沼の文

字が出てくると、ちょっと検索してみると出てくるのは鶴沼温泉と鶴沼郵便局ぐら

い、そんなちらっと見たところではマップを開いてみるとそんな感じもしたりしてお

ります。  

 そういう面も含めまして、なるべく早くそういう問題を解決できないのか、町長に
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お伺いいたします。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 お答えいたします。  

 まず、町内会表示につきましては、昭和５１年から使われているもので、それ以前

は区ということで表示されておりましたけれど、５０年近くが経過しているところで

す。  

 それぞれメリット、デメリットはあろうかと思いますけれど、町民にとっておおよ

その位置を特定するという意味では利便性が高いと思います。  

 それが、ただデジタル化の波に乗れていないということになれば、それはそれとし

て問題になってきますけれど、今ご意見をいただいたということで、少し時間をいた

だきまして、問題点の有無を少し確認する時間をいただきたいと思います。  

 どうしても町内会でデジタル化に不都合が出ているというお話も、すいません、今

のところ聞いておりませんので、より多くの町内会長会議を含めまして、そういう場

でご意見を募って、今後検討していきたいと思います。  

 それと字名表示につきましては、多分昭和４１年とかというころに定められたと記

録として残っているところですけれど、これにつきましても町民にとってはあまり大

きな問題はないのかなと考えております。  

 第三者にとって問題があるかどうかという話も今のところ聞き及んではいません

けれど、そのあたりにつきましてもほかの方にもご意見をいただきまして、検討させ

ていただきたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再々質問ございますか。  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 １番、２番を通しての再々質問になりますけれど、例えば本当に、隣が漢字の浦臼

内、その隣が片仮名のウラウスナイだとか、ここ役場も片仮名のウラウスナイ、なか

なかやっぱり、僕は昔ここに定住で来たときから何か番地表示に慣れていたものだか

ら、特に最近はこのデジタル化が進んで、お悔やみがありましたら、すぐ番地でマッ

プを開いてその家はどこだったかと家の写真を見るのですね。  

 そうやって調べて、ああ、ここの家の方が亡くなった、ここお世話になったところ

だったという調べ方も最近していますので、ちょっと町内会であったなら不便かな、

そのような思いで質問させていただきましたので、最後にもう一度町長のお気持ちを

聞かせてもらって、終わらせていただきます。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 お答えいたします。  
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 野崎議員からのご意見としてお伺いいたしまして、ほかの方々のご意見、お話もお

伺いした中で、今後の方向性を決めていきたいと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、二つ目の質問をお願いいたしたいと思います。  

○４番（野崎敬恭君）  

 ２点目の質問で、市街地の国道の排雪についてでございます。  

 国道における除排雪は国が行うものと理解はしております。以前は年３、４回排雪

をしていたと思います。  

 近年は排雪回数がかなり少なくなりまして、歩道、車道のみ排雪するのは１、２回

となっています。  

 市街地にある住宅は自家用車の出し入れ、店舗ではお客様の車両の出し入れのため

に自宅前を空けなければならない。  

 最近は、個人の除雪機も高性能となり、雪を高く積み上げることができるようにな

りまして、そうすることで車道が狭くなり、大型車の通行に支障が出ている。  

 出入り口も狭くなり、大型車がきちきち走っているところに自宅や店舗から車を出

そうとしても、左右の車両の動きが見えづらく、ボンネットも車道に出せない状況に

なっております。  

 運転する方も高齢化しているので、事故だけは起きてほしくないという思い。何よ

り町の景観が悪くなっております。  

 町では、移住、定住を掲げておりますが、我が町の冬の国道の雪山を見たときのイ

メージダウンは相当なものがあるのでないかと思われます。  

 安全に通行するためにも、国道の雪山を良い方法で排雪ができるよう、町と開発局

で協議していただきたいと考えるが、町長に伺います。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 ２点目のご質問にお答えいたします。  

 議員ご指摘のとおり、堆積された雪山の影響により国道の幅員が狭くなり、大型車

等の通行には支障のない最小限の幅員は確保されているものの、町道や歩道、店舗等

から本線に出ようとした場合、非常に危険な状態であることは私も認識しているとこ

ろでございます。  

 国道を所管しております開発局滝川道路事務所への申し入れは毎年継続して行っ

ており、滝川道路事務所も同じ認識をしていただいておりますが、国道の除排雪作業

は年１回となっているのが現状です。  

 作業につきましては、交通量の多い１２号線の除排雪を行った後に２７５号線の除

排雪を行うこととなっており、浦臼町につきましては雪捨て場の造成状況を勘案して

毎年１月下旬ごろをめどに行われているのが現状でございます。  

 今後とも除排雪回数の増加や雪山をカットして幅員を確保していただくなど、安全
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な道路、交通環境を維持していただくよう引き続き要請してまいります。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再質問ございますか。  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 やっぱり１２月ごろが一番雪山が高くなっていますね。やっぱり３０センチ、４０

センチの雪が３回、４回ぐらい降ってきたら、大体かなり高くなってきてしまうので

すね。  

 それにちょこちょことほとんど毎日１２月は降ってきますので、それをやっぱり何

とか開発の方と協議をぜひしてもらって、薄くてもいいから回数をとってもらって、

安全に車が出入りできて、それと国道を通行する車両が安全に通行できるようにして

ほしいなと思っております。  

 それと、浦臼町には立派な除雪車両が配備されております。町道の除雪、排雪体制

は管内でも有数なきれいな町道を確保していると感じております。  

 その分、国道市街地と町道の除雪体制には格差ができているのかなと、ちょっと感

じてしまいます。  

 国と町との役割は違うというのは理解してはおりますが、交通事故や車をスムーズ

に出せない状況を考えると、やっぱりそのように思ってしまうのでしょうかね。  

 町長も答弁の中で言っていただいたように、やっぱり薄くでもちょっと回数をぜひ

増やしていただくよう、開発とぜひ協議していただきたいなと、そのように思ってお

ります。  

 それでは、ぜひ町長にはそのようなことで開発にお願いに行っていただいて、頑張

っていただきたいと思っております。  

 町長の答弁、お願いします。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 最初の答弁でお答えしましたとおり、事あるごとに、機会があるごとに要請活動と

いうのはしているところですけれど、当然管轄というものがありまして、浦臼町だけ

ではないと。  

 浦臼町だけを特別な形で行うと、どうしてもほかからも声が上がるということで、

どこから言われてもなかなか特別なことというのはやっていただけないのが現状で

ございます。  

 ただ、本当に最近の雪の降り方、１２月に一気に降って、あとそれほどでもないと

いう降り方が２年ほど続いておりますけれど、降り方によっては本当に危険な状況に

なってきます。  

 ですから、回数を増やすというのはかなり難しいかと思いますけれど、時期的なも

のにつきましては要請できるかと思いますので、そのあたりを含めまして、今後も要
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望活動を続けていきたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 再々質問ございますか。  

○４番（野崎敬恭君）  

 いいえ、どうぞよろしくお願いします。ありがとうございます。  

○議  長（小松正年君）  

 次に、発言順位３番、中川清美議員。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 令和６年第１回定例会において、町長に３点、質問をさせていただきたいと思いま

す。  

 まず、第１点目でありますが、自然休養村センターの今後の計画ということであり

まして、今のセンターにおいてはレストランと温泉に伴いまして、道の駅も併設され

ています。  

 建物においては、休養村センターが昭和５１年に建てられまして、温泉においては

平成３年に改築され、現在ティ・エスフードシステムが指定管理を受けて運営されて

います。  

 その指定管理の期限がこの３月末となっていまして、またこのセンターにおいては

建物の老朽化が激しくなっており、さらには昭和５６年度以降の耐震設計の基準にも

なっておりません。  

 町長の１期目の公約にもありましたセンターの再整備がうたわれておりますが、コ

ロナ禍の影響もあったかと思われますが、いまだに手つかずの状況であると考えま

す。  

 今後指定管理の更新において、しっかりとした基本方針を立てて、今後の指定管理

者に示すことが求められると思います。  

 そこで、１点目としまして、今回の指定管理募集の要件において期限が１年となっ

ておりますが、その理由を。  

 ２点目については、指定管理者の申し込み状況はどうなっているのか。  

 ３点目、今後のセンターの改修、改築の考えを求めたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いいたします。  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 中川議員のご質問にお答えいたします。  

 自然休養村センターの今後の計画についての１点目、指定管理期間を１年に変更し

た理由につきましては、現施設の解体を含めた改修計画を策定中であることや、現指

定管理者から人材確保の面で複数年の管理期間での応募は難しいとの意見もあり単

年に変更したものでございます。  

 ２点目の指定管理者の申し込み状況ですが、指定管理者の公募は２回実施しており
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ます。  

 １回目は指定管理期間３年、指定管理料の上限額を１，５００万円とし、令和５年

の１１月２２日から１２月２２日までの期日で公募しましたが、応募者はいませんで

した。  

 ２回目の公募につきましては、指定管理期間１年、指定管理料の上限額を１，７０

０万円とし、令和６年の１月１３日から２月１３日までの期日で公募したところ、現

在の指定管理者１社の応募があったところでございます。  

 しかし、２月２９日に応募のあった会社から必要人員の確保が難しいことと資金調

達の関係を理由に辞退の申し入れがあり、継続協議しましたが、指定管理者として十

分な対応が困難との考えは変わらず、申し入れを受理したところでございます。  

 ３点目の今後のセンター改修、改築の考えですが、令和６年度中にそれぞれの施設

の改修計画を策定する予定でございます。  

 ただ、温泉につきましては、改修か改築で検討を進めますが、休養村センターにつ

いては、議員指摘のとおり耐震基準を満たしていないことから、解体する方向で検討

をしております。  

 今後の施設運営の方向性といたしまして、老朽化している休養村センターレストラ

ン及び宿泊施設については休止、温泉施設と道の駅だけを指定管理、業務委託、また

は直営にて運営できるよう早急に検討し、決定してまいりたいと思っております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再質問ございますか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 ただいまの答弁をいただいた中での指定管理が３年から１年ということに変わっ

たことではありますが、答弁書を見ますと、現施設の解体を含めた改修計画を策定中

であることということでもあるのですけれども、１回目の募集を出したのが令和５年

１１月２２日なのです。このときにはもう３年で指定管理を出していながら、応募が

なかったから、今度応募期間を１月からまた２回目の応募をしたと。そのときには指

定管理が３年から１年に変わっているのです。  

ということは、この本当に一、二カ月で現施設の解体の方向に風向きが変わったの

か、そういうことであれば非常に町長の公約の１丁目１番地でうたっているような公

約の中での解体に向けたということで、本当にこの一、二カ月で急遽変わるという少

しちょっと考えられないような状況も考えられます。その点について、ちょっと１点

質問とさせていただきたいと。  

それと、指定管理が１回目のときに１，５００万円の上限額で出して、応募者がい

なかったと。２回目のときに指定管理料、上限を１，７００万円と、２００万円上げ

たわけなのですが、このときにこれであれば対応できるということで、ティ・エスフ

ードシステムが応募してきたということであります。  

最後、町の指定管理者選定委員会において、２月２０日、審査されたところ適任と
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いうことで判定をしたところでありますが、そのときには指定管理料１，７００万円

で募集して、ティ・エスフードシステムが応募してきて、適任という判断をした中に

おいて、今度指定管理料を１，５００万円に下げたと、それで適任ということなので

すが、どうもここら辺の整合性が、なぜこのような形になっているのか、そういうこ

とがあって、ティ・エスフードシステムもこのような状況下においては、町との信頼

関係が全く築けられなくなっていると。  

そういうことで、１，５００万円ならやはりできませんということで、急遽２月２

６日、辞退の申し入れがあったのではないかなと考えられます。  

この指定管理料の１，５００万円で１回目、２回目は１，７００万円で、最後には

選定委員会において１，５００万円と減額になった、この変動の理由も聞かせていた

だきたいと思っております。  

また、ティ・エスフードシステムもレストラン関係においては人材が本当に募集し

てもなかなかコックさんがいないというような状況でもありまして、非常に苦労して

いるような状況でもありました。  

そこで、ひとつ町長の考えも伺いたいのですが、今ブームといいますか、三笠高校

の調理の関係なのですが、唯一あそこだけ定数を超える１．１倍から１．２倍ぐらい

の募集があって、非常に全国的にもちょっと有名な高校となりつつあります。  

そこで、ぜひそういうところから高校生を休養村の料理の方に町の方で採用して、

そこでセンターの調理の方を運営できないか。要するに、今世間は高校生レストラン

とかそういうところに非常に大きく注目がされておりまして、ぜひとも通常の当たり

前の考えではなかなか商売というのは難しいと思うのです。そういったところで、町

が、では人材不足であればそういうところで人材を確保して、共同でやりましょうと

いう歩み寄りもしっかりと協力体制をとることが存続においては第１の必要条件で

はないかなと思っております。  

また、三笠高校がなかなか、もう卒業しますから、３年生はほとんど進路先が決ま

っていると思われますけれども、来年に向けて動いてもよろしいですし、それだとか、

地域おこし協力隊員でレストラン運営のコックさんを募集と、その後、できれば浦臼

町においても店舗も構えていただければ、本当にこれも起業として成立する、そうい

うような対応力も必要でないかなと思われますが、その点含めまして、町長の考えを

お聞かせ願いたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いいたします。  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 ２点目につきましては、担当課長からお話をさせます。  

 １点目の、最初は３年、次は１年ということで、短期間のうちに指定管理の年数が

変わったということと、施設の解体等につきましても、最初は３年、１年ということ

で整合性がないのではないかというお話だったかと思いますけれど、仮に改築なり新

しい計画が進んだときに、１年ですぐ建て替わるというものではないという判断があ



 

－ 19 － 

りました。  

 少なくとも計画を立て、設計を終わらせて、実際に改築にまで至るのには数年かか

るだろうということで、当初３年間という期間設定をしたものでございます。  

 その後、指定管理者の候補者との話し合いの中で、１年刻みということでのお話に

なりましたので、２回目の公募につきましては１年という期間設定で行ったものでご

ざいます。  

 ３年と１年の関わりについてはそのような形でございます。  

 ３番目の三笠高校なり協力隊員の活用につきましては、以前も少しお話をいただい

たところでございますけれど、三笠高校がそのような動きができるかどうかも含めま

して、さまざまな可能性は検討していきたいと考えます。  

 以上です。  

 ２番目は担当課長から。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 指定管理料について説明申し上げます。  

 １回目の指定管理料につきましては１，５００万円ということで、令和５年度と同

様の指定管理料ということで設定しております。  

 ２回目の公募のときの指定管理料につきましては１，７００万円としたのですが、

この理由につきましては、町の方で急激な物価の高騰とかガス代がかなり上がるよう

なことも聞いておりましたので、そこをちょっと年度途中内に要望を受けても少し対

応できるような含みを持たせた形で１，７００万円という指定管理料を設定しており

ました。  

 ちょっと時代に合った形で対応できればなという形でうちの町の方でちょっと余

裕を持った形で設定しております。  

 ティ・エスフードシステムの２回目の応募のときの１，５００万円につきましては、

現内容と同じような形でお願いしますということで話をしておりましたので、その

１，７００万円で指定管理料を話したわけではございません。  

 あくまでも、自らティ・エスフードシステムさんの方で１，５００万円必要だとい

う形で積算した形になってございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 再々質問ございますか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 そうしたら、１，５００万円を要求したのはティ・エスフードシステムだというこ

とでしょうかね。  

 それで、選定委員会において１，５００万円に減らしたということになるのか、ど

うもそこら辺が、お互いのどういう話し合いでそういう状況になったのか、書面には
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残っていないのか、せっかく１，５００万円から１，７００万円になって、町の方で

物価高騰分も上げて１，７００万円にしたのに、ここで急にティ・エスフードシステ

ムが１，５００万円と提示したので１，５００万円になったと。  

 なかなか理解もしづらいような中身ではないかなと感じるところでありますが、そ

もそもこの通告をしたのが２月２２日で、急きょ２月２６日にティ・エスフードシス

テムが撤退をすると、きょうの午前９時の全員協議会で聞かされて、ちょっと私も質

問も大変迷っているところでもあります。  

 ここで何を言いたいかというと、やはり今後この建物をどう持っていくのか、４年

間、町長をやっていた中において、そのビジョンがティ・エスフードシステム側には

示されていないというのが第１の原因ではないかなと、しっかりとビジョンを説明し

ながら、こういう計画でいくのだよというしっかりとしたそういう強い説明があれ

ば、なかなかこのときにティ・エスフードシステムも、ではそれに沿った中で人材も

見つけながら進めましょうということも可能ではなかったのかなと考えているとこ

ろなのですが、この問題、非常に大きな問題ではないかなと思います。  

 今回、ティ・エスフードシステムの撤退になったわけなのですが、町長、どうです

か、この４月までに、しっかりともう１回、１対１で腹を割って話し合いを持って、

今後の方向を決めるべきではないかなと考えます。  

 そして、最悪の場合、ティ・エスフードシステムがもうとうとう駄目ですよとなっ

たときには、業務委託または、直営、町営でやるということで理解してもいいのか、

なかなか撤退したその次に４月１日から、では直営でやりますという運びになるの

か、非常に私も温泉に通っていながら、温泉も奈井江町、砂川市、滝川市、新十津川

町、皆さん、来てくれているのです。  

 その中で、おい、大丈夫なのか、本当に４月でやれるのかと、そんな心配事ばかり

なのです。  

 それはなぜかというと、回数券を買うときに、ティ・エスフードシステム側も４月

以降の営業もちょっと考えられていないので、回数券の販売はちょっと考えた方がい

いですよという提案もしているので、本当にお客さんが皆さんそういう心配を持って

来ているのが現状なのです。  

 しっかりと浦臼町まで足を運んで温泉に来ていただいて、温泉でしっかりと労をね

ぎらって帰っていただくというのが第１の前提ではないかなという中で、本当にお客

さんが今後の心配をされているというのは本当にちょっと情けないなと考えている

ところでございます。  

 ぜひ、町長、ティ・エスフードシステム側としっかりと向き合った話をするのが礼

儀ではないかなと思っておりますし、今まで１０年以上もやってきていただいた、そ

れに対してのしっかりとした対話をもって理解を深めて、撤退されるならそれは仕方

ないと思います。  

 どうも、今の状況であれば不完全燃焼のまま消えてしまうような非常に情けないよ

うな格好になってしまうのではないかなと思われます。  

 どうか、町長、しっかりと向き合って、対話をしていただけないか、それで再々質
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問とさせていただきます。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁、お願いします。  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 お答えいたします。  

 今まで直接お話したのは結構前の話になってしまいまして、最近の状況は担当から

聞いてきたというのが現状でございます。  

 聞いている話では、当然お互い歩み寄らなければ交渉というのはまとまりませんの

で、それぞれが意見を言い合うわけですけれど、なかなか合意点に達しないという部

分もあったと聞いておりまして、今回の件に至っているところではないかと思ってお

ります。  

 いずれにいたしましても、正式に辞退ということで文書まで上げてきておられます

ので、それの撤回に向けてという形になろうかどうかはわかりませんけれど、話し合

いの機会につきましては、一度持とうと思っております。  

 どのような形での話し合いになるかはわかりませんけれど、そういう機会を一度持

ちたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、２点目の質問をお願いいたします。  

○５番（中川清美君）  

 それでは、２点目の質問でありますが、水田活用直接支払交付金による今後のぼた

んそばの作付の影響について質問させていただきます。  

 今、日本の農業において大きな転換が国より示されています。それは令和８年度ま

でに水田においての作付を米にするのか、畑とするのかを決めなければならないとい

うことになっております。  

 そのルールにおいては町長も既に理解済みだと思われます。今現在ぼたんそばにお

いては産地交付金にて１０アール２万円の作付助成があります。  

 単純に作付経費を見たときに専用ドリルでの播種で１０アール２，０００円、収穫

で１０アール６，５００円、そのほかプラウ耕で３，０００円、ロータリー耕で２，

７００円。  

 また、そのほかに本人分の種子代、肥料代も加算されるということになりますが、

そのほか運搬などもろもろの経費総額で３，０００円としましたところ、雑経費で１

万７，２００円がかかってくるということになります。  

 これを得るには反収６７．５キロの収量が必要だということになります。  

 町の平均反収としましては、２０２２年度は４８．３キロと非常に少なくなってお

りまして、ぼたんそばにおいては収量がキタワセソバと比較するとおおむね半減とな

ります。  

 本町においては幻のそばと位置づけ、採算に合わずとも作付しています。  

 そのような中、地域農業再生協議会において産地交付金で経費分が補助されてお
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り、玄そばの確保ができていることにおいては極めて大きな効果があらわれているも

のと評価をいたしたい。  

 水活の動向により、本町のそばの作付において極めて大きな影響が起こるものと考

えるが、対策を含め町長の考えを求めます。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 ２点目の水田活用の直接支払交付金による今後のぼたんそばの作付の影響につい

てお答えいたします。  

 令和４年度より水田活用の直接支払交付金のルールが厳格化されました。  

 中川議員のご質問にもありますとおり令和８年度までに一度も水張りをしない農

地につきましては、産地交付金の交付対象外農地となります。  

 また、ぼたんそばはキタワセソバから比べると収量も少ないことから、作業委託を

している農業者にとっては今後のぼたんそばの作付に影響が出るものと考えており

ます。  

 今後につきましては、水活の現行ルールに従い、可能な限り産地交付金の確保に努

めていただくとともに、議員のご指摘にもありますように、現在極端に低い収穫量の

ぼたんそばの収量向上に向け、農業改良普及センターやＪＡピンネと対策を検討し、

広く生産者の皆さんに実践してもらうことにより、交付金及び生産量増加の両面から

安定的な作付につなげていきたいと考えます。  

 ぼたんそばは独特の風味と甘みに特徴があり、町内農業者の方々が古くから守って

きたものでありますので、町としても農業団体や生産者の皆さんのご協力をいただき

ながら、存続に努めてまいります。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再質問ありませんか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 再質問でありますけれども、水活は令和８年度までということでありますので、ま

だ７年までには時間も十分ありますので、しっかりと交付金の方で手当てを考えてい

ただけるということであるので、７年に向けてしっかりぼたんそばの存続のためにひ

とつ適切な方策を打っていただきたいと思っております。  

 また、ぼたんそばと関連になるわけなのですが、浦臼町においては御存じのように

ぼたんそば祭りが去年実施されまして、２０回ということで、去年は１日しかやらな

かったのですけれども、最高の人出でにぎわったということで、何人かお客さんが会

場に入れないで帰ったという、このぼたんそばのお祭りの効果というものは非常に大

きなものがあったのではないかなと感じております。  

 それも含めて、そういうのがあるから農家の方々もそこまでの収量、利益を求めな

いで、そばの文化伝承のために頑張っておられるというのがまず第１の原因ではない
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かなと考えるところでもあります。  

 そのような中において、ぼたんそば祭りの実行委員の方においては、そばというも

のは本当に趣味でやっておられるのが多くて、仕事を退職した後、趣味を生かそうと

いうことでそば打ちを始めている方が結構多くおるわけで、打ち手の方もなかなか高

齢化になりまして、段々お祭りとかそういう事業には参加が厳しくなってきていると

いう状況もありまして、ぼたんそば実行委員会としましては、昨年度において２０回

を契機に撤退というか、ここでもまた撤退なのですけれども、撤退をするという決断

をしたところであります。  

 浦臼町においても、しっかりとそのような実行委員会の方々の苦労によって２０回

のお祭りをしていただいたということで、本当に感謝をしても言葉がないぐらいあり

がたいものではなかったかなと思っているところでございます。  

 さて、そこでこのような大変意義ある効果のあるお祭り、今年度、どこでお祭りを

するのか、そこら辺がまだ話も進んでいない中ではありますけれども、町としてこの

お祭りの効果と意義を考えたときに今年度の開催についてどのような考えを持たれ

ているのか、その辺、再質問とさせていただきたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 お話を受けてから、元実行委員会の方々ともお話をさせていただいたところです。 

 そば祭りにつきましても、これまでのそば祭りとは別物ですけれど、また別の方か

らも規模は小さくした形でそば祭り的なものをやりたいというお話もありまして、ま

たそれはこれまでの方とは全く違う方のお話でもありまして、まだ具体的なところま

では行っていないのが現状でございます。  

 ただ、一つ言えるのは、昨年の現場を見ておりまして、同じやり方では同じああい

うことが起こるという本当にそばを食べられない方が大勢出る、車も止められないと

いうような、あの場所を使う限り同じことが起こってしまう、それは必ず回避しなけ

ればならない問題ということでもありますので、場所の問題も含めまして、あのとお

りすぐできるというものではないと考えております。  

 今はまだお答えしきれませんけれど、何らかの形でそば祭りというものを残してい

きたいとは考えておりますので、もう少し時間をいただきたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 再々質問ございますか。  

○５番（中川清美君）  

 ありません。  

○議  長（小松正年君）  

 質問の途中ですけれども、休憩をここで入れたいと思います。  

 それでは、１１時２５分まで休憩といたします。  

 

休憩  午前１１時１５分  
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再開  午前１１時２４分  

 

○議  長（小松正年君）  

 時間前ではありますけれども、休憩を閉じ、会議を再開したいと思います。  

 それでは、３点目の一般質問をお願いいたします。  

○５番（中川清美君）  

 それでは、町長の方に３点目の質問をさせていただきたいと思います。  

 高齢者世帯の特殊詐欺被害対策についてでありますが、毎年道内において特殊詐欺

が枚挙にいとまがないぐらい発生、報道されています。  

 昨年度においては、若者による闇バイトとなるものも府県でも発生してきました。 

 さらに、詐欺以上に人命も奪われるような凶暴な事件も多発している現状でありま

す。  

 昨年の道内での詐欺被害額は前年比５４％減の約５億７，０００万円で、本年１月

末にはもう既に１億１，８００万円となっております。  

 近隣市町においても高額な詐欺被害が昨年とこの２月にも発生しております。  

 高齢者がコツコツとためてきたお金が詐欺の手法によって一瞬にして取られてし

まうことを思えば言葉を失う気持ちになると思います。  

 本町において被害情報は聞いておりませんが、表沙汰になっていないことも想定さ

れると思います。  

 今、私は町の防犯協会の会長を受けていまして、昨年滝川警察署において実践型防

犯教室が開催され、町の関係職員２名とともに参加をしてきました。  

 その中で還付金詐欺、老人ホーム入居の名義貸しのトラブルの解決金などの架空請

求詐欺などに対し、高齢者詐欺防止対策として最も有効な予防策は、録音機能付きの

電話とのことでありました。浦臼町の高齢者住宅にはまだ普及されていないと考えま

す。  

 １度被害に遭うとお金の損失もありますが、詐欺に遭うことのショックも一生忘れ

られなくなり、楽しい老後の生活において、人への信用問題にも及ぶものと推察され

ます。  

 今録音機能付きの電話は１台１万円前後で購入できますので、ぜひ町の方で無償リ

ースできないものか考えます。  

 末永く元気なうちは生まれ育った浦臼町で楽しい老後を送ってあげたく思い、私の

一般質問といたします。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いします。  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 中川議員の３点目のご質問にお答えいたします。  

 特殊詐欺被害防止のため、防災無線による周知を随時実施しているところでござい

ます。  
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 また、防犯協会、滝川警察署と連携し、昨年１０月にはＪＡピンネ浦臼支所前とロ

ーソン浦臼店前において街頭啓発活動の実施、また１１月には高齢者世帯宅を訪問

し、特殊詐欺被害防止のため啓発活動を実施したところでございます。  

 滝川警察署管内における被害状況でございますが、令和３年度６件、令和４年度１

件、令和５年度は暫定値ではありますが２件となっております。  

 議員のご質問にあります録音機能付きの防犯対策電話につきましては、全国防犯協

会連合会が推奨する優良防犯電話かと思いますが、電話の着信時に相手方に警告音性

を発する機能を有し、かつ通話中に自動的に通話内容を録音する機能を有しているも

の、もしくは迷惑電話番号データベースに登録された情報により、迷惑電話番号から

の電話を自動判別して着信を拒否、またはランプ等で警告表示する機能を有するもの

とされています。  

 町民への貸与につきましては、安心・安全に暮らすために有効な手段と考えますの

で、導入に向け機器やその方法につきまして、前向きに検討してまいります。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再質問ありますか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 導入に向け、前向きに検討していかれるということで、間違いなくやっていただけ

るものと私は理解するところでもありますし、昨年、滝川警察署において、実践型防

犯教室に参加して、被害に遭ったときの電話の会話の録音を聞かせてもらったのです

けれど、犯人のしゃべり方、口調、役場職員といいますか、公務員といいますか、本

当にもう素晴らしい話し方で、絶対あれは信用してしまいますよ。  

 私は絶対そういうのにかからないのですと言いながら、ああいう説明をされると、

やっぱりついつい引っかかってしまうのかなというのがわかるぐらい、もう巧妙で本

当に軽快で素晴らしい。  

 本当に素晴らしいではないのですけれど、これに対応するにはやはり警察も言って

いたように録音機能付きの電話だとか、そういうので防がなければならないというよ

うに一番の特効の対策ではないかなと思っております。  

 先日の道新でも、全国の警察とＬＩＮＥと啓発チラシということで、今警察の方で

もチラシも配っているところでもありますけれども、道警の方もＮＴＴ東日本と協力

をいたしまして、電話機の画面に相手のナンバーディスプレイとあと非通知の着信を

拒否するナンバーリクエストの利用料を無料にしたということも道新の方で書いて

あります。  

 そういったところでも道警の方も民間のＮＴＴとの契約をして、そういうような活

動もしております。  

 それで、ナンバーディスプレイの電話がなければ、それもなかなかできないという

ことでありますので、しっかりこれは早急に進めていただきたいと思っております。 

 そこで、答弁の中に町民の貸与についてはしていくよということなのですが、防犯
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協会の方としては、毎年７０歳以上の高齢者世帯の巡回をして啓発活動もしてきてい

るところなのですが、答弁を見ると町民への貸与ということでありますが、その条件

というものがあれば、これから検討ということなのですが、そこら辺、高齢者世帯へ

向けての貸与なのか、そのほかまた希望者がいればそこに貸与を検討していくのか、

これから検討かと思いますが、そこら辺の貸与の幅というものが、ちょっとイメージ

があれば教えていただきたいなと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 検討はすべてこれからになります。  

 ただ、イメージとしては若い世代の方は基本的には自己防衛だと思っております。 

 ただ、高齢者の方につきましては高齢者福祉の観点から対象にしていきたいという

思いは今のところ持っております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 再々質問ございますか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 まず、こういった町民に向けての被害防止、町がすぐ動くということについてはよ

その町村ではなかなかやれないことかなと。小さい町であるがゆえにしっかりとスピ

ーディーに対応できるということで、本当にこれは中空知管内においても大きな波紋

を投げる唯一の対策かなと思っておりますので、ぜひ早急に対応していただきたいと

要望としまして、私の一般質問を終わります。  

 ありがとうございました。  

○議  長（小松正年君）  

 次に、発言順位４番、髙田英利議員。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 それでは、令和６年第１回定例会に当たりまして、町長に質問させていただきます。 

 まず、１点目として、新たな有害鳥獣対策ということで質問させていただきます。 

 これまでも有害鳥獣対策についてはいろいろと講じてきました。  

 近年、ヒグマが人間の居住地に出没する事案が多く発生するようになってきまし

た。  

 近隣町村では毎日のようにヒグマの目撃情報が報じられており、地域住民が不安と

恐怖を抱えながら生活をしている状況にあります。  

 浦臼町でも昨年は１頭のヒグマが駆除されたところですが、山間部の畑や農道には

複数の足跡が確認をされています。  

 私たちはヒグマに遭遇しないように行動することは大切でありますが、万が一遭遇

した場合の対処方法等についてどのように行動することが有効なのか、私たちは考え
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るべきではないでしょうか。  

 昨年６月には朱鞠内湖で人身事故も発生しており、人的被害の防止、さらには家畜

などへの被害も想定されていることから対策が必要と考えます。  

 また、環境省はヒグマを指定管理鳥獣に認定するようです。国、道の動向とあわせ

て取り組みを検討するべきではないでしょうか。伺います。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁をお願いします。  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 髙田議員のご質問にお答えいたします。  

 現在、北海道ではヒグマの人里への出没抑制を目的とし、冬眠中や冬眠明けの個体

を狙う春期管理捕獲を今年度から本格実施しております。  

 市町村や狩猟関係団体が道の許可を得て実施するもので、ハンターへの報酬や玉代

などの経費を半額補助する制度となっております。  

 平成２年度に春クマ駆除が廃止されてから三十数年が経過していますが、当時から

当町では春クマ駆除は実施されておらず、ノウハウがなくハンターの安全性も確保さ

れていないことから、今回は春期管理捕獲の実施を見送っています。  

 今後とも猟友会と有効性や安全対策について協議し、次年度以降の対応を決めてま

いりたいと考えます。  

 ヒグマに遭遇した場合の一般的な対処方法につきましては、既に確立しマニュアル

化されていますので、時期を見て周知啓発に努めてまいります。  

 また、国では人的被害が多発しているクマを計画的に捕獲する指定管理鳥獣へ追加

し、都道府県が捕獲計画を策定し、捕獲に対する報酬や経費、従事する人材の育成確

保費用などを交付金で支援することとしています。  

 令和６年度中の運用開始を目指しており、国及び北海道の動向を注視しながら、制

度運用を図っていきたいと考えているところでございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 再質問ございますか。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 ただいまの答弁で、対処法につきましては既にマニュアル化されて確立されている

と答弁をいただきました。  

 その周知につきましてはできるだけ早い時期にまた住民に周知をしていただきた

いと思います。  

 これから雪解けに向かいまして、クマが出没する可能性も十分増えてきますし、ま

た冬眠していないクマも存在しているという報道もされておりますので、その辺の対

応も含めまして、よろしくお願いしたいと思います。  

 また、環境省の指定管理鳥獣の指定についてもあわせて取り組んでまいるという答
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弁でございました。  

 これにつきましても、指定管理鳥獣に指定されると、研究だとか捕獲についても国

の助成が得られるという内容でもあると聞いておりますので、その辺につきましても

あわせて取り組んでいただければありがたいと思います。  

 さらには、捕獲について何点かお伺いをしたいと思っております。  

 現在は捕獲につきましては猟友会にお願いをして取り組んでいる状況にあると伺

っております。  

 また、ハンターの養成につきましても町で助成をしながら希望者には補助金だとか

何か手当てをしている状況と伺っておりますが、昨年の長野県の事故を受けまして、

警察庁はハーフライフルの規制に乗り出したという報道もあります。  

 散弾銃の許可を受けてから１０年をたたなければライフルの所持許可がおりない

という厳しい条項を盛り込んだ改革をするということで、先日の閣議決定において提

出をされ、今国会で決定をする見込みということでありますけれども、その中の特例

として市町村、道が特に認めた場合についてはハーフライフルの所持を認めるという

特例措置を設けて運用すると聞いております。  

 その中で、やはり町としても積極的にハンターがライフル、あるいはハーフライフ

ルを所持して的確にクマやシカの猟を行えるように続けて認定をしていただきたい

部分がありますのと、これは特例措置でありますので、また警察庁や国の方で事態が

変われば、その特例措置は外すという事態もまた考えられますので、その辺につきま

しても十分国に要請をしていっていただきたいということでございます。  

 また、さらにハンターの養成に係る部分ということで以上だったのですが、また大

型の箱わなについて町で所有しているのか、はたまた何か借りていたという話も伺い

ますので、その辺、クマ等を捕らえることができる大型の箱わなについての所有、ま

たは所有していないのであれば今後の所有の方向性について、所有するとすれば幾つ

ぐらい所有するのか、それについてもあわせてお伺いをしたいと思いますし、さらに

あわせまして、これは札幌市の話なのですが、ドローンを用いて熱感知カメラを搭載

したドローンを飛ばして、その個体の確認だとか囲い込み猟に使ったり、あるいはや

ぶの中だとか物陰に隠れている鳥獣を熱感知カメラで確認をしながら猟に当たると

か、あるいは住民の避難に当たらせるという取り組みも行っているようです。  

 当町としても、やはりその辺につきましても検討に値するのではないかと思います

ので、それらもあわせまして伺いたいと思います。  

 以上、ハンターの養成について、また大型の箱わな、そしてドローンの今後の取り

組み、活用についてお伺いをいたします。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 質問にお答えいたします。  

 まず、ハンターの養成につきましては令和５年度についてもかなり免許の更新です

とかそこら辺もやっておりますし、ライフルの所持についても町長の権限で処理する
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ということもやっておりますので、今後も引き継いでやっていきたいと考えておりま

す。  

 箱わなにつきましては、現在１基を所有してございます。昨年度につきましては２

か所でクマの発生が確認されたので、１基は設置していたのですが、もう１基は足り

なくて、近隣の月形町より１基、貸し付けをしていただいたという形になっておりま

す。  

 令和６年度については、予算でも計上しているのですが、箱わな１基を新しく購入

するということで予算計上をしております。  

 ドローンにつきましては、本当に役場内部でも実効性とかについて協議はしている

のですが、ちょっと予算上の観点から導入に至っていないということになっておりま

すが、ドローンについては本当にこれから協議をしていかないといけないと考えてお

ります。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 再々質問ございますか。  

〇３番（髙田英利君）  

 ありません。  

○議  長（小松正年君）  

 ２点目の質問お願いいたします。  

〇３番（髙田英利君）  

 それでは、２点目の質問をさせていただきます。  

 浦臼町ＤＸ推進方針の現状と今後ということで質問をさせていただきます。  

 令和２年、政府において、デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針が決定され、

目指すべきデジタル社会のビジョンとして「デジタルの活用により、一人ひとりのニ

ーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現出来る社会～誰一人取り

残さない、人に優しいデジタル化～」ということが示され、１２月に自治体デジタル

・トランスフォーメーション、いわゆるＤＸということで推進計画として策定されま

した。  

 総務省の重点取組事項では、マイナンバーカードの普及促進・利用の推進、セキュ

リティー対策の徹底、テレワークの推進等、幾つか掲げられています。  

 本町では、令和４年度に浦臼町ＤＸ推進方針が策定され、すいません、ここで私、

間違っておりましたが、令和７年度までの４か年ということで訂正をお願いします。 

 令和７年度までの４か年でＤＸ事業を推進すると掲げられています。  

 推進に当たっては、業務内容や業務プロセスの見直し、人材の育成・確保、予算の

確保など多くの問題が考えられますが、現状の取組と今後のスケジュール及び取り組

むべき目標を伺います。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いいたします。  

 川畑町長。  
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○町  長（川畑智昭君）  

 髙田議員の２点目のご質問にお答えいたします。  

 令和４年度に策定いたしました浦臼町ＤＸ推進方針につきましては、最高情報統括

責任者を副町長といたしまして、国の定める６項目の重点取組事項、自治体ＤＸの取

組とあわせて取り組むデジタル社会の実現に向けた３項目の取組、その他ＤＸに係る

５項目の取組を推進するものでございます。  

 国の定める重点取組事項の一つであります自治体情報システムの標準化におきま

しては、本町において標準化を要する情報システムとしては住民記録をはじめとした

１６システムでございます。  

 現在、標準化の令和７年度完全移行に向けての取組を進めているところであり、新

年度におきましても標準化関連の予算を計上させていただいたところでございます。 

 自治体ＤＸの取組とあわせて取り組むデジタル社会の実現に向けた取組におきま

しては、デジタルデバイド対策といたしまして、昨年６月と７月に株式会社ＮＴＴド

コモ様のご協力をいただき、スマートフォンの操作方法の講習会を開催したところで

あり、新年度におきましても予算計上させていただき、引き続き事業を継続する予定

としております。  

 その他、ＤＸに係る取組におきましては、４月以降に発行されます水道料金、下水

道料金、休栓料の納付書につきましては、コンビニエンスストアでの納付やスマホア

プリを活用したキャッシュレス決済による対応が可能となります。  

 また、一部の申請等における押印廃止に向けて業務改善に取り組んでいるところで

あり、今後議員の皆様にもご説明できるものと考えてございます。  

 議員がおっしゃるように人材育成や予算の確保、デジタルデバイドなど多くの課題

はございますが、基本的には現方針に基づき自治体ＤＸを推進し、行政サービスを受

ける住民の利便性を向上させるとともに、業務効率化を図り行政サービスをさらに向

上させることを目標といたします。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、再質問ございますか。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 それでは、再質問させていただきます。  

 一口にＤＸといっても、なかなか理解しにくいというか、ＤＸとは一体何ぞやとい

う話からちょっとなるのですが、本来ＤＸとはデジタル技術を社会に浸透させて人々

の生活をよりよいものにするという定義があるそうです。  

 既存の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的なイノベーションをもたらす

ものという考え方から来ているということです。  

 一方で、自治体におけるＤＸとはデジタル化を進めた上で、先ほどの町長の答弁に

もありましたとおり住民サービスの質の向上を目指すということが本来の目的とい

うところで、なかなかＤＸ、ＤＸという言葉だけが先行されて、ではＤＸとは一体何
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であるかというところがいまいちつかみにくい部分なのかなと思って、私もいろいろ

調べてまいりました。  

 同じような言葉でＩＴという言葉があります。ＩＴという部分につきましては、旧

来のアナログ的な作業をデジタル化して便利にするということで、要は手作業を機械

に任せると、そんなニュアンスなのかなと感じております。  

 要するに、ＩＴとはＤＸの推進に向けた手法の一つだという認識のもとで取り進め

ているのかなと思います。  

 例えるのであれば、私たちが従事している農業がありますが、町長が推進しておら

れるスマート農業ということがありますが、スマート農業というのは農業ＤＸに向け

た一つの考え方と捉えることができるのかなと私の中で解釈しております。  

 要するに、デジタル化というのは作業工程の中の一つであり、ＩＴが全てではなく

て、ＤＸという考え方のもとにデジタル化があると、ちょっとややこしいのですが、

そういう概念のもとに取り進められていると私は理解をしております。  

 今ほど町長の答弁の中にもありましたとおり、いろいろサービスを進めていくとい

うことでございました。  

 総務省が示すＤＸが進まない理由としてということで幾つか上げられております。 

 一つは、自治体に根強く残るアナログ文化、そしてＤＸに対する理解不足、人材の

不足だとかコミュニケーション不足とかいろいろ取り上げられておりますが、やはり

先ほど町長も言われたデジタルデバイド解決に向けての一つ行っているのだという

ところでございます。  

 私もデジタルデバイドについてはいろいろ確認をして理解をしているつもりです

が、デジタルデバイドについていま一度ご説明をいただければありがたいかなと思っ

ております。  

 それと今国が掲げている七つの基本項目があります。それにつきましては全部読む

とちょっと時間かかるのですが、フロントヤードの改革だとかシステムの標準化、共

通化、公金収納におけるｅＬＴＡＸの活用、そしてマイナンバーカード、セキュリテ

ィー対策、自治体のＡＩ、ＲＰＡの推進、そしてテレワークの推進と７項目上げられ

ているのですが、今ほど町長の答弁の中には地方税の収納だとかあとシステムの共通

化等についてはお答えがありました。  

 そのほかの部分については、今後どのような取り組みをしていくのか、また取り組

んでいかないのか、その辺のお答えをいただきたいと思いますし、今のところそれで

再質問とさせていただきます。  

 すいません、デジタルデバイドだと思うのですが、すいません、ちょっと調べては

きたのですが、デジタルデバイドとはデジタル化の恩恵を受けられる人とそうでない

人の格差を意味すると。  

 要は、国は地理的な統制、制約、年齢、性別、障害や疾病の有無、国籍、経済的な

状況などに関わらず、誰一人取り残されないデジタル社会の実現を目指すために皆さ

んの公平なデジタル社会の実現を享受するために格差をなくすための目標と捉えて

いるのですが、いかがでしょうか。  
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 スマホ教室などもその対策の一つということで。  

○議  長（小松正年君）  

 いいですか、答弁お願いします。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 ご質問にお答えいたします。  

 今ご指摘のとおり昨年ＮＴＴさんの方にご高齢の方、スマホ教室等実施してござい

ます。  

 また、令和４年にも光回線ということで町内にも引いてございますので、ある程度

デバイド対策としてはやっているかと思うのですけれども、すいません、なかなか答

弁しづらくて申しわけないのですけれども、一応そういう形で答弁させていただきた

いと思います。  

 すいません、よろしくお願いいたします。  

○議  長（小松正年君）  

髙田議員、どうですか、今の何か。  

〇３番（髙田英利君）  

 すいません、国が掲げている７項目ほどがあるのですが、それの中で公金収納だと

か情報のシステム化の標準化、共通化については今取り組まれているという話を伺っ

たのですが、そのほかの項目については今後どうするのでしょうかという質問だった

のですが。  

○議   長（小松正年君）  

川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 適切な答えになるかどうかわかりませんけれど、すべてを一度に進めるとなると、

やはり財政的な問題も絡んできます。  

 何を優先するかという意味で、今お答えした内容のものから手をつけているところ

でございます。  

 今後につきましては、より公金収納の部分を充実させていくという方向性は今のと

ころ持っておりますけれど、リモートワークですとか、その辺につきましては優先順

位的には低いのかなと考えておりますので、順次取り進めてまいりたいと思います。 

○議  長（小松正年君）  

 再々質問お願いします。ありませんか。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 ありがとうございました。  

 それでは、関連があるというか、あわせてデジタル田園都市国家構想交付金という

ものがあります。それらについて今後どのようにして取り組むのか。  

 その中身につきましては、当然スマート農業への支援も推進されていると認識して

いるのですが、田園都市国家構想交付金についての取組については今後どのような扱
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いになるのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いいたします。  

 早坂主幹。  

〇総務課主幹（早坂隆広君）  

 ただいまの髙田議員のご質問についてお答えさせていただきます。  

 デジタル田園都市国家構想交付金の関係でございますが、使えるメニュー、使えな

いメニューとございますので、使えるものは使っていきたいと考えてはございます

が、現在教育委員会の方で電子黒板の方の導入等を考えておりまして、そちらが田園

都市国家構想交付金の方で活用できるようであれば進めていきたいなと。直近ではそ

のように考えてございます。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 ありがとうございます。  

 これをもって、一般質問を終わります。  

 これよりお昼休憩としまして、再開時間を午後１時３０分といたします。  

 

休憩  午前１１時５７分  

再開  午後  １時２９分  

 

○議  長（小松正年君）  

 それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。  

 

◎日程第６ 承認第１号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第６、承認第１号  専決処分した事件の承認についてを議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 議案書５ページをお開きください。  

 承認第１号  専決処分した事件の承認について。  

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、別紙のと

おり専決処分したので報告し、承認を求める。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由でございますが、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部を改正

する政令（令和５年政令第３４７号）が令和５年１２月６日に公布され、戸籍法の一

部を改正する法律（令和元年法律第１７号）の一部とともに令和６年３月１日に施行

されるため、浦臼町手数料徴収条例（昭和５１年浦臼町条例第４号）を専決処分によ
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り改正いたしました。  

 次ページをお開きください。  

 専決処分書。  

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、別紙の

とおり専決処分する。  

 専決事項、浦臼町手数料徴収条例の一部を改正する条例。  

 令和６年１月２９日  

 浦臼町長 川畑智昭  

 内容につきましては、参考資料により説明いたします。資料の１ページをお開きく

ださい。  

 なお、今回の改正は戸籍法の一部改正を踏まえた所要の規定の整備が主なものとな

っておりますが、新たに開始される戸籍及び除籍の電子証明書提供用識別符合の発行

に係る手数料について追加を行っておりますので、この追加した２点について説明い

たします。  

 （１２）の２では、戸籍電子証明書提供用識別符号の発行手数料を１件につき４０

０円と定めております。  

 資料２ページをお開きください。  

 （１４）の２では、除籍電子証明書提供用識別符号の発行手数料を１件につき７０

０円と定めております。  

 これらは行政手続において、戸籍や除籍の謄本の提出が必要な場合この電子証明書

提供用識別符号を代わりに行政機関に提出することにより戸籍謄本等の添付が不要

になるというものでございます。  

 この電子証明書提供用識別符号は１６桁の数字が記載されており、申請先の行政機

関にこの１６桁の数字を提示することにより、戸籍や除籍の情報が取得できるように

なるため、オンラインでの行政手続が可能になるという内容になっております。  

 議案書９ページにお戻りください。  

 附則、この条例は、令和６年３月１日から施行する。  

 以上が、承認第１号についての説明でございます。ご審議いただき、承認賜ります

ようお願いいたします。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  
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 これより、承認第１号を採決します。  

 本案を、原案のとおり承認することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、承認第１号  専決処分した事件の承認については、原案のとおり承認

されました。  

 

    ◎日程第７  議案第２号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第７、議案第２号  令和５年度浦臼町一般会計補正予算（第９号）を議題とい

たします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 安田主幹。  

〇総務課主幹（安田良弘君）  

 それでは、令和５年度浦臼町一般会計補正予算書をお手元にご用意お願いいたしま

す。  

議案第２号 令和５年度浦臼町一般会計補正予算（第９号）。  

 令和５年度浦臼町一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１億６，４７７万５，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４３億４，６０４万円とする。  

 ２  歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （繰越明許費の補正）  

 第２条  繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補正」による。  

 （債務負担行為の補正）  

 第３条  債務負担行為の追加は、「第３表債務負担行為補正」による。  

 （地方債の補正）  

 第４条  地方債の追加は、「第４表地方債の補正」による。  

 令和６年３月５日提出  

 北海道浦臼町長  川畑智昭  

 はじめに、第２表、繰越明許費補正についてご説明申し上げます。８ページをお開

きください。  

 １、追加でございます。２款総務費、４項戸籍住民基本台帳費、事業名、戸籍事務

費、金額３７０万円でございます。デジタル社会形成整備法の整備に伴い、戸籍法並

びに住民基本台帳法が改正されましたことにより、戸籍に記載される振り仮名を戸籍

附票に記載するため、社会保障税番号制度システム整備費補助金を活用し、本補正予

算に計上しておりますシステム改修につきまして、繰越事業として令和６年度に実施
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するため設定するものでございます。  

 次に、事業名、印鑑登録・印鑑管理事務費、金額４５０万円でございます。戸籍附

票同様に戸籍に記載される振り仮名を住民票及び印鑑登録台帳に記載するため、社会

保障税番号制度システム整備費補助金を活用し、本補正予算に計上しておりますシス

テム改修につきまして、繰越事業として令和６年度に実施するため設定するものでご

ざいます。  

 ４款衛生費、１項保健衛生費、事業名、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保

事業費、金額２９万３，０００円でございます。新型コロナウイルスワクチンの３月

接種分に係る審査支払手数料を国保連合会に令和６年６月に支払いを実施すること、

並びに接種データの副本登録システムの６回目及び７回目接種分のデータレイアウ

ト改修につきまして、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金を活用

し、繰越事業として令和６年度に実施するため設定するものでございます。  

 次に、事業名、新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費、金額１５万６，００

０円でございます。新型コロナウイルスワクチンの３月接種分に係る委託料を令和６

年６月に支払いを実施することに伴い、繰越事業として設定するものでございます。 

 ５款農林水産業費、１項農業費、事業名、施設園芸生産基盤緊急支援事業補助金、

金額１１４万９，０００円でございます。資材価格の高騰や暑熱による収量減のリス

ク対応として、当町におきましても花き、メロン及びトマト生産者に対し、施設園芸

生産基盤緊急支援事業補助金を活用し、本補正予算に計上しております同補助金によ

り支援したいことから、繰越事業として令和６年度に実施するため設定するものでご

ざいます。  

 次に、第３表、債務負担行為補正についてご説明いたします。９ページをお開きく

ださい。  

 １、追加でございます。令和５年度から令和１０年度の期間で設定する事項と限度

額につきましては、農業経営緊急支援資金利子補給費補助金、限度額１５０万１，０

００円でございます。設定開始年度より複数年度にわたり業務の履行を可能とする必

要があるため追加するものでございます。  

 次に、令和５年度から令和６年度の期間で設定する事項と限度額について順次読み

上げます。  

 行政センター等清掃業務委託料、限度額５２０万９，０００円、公用車運行業務委

託料、限度額１４８万９，０００円、例規データベースシステム更新業務委託料、限

度額３９２万２，０００円、行政手続メンテナンス業務委託料、限度額３９万６，０

００円、期日前選挙システム保守業務委託料、限度額１０万１，０００円、ホームペ

ージ保守業務委託料、限度額５６万８，０００円、ネットワーク機器等保守業務委託

料、限度額１８９万８，０００円、セキュリティークラウド保守業務委託料、限度額

４６万３，０００円、戸籍電算システム保守業務委託料、限度額１３万５，０００円、

番号制度関連保守業務委託料、限度額２２０万円、全国町・字ファイル保守委託料、

限度額１４万３，０００円、行政手続オンライン化関連保守業務委託料、限度額９５

万円、住民基本台帳ネットワーク保守業務委託料、限度額４２万２，０００円、地理
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情報システム保守業務委託料、限度額７０万円。  

続きまして、１０ページをお開きください。  

 ごみ収集運搬業務委託料、限度額１，７０９万６，０００円、一般廃棄物最終処分

場水処理施設維持管理業務委託料、限度額３１６万５，０００円、町立診療所超音波

診断装置保守点検業務委託料、限度額１４万６，０００円、町立診療所デジタル画像

診断システム保守点検業務委託料、限度額５８万１，０００円、町立診療所Ｘ線透視

撮影システム保守点検業務委託料、限度額１２４万１，０００円、減量化施設管理業

務委託料、限度額２０３万６，０００円、鶴沼公園等管理業務委託料、限度額１，３

８４万９，０００円、浦臼町自然休養村センターに係る指定管理料、限度額、基本協

定書または年度協定書で定める額、町道等維持補修業務委託料、限度額２，１４３万

９，０００円、Ｊ -ＡＬＥＲＴ受信機保守業務委託料、限度額１０万２，０００円、

防災行政無線保守点検業務委託料、限度額５８万１，０００円、外国語指導助手業務

委託料、限度額５５３万３，０００円、学校情報機器保守業務委託料、限度額４６２

万円、小荷物専用昇降機定期点検業務委託料、限度額２６万４，０００円、以上、２

８の事項でございます。  

 これらの業務につきましては、令和６年度当初から業務の履行を可能とする必要が

あるため追加するものでございます。  

 次に、第４表、地方債の補正についてご説明いたします。１１ページをお開きくだ

さい。  

 １、追加でございます。起債の目的、過疎地域持続的発展特別事業、限度額５，６

５０万円でございます。本事業は過疎対策事業債のうちいわゆるソフト対策事業に充

当する地方債として借り入れるものであります。  

 次に、２、変更でございます。起債の目的、多世代交流施設等建設事業、限度額４

億５，３３０万円を４億５，６１０万円に変更するものでございます。備品購入費に

おいて起債対象となる事業費を追加するものでございます。  

 今回の地方債の補正における起債の方法、利率及び償還の方法につきましては、両

起債共通の内容となってございます。起債の方法につきましては証書借入、利率につ

きましては６．５％以内といたします。ただし、利率見直し方式で借り入れる資金に

ついて、利率見直しを行った後においては、当該利率見直し後の利率とするものでご

ざいます。  

 償還の方法でございますが、政府資金につきましてはその融資条件によるものと

し、銀行、その他の場合にはその債権者と協定するものによる、とするものでござい

ます。ただし、財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還も

しくは低利に借換えすることができるものといたします。  

 次に、歳入歳出予算の補正につきまして、まず歳出よりご説明申し上げます。飛び

まして２６ページをお開きください。  

 なお、今回の補正予算の主な内容につきましては、不用額及び各事業の決算見込み

に基づく精査、事業費の確定に伴うものでございます。  

 主なものにつきまして、ご説明申し上げます。  
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 １款議会費、１項１目議会費、補正額６２万８，０００円の減でございます。３節

職員手当等におきまして、議員改選に伴い期末手当の支給額が減額されたことによる

ものでございます。  

 ２款総務費、１項１目一般管理費、補正額１，５０３万２，０００円の減でござい

ます。１節報酬におきまして、会計年度任用職員の任用減により減額するとともに、

４節共済費におきましても報酬の減額に伴い生ずる負担金を不用額として減額する

ものでございます。  

 ２目財政管理費、補正額１億２，７５９万１，０００円の追加でございます。２４

節積立金におきまして、過疎地域自立促進特別事業基金へ４，１００万円、公共施設

建設基金へ７，０００万円、減債基金へ６，７００万円を追加するとともに、ふるさ

と納税の決算見込み額によりますふるさと浦臼応援基金への積立額５，０００万円の

減額を計上するものでございます。  

 ３目企画費、補正額３７８万１，０００円の減でございます。地域おこし協力隊事

業未執行のほか、１８節負担金補助及び交付金におきまして定住促進住宅取得応援助

成金及び町民まちづくり活動応援補助金の減でございます。  

 ２８ページをお開きください。  

 ７目生活交通対策費、補正額８６９万２，０００円の減でございます。１２節委託

料におきまして、ＪＲ軌道等の撤去工事に係る資料作成業務並びに町営バス運行業務

の執行残を減額し、令和６年４月１日より運行予定の奈井江駅発浦臼駅着となる２便

への対応として、車内アナウンスデータ作成業務を追加計上、１７節備品購入費にお

きましては、町営バス浦臼滝川線車両更新の契約残を減額、１８節負担金補助及び交

付金におきまして、タクシー等乗車負担金、乗合タクシー運行事業補助金及び一般営

業タクシー運行業務助成金につきまして、決算見込みに基づき減額するものでござい

ます。  

 ８目諸費、補正額３，８４２万７，０００円の減でございます。７節報償費におき

まして、ふるさと納税記念品、いわゆる返礼品に係る不用額を減額するとともに、１

１節役務費におきまして、ふるさと納税事業に係る口座振替手数料等を減額するもの

でございます。なお２月末現在の申し込み件数は２，１７２件となっており、昨年度

の申し込み件数より４２０件の減となってございます。  

 ２項１目職員給与費、補正額３，８７９万３，０００円の減でございます。２節給

料におきまして、特別職に係る独自削減実施分の減額、一般職の退職等に伴う不用額

をそれぞれ減額するとともに、４節共済費につきましては給料の減額に伴い生ずる各

組合への負担金を不用額として減額するものでございます。  

 ３項２目賦課徴収費、補正額８９万７，０００円の減でございます。１２節委託料

におきまして、軽ＪＮＫＳ連携業務委託を処理の内製化により減額するものでござい

ます。  

 ４項１目戸籍住民基本台帳費、３０ページをお開きください。補正額８５万９，０

００円の追加でございます。１２節委託料におきまして、システム改修業務委託等の

完了に伴い執行残を減額し、繰越明許費補正におきましてご説明をいたしました住民
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票及び戸籍附票に振り仮名を記載する改修業務委託を計上するものでございます。  

 ３款民生費、１項１目社会福祉総務費、補正額２０４万円の減でございます。１９

節扶助費におきまして、福祉灯油の給付見込みに応じて執行残を減額し、３２ページ

をお開きください、２７節操出金におきまして、国民健康保険特別会計に対する操出

金を当該特別会計の決算見込みに基づき減額するものでございます。  

 ５目障害者福祉費、補正額７５３万３，０００円の減でございます。１２節委託料、

１８節負担金補助及び交付金及び１９節扶助費におきまして、給付費減により減額す

るものでございます。なお地域活動支援センター負担金のみ当町の利用者数に変更は

ございませんが、他の自治体の利用者数の減により負担割合に変動があり、追加計上

するものでございます。  

 ２項１目児童福祉総務費、補正額６８０万円の減でございます。１２節委託料にお

きまして、利用見込み児童数の減に伴う減額、１８節負担金補助及び交付金におきま

して、待機児童に対し支出の子育て支援保育料等助成金の対象者減に伴う減額でござ

います。  

 ５目児童福祉施設費、補正額６００万円の追加でございます。１８節負担金補助及

び交付金におきまして、認定こども園運営事業者に対する運営助成金及び認定こども

園運営事業者に対し交付しております施設型給付費の決算見込みに基づき精査し、運

営助成金につきましては減額、施設型給付費は追加計上するものでございます。  

 ３項１目老人福祉総務費、補正額１，１６０万８，０００円の減でございます。３

４ページをお開きください。１８節負担金補助及び交付金におきまして、介護予防・

地域生活支援総合事業費負担金につきましては、サービス利用者数の見込み精査に伴

い減額するものでございます。また空知中部広域連合負担金につきましては、介護保

険事業における介護保険給付費減に伴い減額するものでございます。  

 ２目後期高齢者医療費、補正額１９４万１，０００円の減でございます。２７節操

出金におきまして、後期高齢者医療特別会計に対する操出金を当該特別会計の決算見

込みに基づき減額するものでございます。  

 ４款衛生費、１項２目予防費、補正額８８６万９，０００円の減でございます。７

節報償費におきましては、認知症健診事業の執行残の減額でございます。１２節委託

料におきまして、各種健診に係る受診者の減や任意接種等をはじめとする予防接種者

の減に伴い不用額をそれぞれ減額するものでございます。  

 ２２節償還金利子及び割引料におきましては、令和４年度受入れ済みの国庫補助金

の一部について、確定額に合わせて歳出予算より返還するものでございます。  

 ３６ページをお開きください。  

 ２項１目塵芥処理費、補正額１３７万１，０００円の追加でございます。１２節委

託料におきまして、収集車の修繕及び収集運搬に係る燃料費の増に伴い追加計上する

ものでございます。  

 ２目し尿処理費、補正額２１１万５，０００円の減でございます。１８節負担金補

助及び交付金におきまして、合併処理浄化槽の設置申請がなかったため減額するもの

でございます。  
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 ５款農林水産業費、１項５目農業振興費、補正額１，１１６万７，０００円の減で

ございます。７節報償費、８節旅費、１０節需用費、３８ページをお開きください。

１２節委託料におきまして、地域おこし協力隊として１名の採用にしか至らなかった

ことから、それぞれ関連予算を減額するものでございます。１８節負担金補助及び交

付金におきまして、にんにく産地化支援事業及び地域再生協議会活動事業につきまし

ては、事業実績見込みに伴い減額、新規就農定着支援助成金及び住宅借上料補助金に

つきましては、対象者がいなかったため減額、経営継承・発展支援事業補助金につき

ましては不採択になったことに伴い減額するものでございます。なお、施設園芸生産

基盤緊急支援事業補助金につきましては、繰越明許費補正におきましてご説明いたし

ました資材価格の高騰や暑熱による種苗減のリスク対応として、農業次世代人材投資

資金交付金につきましては令和６年度上期前倒し分として、それぞれ新規計上するも

のでございます。  

 ８目水利施設管理費、補正額７８８万５，０００円の減でございます。１０節需用

費、１２節委託料及び１３節使用料及び賃借料におきまして、執行見込みに基づく精

査による不用額の減となってございます。  

 ６款商工費、１項１目商工振興費、補正額９５５万１，０００円の減でございます。

１８節負担金補助及び交付金におきまして、中小企業振興助成金につきましては助成

実績に伴う減額、企業立地促進事業助成金につきましては申請実績がなかったことに

伴う減額でございます。  

 ４０ページをお開きください。  

 ２目観光費、補正額６０８万４，０００円の減でございます。７節報償費におきま

してイベント等の事業実績に伴い減額、１２節委託料におきましてＰＲ事業実施業務

委託料の事業実績に伴い減額、１８節負担金補助及び交付金におきまして地域おこし

協力隊事業の実績に伴い住宅借上料及び活動費の両補助金を減額するものでござい

ます。  

 ７款土木費、１項２目道路維持費、補正額１，４６２万６，０００円の減でござい

ます。１４節工事請負費におきまして、道路補修工事に係る執行残を減額するもので

ございます。山２５号線の排水方法変更に伴う減額が主な要因でございます。  

 ３目橋梁維持費、補正額５８７万８，０００円の減でございます。１２節委託料に

おきまして、第１樺戸橋補修調査設計業務委託ほか３業務委託に係る執行残を減額す

るものでございます。１４節工事請負費におきましても執行残を減額するものでござ

います。  

 ４目除雪対策費、補正額５，１０５万６，０００円の減でございます。１７節備品

購入費におきまして、雪寒機械車両の購入額が確定したことに伴い減額するものでご

ざいます。なお要望におきましては歩道用ロータリー除雪専用車とタイヤショベルの

２台購入としておりましたが、歩道用ロータリー除雪専用車のみの購入といたしまし

たことが減額の要因でございます。  

 ２項２目河川維持費、補正額２，６１１万７，０００円の減でございます。１４節

工事請負費におきまして、支浦臼内川張芝工事の執行残とトレシップタウシナイ川河
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床整備工事の未執行分を減額するものでございます。  

 ４２ページをお開きください。  

 ９款教育費、１項２目事務局費、補正額１５１万２，０００円の減でございます。

１８節負担金補助及び交付金におきまして、高等学校通学等支援助成金、学校給食費

助成金及び学校職員町内居住奨励金につきまして、執行見込み及び実績に基づき精査

の上それぞれ減額するものでございます。  

 ４４ページをお開きください。  

 ４項１目社会教育総務費、補正額１２８万２，０００円の減でございます。主な減

額要因といたしましては、１２節委託料におきまして、今年度は文化庁による芸術鑑

賞体験支援事業に基づく無料による鑑賞を行えたことによる児童・生徒芸術鑑賞委託

料の皆減、１３節使用料及び賃借料におきまして福祉バス利用によりバス借上料の皆

減、１８節負担金補助及び交付金におきまして申請がなかったことにより開拓の碑及

び史跡標柱助成金の皆減によるものでございます。  

 歳出合計１億６，４７７万５，０００円の減でございます。  

 以上が、歳出についてのご説明でございます。  

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。ページが飛びまして申しわけござ

いません、１２ページをお開きください。  

 １款町税、１項１目町民税個人分、補正額４８６万７，０００円の追加でございま

す。均等割につきましては賦課実績におきまして納税義務者数が当初見込みを上回っ

たことに伴い追加するものであり、所得割につきましては予算計上時見込み収納率か

らの収納率向上分に係る追加計上となってございます。  

 ２目町民税法人分、補正額４０４万５，０００円の追加でございます。法人からの

申告納付額の増加に伴う法人税割の追加が主な要因でございます。  

 ２項１目固定資産税、補正額８１４万７，０００円の追加でございます。事業用資

産が増となったことが主な追加要因でございます。  

 ３項１目軽自動車税、補正額１４３万５，０００円の追加でございます。登録後１

３年経過の車両に課されます重課税率分の増が主な増加要因でございます。  

 ２款地方譲与税、３項１目森林環境譲与税及び３款利子割交付金、１項１目利子割

交付金につきましては、３月交付分の交付見込み額を考慮し減額するものでございま

す。  

 ７款地方消費税交付金、１項１目地方消費税交付金、補正額９００万円の減でござ

います。今年度の交付見込みを考慮し減額するものでございます。  

 １４ページをお開きください。  

 １２款分担金及び負担金、１項３目農林水産業費負担金、補正額１，４２４万７，

０００円の減でございます。こちらは執行見込み実績に基づき減額するものでござい

ます。  

 １３款使用料及び手数料、１項４目土木使用料、補正額８１万５，０００円の減で

ございます。２節住宅使用料におきまして、入居者数の減に伴い減額となったことが

主な要因でございます。  
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 １６ページをお開きください。  

 １４款国庫支出金、１項１目民生費国庫負担金、補正額２５８万３，０００円の追

加でございます。１節社会福祉費負担金におきまして、障害者自立支援給付費、障害

者医療費、障害児施設措置費に係る給付費が減額となったことから、国庫負担分３９

０万５，０００円を減額するとともに、道費負担金分につきましても同様の理由によ

り後段の１５款道支出金にて補正計上するものでございます。  

 ２節児童福祉費負担金におきましては、認定こども園の在園児童数の増等に伴い施

設型給付費が増額となることから、国庫負担分６９６万７，０００円を追加計上する

ものでございます。  

 ２項２目衛生費国庫補助金、補正額１７８万５，０００円の追加でございます。１

節保健衛生費補助金におきまして、昨年９月から１２月分の交付額確定に伴い新型コ

ロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金につきまして２２９万４，０００円

を追加計上することが主な要因でございます。  

 ４目土木費国庫補助金、補正額６９１万７，０００円の減でございます。１節道路

橋梁費補助金におきまして、雪寒機械購入事業等の交付額の確定に伴い減額するもの

でございます。  

 ６目総務費国庫補助金、補正額７８４万６，０００円の追加でございます。１節総

務管理費補助金におきまして、社会保障・税番号制度システム整備費補助金として７

８８万３，０００円を計上するものでございますが、繰越明許費補正並びに歳出にて

ご説明いたしました住民票及び戸籍附票に振り仮名を記載する改修に係るものでご

ざいます。  

 １８ページをお開きください。  

 １５款道支出金、２項１目総務費道補助金、補正額７２８万９，０００円の追加で

ございます。１節総務管理費補助金におきまして、地域づくり総合交付金として防災

備蓄品等の購入、にんにく生産機械整備事業に係る補助見込み額を新規計上するもの

でございます。  

 ４目農林水産業費道補助金、補正額４８万４，０００円の追加でございます。各種

農業関係補助事業の事業費確定に伴う追加と減額の精査でございます。そのうち農業

水利施設省エネルギー化推進対策事業補助金につきましては、揚水機場の省エネ対策

に係る補助金として、また施設園芸生産基盤緊急支援事業補助金につきましては、繰

越明許費補正並びに歳出にてご説明いたしました補助金として新規計上するもので

ございます。  

 ５目商工費道補助金、補正額３，７００万円の追加でございます。１節商工費補助

金におきまして、地域づくり総合交付金として街路灯ＬＥＤ化事業及び鶴沼公園内施

設改修工事に係る補助見込み額を新規計上するものでございます。  

 ２０ページをお開きください。  

 １７款寄付金、１項２目ふるさと応援寄付金、補正額５，５２０万円の減でござい

ます。ふるさと応援寄付金につきましては、申し込み件数の減に伴い減額するもので

ございます。企業版ふるさと納税寄付金につきましては、執行実績に基づき計上する
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ものでございます。  

 ２２ページをお開きください。  

 ２０款町債、１項２目総務債、補正額５，７２０万円の追加でございます。本補正

予算において追加または変更いたします地方債、過疎地域持続的発展特別事業及び多

世代交流施設等建設事業の計上、１節生活交通対策事業債につきましては、町営バス

浦臼滝川線の車両更新事業費の確定に伴い起債額を減額するものでございます。  

 ５目土木債、補正額９，８９０万円の減でございます。雪寒機械購入事業、橋梁長

寿命化事業、山２５号線道路改良舗装事業及び緊急自然災害防止対策事業に係る事業

費の確定に伴いそれぞれ起債額を精査するものでございます。  

 ２４ページをお開きください。  

 ２１款繰入金、１項１目基本財産繰入金、補正額１億４９２万５，０００円の減で

ございます。財源調整に伴う財政調整基金への繰戻し６，８３２万５，０００円、街

路灯維持に関する事業費の確定に伴う基金への繰戻し４０万円、次年度以降の公債費

繰上償還対応に伴う減債基金への繰戻し６，２７０万円、ふるさと浦臼応援基金充当

事業の事業費確定に伴う基金への繰戻し６，４２０万円、札沼線代替交通関連事業費

の確定に伴う基金への繰戻し１，１４０万円、また、ひばり団地建設事業への充当に

伴う公共施設建設基金へ１億円、森林環境譲与税基金への２１０万円の繰出しをそれ

ぞれ計上するものでございます。  

 歳入合計、歳出と同額１億６，４７７万５，０００円の減でございます。  

 以上が、議案第２号  令和５年度浦臼町一般会計補正（第９号）の内容でございま

す。ご審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。   

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を受けます。質疑ありませんか。 

静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 ページ数で言えば２８ページの生活交通対策における負担金補助及び交付金なの

ですが、タクシー等乗車負担金の３８８万４，０００円という減なのですが、これは

本来の７５歳以上のタクシーチケットみたいな、あの関係での減と思った方がいいの

でしょうか。  

 もしそうであれば、これだけの減ということはタクシーチケットなりタクシーに乗

っていないという意味で考えていいのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いします。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 静川議員のご質問にお答えいたします。  

 今ご指摘ありましたとおり、タクシーチケットの助成の関係でございます。  

 予算額につきましては８８０万６，０００円ということで、対象者６６９名となっ



 

－ 44 － 

てございます。  

 交付対象者につきましては４７６名、免許返納の方につきましては１８名というこ

とで、対象者に対しまして交付する方が少ないということで、一応交付見込み８００

万円で見込んではいるのですけれども、それも減ったということでお願いしたいと思

います。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 土屋議員。  

○２番（土屋慎一君）  

 歳入歳出のところ両方とも共通するのですけれども、雪寒機械の購入なのですけれ

ども、これは当初予定していた機械はなくてもこの後、除雪等に関しては支障がない

ということで削除されたのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 上嶋課長。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 雪寒機械、当初、歩道用のロータリーと除雪のホイールローダーショベルを２台予

定していたのですけれども、補助金の率の関係で補助率、２台買っても１台買っても、

基本補助が変わらないということでちょっとでも有利に作用するように１台ショベ

ルを取りやめて、歩道用ロータリー１台にしたわけなのですけれども、実際はやめた

機械については新年度で一応購入するべく動いておりますので、除雪体制には支障が

ないものと考えております。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 ３３ページ、認定こども園の関係のところでご質問したいと思うのですけれども、

児童福祉施設費で認定こども園運営助成金が７００万円減額になって、施設型給付費

が１，３００万円増加についてちょっと説明受けたいのですけれども、助成金につい

ては、運営助成金は固定されているものだと思っていたものですから、毎年このよう

に変動があるのかどうか。それから施設型給付費、先ほど国庫支出金の方が、児童が

増えたので国からの交付金も増えているという説明があったのですけれども、今運営

的にはもう満員の状態で運営されているのかどうかお伺いしたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いいたします。  

 齊藤課長。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 柴田議員のご質問にお答えいたします。  

 認定こども園の助成金に関しましては、定額ということではございません。  
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 施設型給付費につきましても、お子さんの人数によってですとか、公定価格費によ

って変わりますので、そこの額が変動するということになります。  

 今回の助成金につきましては、法人さんの方とお話させていただきまして、決算見

込みを出していただいて、それでこの７００万円を減額しているということになりま

す。  

 現在の定員は４５名ということで、現在は定員がいっぱいということになってござ

います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 今の答弁でちょっともう一回お聞きしたいのですけれど、揺籃会との協議の中で７

００万円って結構大きな数字だと思うのですけれど、どういう理由をもってこのよう

な減額になるのですか。  

○議  長（小松正年君）  

 城宝主幹。  

〇福祉課主幹（城宝睦己君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 補正予算書のとおり施設型給付費が追加計上となっておりまして、認定こども園の

運営の大きな収入であります施設型給付費の伸び、それから職員の入れ替わりによる

１人当たりの給与額の減、これに伴いまして当初予算で計上していた額より補てん額

が少なくなったという内容となってございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 歳入の方で、町債の中で教育費の教育債の方で、町立学校のエアコンの新設事業の

整備事業の町債が減になっているのですが、恐らくかなり先がもう見えたという状況

の中での町債の減なのかなという気がしますが、現在どのような状況になっているの

でしょうか。  

 工事の状況と聞いた方がいいのか、それとも今全体的なこのエアコンの整備事業に

関してどんな状況なのか。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 まず、教育事業債につきましては、この金額が過疎債の方に移動したということに

なっております。  
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 事業の進捗状況につきましては、小中学校ともにエアコンの設置は大体終わってお

ります。今室外機も付きまして、細かいところの作業が残っているという状況になっ

ております。今月の中旬にはすべて終わるような予定で進んでおります。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 ３７ページですね、塵芥処理費のところで、ごみ収集運搬業務委託料で１５０万円

計上されておるわけなのですけれど、これは修理費でよかったのですか、確認でお願

いします。  

○議  長（小松正年君）  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 こちらの委託費につきましては、車両の修繕費用と燃料費の追加分となっておりま

す。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 修理費なのですけれども、ことし故障してまたしばらく代替車で使っていたわけな

のですけれど、おととしぐらいでしたか、故障し、そして今この現状において、今度

いざとなったときに車両を入れるかといったときにそう簡単には入ってこない状況

なのですが、いろんなことを考えたときに、そろそろ更新の方も視野に入れてはでき

ないものかお尋ねします。  

○議  長（小松正年君）  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 所管としては、車両の入替えについて予算要望しているところでして、あとは財政

サイドというか、理事者の判断といったところで考えております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

 砂場議員。  

○１番（砂場  明君）  

 ４３ページの事務局費の中の高等学校通学等支援助成金６８万１，０００円減とあ

りますが、この主な理由はいかがでしょう。  
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○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 当初見込んでいた数字、通学方法が変わったりとか、一人一人の金額が下がったり

したところがありましての減額となっております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 砂場議員。  

○１番（砂場  明君）  

 今のところで高校生の数は大体わかって、予算立てられると思うのですが、この金

額、今局長の方から説明はあったのですが、よくよくお母さんたちの話を聞きますと、

なかなか定期とかも買いづらいので助成金が使いづらいという声も聞くのですが、そ

の辺はあまり聞いたことございませんか。  

 というのは、やっぱり高校に通うと部活等に入ると、朝はバスで行くけれど帰りは

奈井江町の方に汽車に行ってしまうとかということで、１カ月とかまとまった定期が

なかなか買いづらいという声があるのですが、それに合わせた何か助成の仕方とはあ

るのかなということはどうでしょう。あまり聞きませんか。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 今回の補正とちょっとあれかと思うのですけれど、制度の中身のことにつきまして

は、現状、保護者の方からそういうお声をいただいているかというと、特に委員会の

方にはありませんが、そういうお声があればもうちょっと使いやすいように見直すと

いうことは可能かと思います。  

 確かに、行くときと帰りで交通手段が違うとか、あと送り迎えをしなければならな

いというところも理解はしておりますので、今後制度の見直しが必要であれば見直し

していきたいなと思っております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 ３７ページの農業振興費の中で、報償費で農業体験活動謝礼ということで２１８万

６，０００円が減額ということになっておりますが、この農業体験活動謝礼というの

はどういう意味合いの謝礼でしたでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 地域おこし協力隊などでインターンとかで入ってきたときに、農業指導をしている
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方に謝礼を支払うといった形で計上した金額でございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 ５年度については対象になる活動がなかったということなのですか。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 今年度も対象者が何名かいまして、その残額でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 確認的なこともあるものですから、ちょっとお伺いしたいのですけれども。新年度

予算にもちょっと関連するかもしれないのですけれども、今のもいわゆる新規就農で

浦臼町に来たいとした場合は、本町は地域おこし協力隊の中で新規就農を含めた募集

をしているのかな。  

 以前、町に新規就農で来た方については、国から農林省の予算の中で、新規就農で

入ったら年間、たしか１５０万円ぐらいでしょうかね、それで入って、ただあれは研

修終わって５年間は農業を持続しなければならない、やらなければ全額返還だったの

かな、そういうひも付き的なものもあったのですけれど。本町の場合、この新規就農、

今回１人いなかったということで、委託料が減額にもなっているのですけれど、今回

は２人募集してということなので、何か内容がよくわからないのだけれども、募集が

何人で、何人がいなくてこの減額になったのか、そして国の補助の方は今回浦臼町と

しては取り組んでいないのかどうか。  

○議  長（小松正年君）  

 山﨑主幹。  

〇産業課主幹（山﨑  哲君）  

 ただいまのご質問にお答えいたします。  

 まず、今回の減額につきましては、２名１組といいますか、２人の新規就農者が来

る予定で予算取りをしております。  

 農業体験をしていただいて、その方が浦臼町に新規就農するとなれば、うちの方で

地域おこし協力隊として委託契約をするという形で予算取りをしておりました。  

 今年度につきましては、残念ながら新規就農されないということで今年度分を減額

するという形となります。予算については以上です。  

 国の事業についてなのですが、経営開始型と準備型というのがあるのですけれど

も、これにつきましては先ほど申しましたとおり農業を途中でリタイアされたときに

補助金の返還というのもありますので、浦臼町としては地域おこし協力隊として新規
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就農者を募集する方向で進めております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 確か、本町の場合は募集するときに夫婦ですよね。だから、その地域おこし協力隊

としてやったときに、夫婦２人とも地域おこし協力隊という採用になるのかどうか、

その点。  

○議  長（小松正年君）  

 山﨑主幹。  

〇産業課主幹（山﨑  哲君）  

 ただいまのご質問にお答えいたします。  

 １名ずつ委託契約という形で契約いたします。１人ずつということです。夫婦２人

来たら１人ずつ、２人とも契約いたします。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第２号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第２号  令和５年度浦臼町一般会計補正予算（第９号）は、原案

のとおり決定しました。  

 

    ◎日程第８  議案第３号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第８、議案第３号  令和５年度浦臼町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

を議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

議案第３号 令和５年度浦臼町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。  
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令和５年度浦臼町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。  

（歳入歳出予算の補正）  

 第１条  既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１８２万２，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３，６７９万４，０００円とする。  

 ２  歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 令和６年３月５日提出  

 北海道浦臼町長  川畑智昭  

 歳出より説明いたしますので、８ページをお開きください。  

 なお、今回の補正予算につきましては、決算見込み及び額の確定に伴うものでござ

いますので、主なもののみ説明申し上げます。  

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１１６万２，０００円の減額でござ

います。  

 ２項徴税費、１目賦課徴収費３万９，０００円の減額でございます。  

 ２款１項１目空知中部広域連合納付金２７万５，０００円の減額でございます。  

 ４款保健医療費、１項１目特定健診事業費３４万６，０００円の減額でございます。 

 歳出合計１８２万２，０００円の減額でございます。  

 続きまして、歳入について説明申し上げます。６ページをお開きください。  

 １款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税１，８２５万９，００

０円の減額でございます。算定基礎となる所得額が減少したことによる減でございま

す。  

 ２目退職者被保険者国民健康保険税８万３，０００円の追加でございます。  

 ２款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金４万２，０００円の減額で

ございます。  

 ３款１項１目繰越金１，３２７万５，０００円の追加でございます。  

 ４款諸収入、２項３目雑入３９７万９，０００円の追加でございます。令和４年度

の空知中部広域連合分賦金の確定に伴う返還金でございます。  

 ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金１８６万４，０００円の減額でございます。

分賦金確定に伴う減額でございます。  

 ２項１目基金繰入金１００万６，０００円の追加でございます。決算見込みに対す

る財政調整に伴い財政調整基金からの繰入れを行うものでございます。  

 歳入合計、歳出と同じ１８２万２，０００円の減額となっております。  

 以上が、議案第３号の説明でございます。ご審議いただき、議決賜りますようお願

いいたします。  

以上です。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を受けます。質疑ありませんか。 

［「なし」と言う人あり］  
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○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第３号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第３号  令和５年度浦臼町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）は、原案のとおり決定しました。  

 

    ◎日程第９  議案第４号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第９、議案第４号  令和５年度浦臼町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 議案第４号  令和５年度浦臼町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）。  

令和５年度浦臼町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。  

（歳入歳出予算の補正）  

 第１条  既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１２８万７，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４，５０６万７，０００円とする。  

 ２  歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 令和６年３月５日提出  

 北海道浦臼町長  川畑智昭  

 歳出より説明いたしますので、８ページをお開きください。  

なお、今回の補正予算につきましては、決算見込み及び額の確定に伴うものでござい

ます。  

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費９万６，０００円の減額でございま

す。  

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金１１９万１，０００円の減額でござい

ます。  

 歳出合計１２８万７，０００円の減額でございます。  
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 続きまして、歳入について説明申し上げます。６ページをお開きください。  

 １款１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料５７万３，０００円の減額で

ございます。  

 ２目普通徴収保険料３万円の減額でございます。  

 ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金１９４万１，０００円の減額でございます。 

 ５款１項１目繰越金１２５万７，０００円の追加でございます。  

 歳入合計、歳出と同じ１２８万７，０００円の減額でございます。  

 以上が、議案第４号の説明でございます。ご審議いただき、議決賜りますようお願

いいたします。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を受けます。質疑ありませんか。 

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第４号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

したがって、議案第４号  令和５年度浦臼町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり決定いたしました。  

ここで、暫時休憩とします。再開時間を１４時５０分といたします。  

 

休憩  午後  ２時３９分  

再開  午後  ２時４８分  

 

○議  長（小松正年君）  

 全員おそろいですので、休憩を閉じ、会議を再開いたします。  

 

    ◎日程第１０  議案第５号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１０、議案第５号 浦臼町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  
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 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 議案書の１０ページをお開き願います。  

議案第５号 浦臼町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て。  

 浦臼町職員の育児休業等に関する条例（平成４年浦臼町条例第３号）の一部を次の

ように改正する。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由につきましては、地方自治法の一部改正に伴いまして、会計年度任用職員

に対する勤勉手当の支給が可能になったことに伴いまして、条例の文言修正が必要と

なりましたので、改正を行うものでございます。  

 内容につきましては、別冊参考資料の４ページをお開き願います。  

 はじめに、条例第７条第２項の規定では、改正前であります「（地方公務員法（昭

和２５年法律第２６１号）第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員（以下「会

計年度任用職員」という。）を除く。）」を削るものでございます。  

 次に、条例第８条の規定では、改正前「（会計年度任用職員を除く。）」を「（地

方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第２２条の２第１項に規定する職員（以下

「会計年度任用職員」という。）を除く。）」に改めるものでございます。  

 議案書の１１ページにお戻り願います。  

 附則、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。  

 以上が、議案第５号 浦臼町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

についての説明でございます。ご審議いただきまして、議決賜りますようよろしくお

願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第５号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  
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 したがって、議案第５号 浦臼町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例については、原案のとおり決定しました。  

 

    ◎日程第１１ 議案第６号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１１、議案第６号 浦臼町営バス運行条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 議案書の１２ページをお開き願います。  

議案第６号 浦臼町営バス運行条例の一部を改正する条例について。  

 浦臼町営バス運行条例（令和４年浦臼町条例第１１号）の一部を次のように改正す

る。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由につきましては、令和６年４月１日から株式会社美唄自動車学校が運行し

ております浦臼砂川線の１９時台及び２０時台のバスを浦臼町営バスとして運行す

ることに伴いまして、条例の改正を行うこと。また、浦臼駅停留所を令和６年５月に

開設いたします多世代交流施設えみるに移設することに伴いまして、浦臼滝川線の起

点及び浦臼砂川線の終点を変更するため条例改正を行うものでございます。  

 内容につきましては、別冊参考資料の５ページをお開き願います。  

 はじめに、運行路線につきましては、改正前、条例第２条の規定を、改正後、条例

第２条では浦臼砂川線を追加することに伴いまして、第１号では「浦臼滝川線起点  

浦臼駅  浦臼町字ウラウスナイ１８３番地の４６６終点 滝川駅前 滝川市栄町３

丁目１１番１号延長  １９．７㎞」でございます。  

 次に、第２号でございますが、「浦臼砂川線起点 奈井江駅 空知郡奈井江町字奈

井江町２４３番地の６３終点  浦臼駅  浦臼町字ウラウスナイ１８３番地の４６６

延長  １２．２㎞」を追加しまして、第２条を改めるものでございます。  

 次に、条例第７条の規定では、料金の支払いについてでございますが、改正後の条

例第７条第２項に、「第２条第２号の路線に限り、株式会社美唄自動車学校が発行す

る浦臼砂川線の回数券及び定期券を使用することができる。」を加えるものでござい

ます。  

 また、別表第１でございますが、路線名、浦臼砂川線、区間、奈井江町内から浦臼

町内、料金２００円を加えるものでございます。  

 続きまして、条例第２条についてご説明を申し上げますので、次のページをお開き

願います。  

 条例第２条第１号の規定にございます浦臼滝川線、改正前「浦臼駅  浦臼町字ウラ

ウスナイ１８３番地の４６６」を改正後「えみる  浦臼町字ウラウスナイ１８３番地
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の４９４」に改めるものでございます。  

 次に、第２号でございますが、浦臼砂川線、改正前「浦臼駅  浦臼町字ウラウスナ

イ１８３番地の４６６」を改正後「えみる  浦臼町字ウラウスナイ１８３番地の４９

４」に改めるものでございます。  

 議案書の１３ページにお戻り願います。  

 附則、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。ただし、第

２条の規定は令和６年５月２日から施行するものでございます。  

 以上が、議案第６号 浦臼町営バス運行条例の一部を改正する条例についての説明

でございます。ご審議いただきまして、議決賜りますようよろしくお願い申し上げま

す。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

土屋議員。  

○２番（土屋慎一君）  

 今回の第１条と第２条ということで、改正されることに書いてあるのですけれど、

これは第２条の方は、えみるとなっているのですけれども、第１条の方は改正した後

も浦臼駅と表記されているというのは、これは浦臼駅でいいのですか。もうなくなる

から、えみるにした方がいいとかというのは、どうなのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 第１条は６年の５月１日までが浦臼駅となっておりまして、５月２日からえみると

いうことで、その第１条については５月１日まで生きるということでご理解願いたい

のですね。２日からは新しい場所に変わるということで、２条立てで条例を改正して

いますので、そういう形でご理解いただきたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 この運行の行程なのですけれども、何か以前聞いたことがあるのですけれど、これ

は運輸省の方から許可をいただいて、行程を決めているというのを聞いた覚えがある

のですけれど、勝手に乗り場所を変更するのは可能なのですか。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 中川議員のご質問にお答えいたします。  

 昨年の１０月ぐらいかと思うのですけれども、たしか全員協議会のお話だと思うの
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ですけれども、令和６年４月から運転手の働き方改革としまして美唄自動車学校の路

線バスも運行時間が短くなりまして、事業者さんの方から１９時台、２０時台の運行

ができないという話がありまして、その後議会の方にご説明して、１９時台、２０時

台につきましては町営バスの方で運行するということでご説明したかと思います。  

 その関係で、その後、１月に入りましたら運輸局、空知総合振興局、あと交通事業

者団体の地域公共交通会議を開催いたしまして、いろいろな内容を説明して、このよ

うな形で運行の許可をもらって今回条例の上程をさせていただきました。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第６号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第６号 浦臼町営バス運行条例の一部を改正する条例について

は、原案のとおり決定しました。  

 

    ◎日程第１２ 議案第７号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１２、議案第７号 浦臼町犯罪被害者等支援条例の制定についてを議題とし

ます。  

 提案理由の説明を求めます。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

議案書の１４ページをお開き願います。  

議案第７号 浦臼町犯罪被害者等支援条例の制定について。  

 浦臼町犯罪被害者等支援条例を次のように制定する。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由につきましては、犯罪被害者等の支援等について、基本理念を定めまして、

町、町民等及び事業者等の責務を明確にし、支援の基本事項を定め、犯罪被害者等が
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受けた被害の早期回復、または軽減を図り、安心して暮らすことができることを目的

として、当条例を制定するものでございます。  

 内容をご説明いたしますので、次のページをお開き願います。１５ページになりま

す。  

 まず、第１条でございますが、目的では、当条例が規定いたします内容と制定の目

的について明記してございます。  

 第２条、定義では、当条例が規定いたします用語の意義を定めているものでござい

ます。  

 第３条、基本理念では、犯罪被害者等基本法を踏まえて、犯罪被害者等の支援を推

進するに当たっての基本理念となる考えを定めるものでございます。  

 次のページをお開き願います。  

 第４条、町の責務では、犯罪被害者等の支援における町の責務について定めるもの

でございます。  

 第５条、町民等の責務では、犯罪被害者等の支援に係る町民等の役割を定めるもの

でございます。  

 第６条、事業者の責務では、犯罪被害者等の支援に係る事業者等の役割を定めるも

のでございます。  

 第７条、相談及び情報の提供等では、犯罪被害者等の支援に係る総合窓口を所管す

る課の設置について定めてございまして、これにつきましては、総合的窓口は総務課

となってございます。  

 第８条、見舞金の支給では、見舞金の額を定めているところでございます。  

 次のページをお開き願います。  

 第９条、日常生活の支援では、町が必要な支援を行うことを定めてございます。  

 第１０条、居住の安定では、住宅の確保等に係る町の支援について定めてございま

して、第１１条、安全の確保では、犯罪被害者等の安全を確保するための必要な措置

について定めてございます。  

 第１２条、町民等及び事業者の理解の増進では、町の犯罪被害者支援に係ります町

民等及び事業者の理解の増進を図ることについて定めてございます。  

 第１３条、意見等の反映では、当条例の犯罪被害者等に係る施策の策定過程におい

て、犯罪被害者等の意見を反映させることについて定めてございます。  

 第１４条、犯罪被害者等の支援を行わないことができる場合では、当条例の犯罪被

害者等の支援を行わない場合について定めてございます。  

 第１５条、委任では、当条例に定めている事項のほかに施行に必要な事項は規則で

定めることとしてございます。  

 附則、施行期日でございますが、１項、この条例は、令和６年４月１日から施行す

るものでございます。  

 また、適用区分といたしまして、２項、第８条の規定は、この条例の施行の日以後

において行われた犯罪行為による死亡または傷害について適用するものでございま

す。  
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 以上が、議案第７号 浦臼町犯罪被害者等支援条例の制定についてのご説明でござ

います。ご審議いただきまして、議決賜りますようよろしくお願い申し上げます  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 犯罪における被害者などは、いろんなところで見ていますと、かなり人間という部

分もあって、心のケアなりそういった部分が大きく関わるのではないかなと思うので

すが、そういった部分でのカウンセリングとか心のケアの問題とかそういう部分をな

かなか一つの町が抱えるというのは、私は難しいなという気はするのですけれども、

そういった部分は広域的にやられるという考え方でのことなのか、それともそれはま

た別という部分で支援していくということなのか、その辺ちょっとお聞きしたいと思

います。  

○議  長（小松正年君）  

 答弁お願いします。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 静川議員のご質問にお答えいたします。  

 今言ったカウンセリングの件につきましては、ちょっとこの条例には入ってはいな

いのですけれども、これから滝川警察署管内でも条例の上程がされて、多分広域化す

るのかと思いますので、それにつきましてはちょっと私たちの方からそういうのは共

同でできるかどうかということを投げかけたいと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかに質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第７号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  
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 したがって、議案第７号 浦臼町犯罪被害者等支援条例の制定については、原案の

とおり決定しました。  

 

    ◎日程第１３ 議案第８号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１３、議案第８号 浦臼町行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 議案第８号  浦臼町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例について。 

浦臼町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用に関する条例（平成２７年浦臼町条例第２９号）の一部を次

のように改正する。  

令和６年３月５日提出  

浦臼町長  川畑智昭  

 提案理由でございますが、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律等の一部を改正する法律（令和５年法律第４８号）の公布による今

後の健康保険証のマイナンバーカードへの一本化に備え、医療費助成事業の受給資格

等の審査における手続きの簡素化を図るため、法律に基づく個人番号を利用した情報

連携が行えるよう、関係条文を整備するためでございます。  

 内容につきましては、参考資料により説明いたします。資料７ページをお開きくだ

さい。  

 なお、今回の改正は、番号法の一部改正を踏まえた所要の規定の整備及び健康保険

証がマイナンバーカードに一本化となった場合に必要な個人番号の独自利用につい

て定めるものでございます。  

 資料８ページをお開きください。  

 第１表を新たに追加しております。左の欄に事務の実施主体を、右の欄に個人番号

を利用できる事務を定めております。  

 １では重度心身障がい者の医療費の助成について、２ではひとり親家庭等の医療費

の助成について、３では乳幼児、児童及び生徒等の医療費の助成について、それぞれ

の事務で個人番号を独自利用できるよう定めております。  

 第２表も追加でございます。左の欄の実施主体が、真ん中の欄の事務を行う場合に

は、右の欄に定める同一の機関内で保有されている他の事務の特定個人情報を利用す

ることができることについて定めております。定めている事業は第１表と同じ三つの

事業について定めております。  

 議案の２１ページにお戻りください。  
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 附則、この条例は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律等の一部を改正する法律（令和５年法律第４８号）の施行の日から施行す

る。  

 以上が、議案第８号についての説明でございます。ご審議いただき、議決賜ります

ようお願いいたします。  

以上です。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第８号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第８号 浦臼町行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり決定しました。  

 

    ◎日程第１４ 議案第９号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１４、議案第９号  浦臼町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 齊藤課長。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ２２ページをお開き願います。  

議案第９号 浦臼町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について。  

浦臼町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例（平成２６年浦臼町条例第１９号）の一部を次のように改正する。  

令和６年３月５日提出  

浦臼町長  川畑智昭  

 提案理由は、今般、内閣府令第８６号において国の特定教育・保育施設及び特定地
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域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設の運営に関する基準の一部改正が行

われたことから、本条例の所要の改正をするものでございます。  

 改正の内容について、新旧対照表によりご説明いたしますので、別冊参考資料の１

０ページをお開き願います。  

 掲示について規定しております第２３条については、重要事項の書面掲示の義務付

けを見直し、書面掲示に加えインターネットを利用して公衆の閲覧に供しなければな

らないという内容に改正いたします。  

 次に、電磁的記録等について規定しております第５３条第２項第２号については、

電磁ディスク、ＣＤ -ＲＯＭ、その他、これらに準ずる方法により一定の事項を確実

に記録しておくことができるものを、技術中立性を明らかにする観点から媒体の種類

を示さない形の電磁的記録媒体に改め、文言の適正化を図ることとするものでござい

ます。  

 議案２３ページにお戻りください。  

 附則、この条例は、令和６年４月１日から施行する。  

 以上が、議案第９号についての説明でございます。ご審議の上、議決いただきます

ようお願いいたします。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第９号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第９号 浦臼町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例については、原案のとおり決定し

ました。  

 

    ◎日程第１５ 議案第１０号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１５、議案第１０号  浦臼町自然休養村センター設置及び管理条例の一部を

改正する条例についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  
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馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 議案書２４ページをお開きください。  

議案第１０号  浦臼町自然休養村センター設置及び管理条例の一部を改正する条

例について。  

浦臼町自然休養村センター設置及び管理条例の一部を次のように改正する。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由につきましては、当該施設の改修計画等に即した指定管理期間を設定でき

るように改正するものでございます。  

 内容につきましては、新旧対照表により説明いたしますので、別冊参考資料１１ペ

ージをお開き願います。  

 第５条本文中「１０年間」を「１０年以内」に改めるものでございます。  

 議案書２５ページにお戻りください。  

 附則、この条例は、公布の日から施行する。  

 以上が、議案第１０号  浦臼町自然休養村センター設置及び管理条例の一部を改正

する条例の内容でございます。ご審議いただきまして、議決賜りますようお願い申し

上げます  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１０号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１０号  浦臼町自然休養村センター設置及び管理条例の一部を

改正する条例については、原案のとおり決定しました。  

 

    ◎日程第１６ 議案第１１号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１６、議案第１１号  町道路線の変更についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  
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 上嶋課長。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 議案第１１号 町道路線の変更について。  

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第２項の規定により、次の町道の路

線を変更する。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由でございますが、今回提案しております路線名、北１線、樺戸台地線の２

路線につきましては、過去に農業予算において道路を整備したことから農道としてお

りましたが、橋梁や道路附帯施設の適正な維持管理の観点から、今後町道として管理

するため今回提案させていただくものでございます。  

 内容について説明いたします。  

 路線番号４１、路線名、北１線、新たな起終点としまして、起点、樺戸郡浦臼町字

晩生内２２８番地の３８７、終点、樺戸郡浦臼町字晩生内２３２番地の３２２でござ

います。  

 主な経過地としまして、町道宮下線、国道２７５号線、町道中央線でございます。 

 次に、路線番号７７、路線名、樺戸台地線、新たな起終点としまして、起点、樺戸

郡浦臼町５７２番地の６５、終点、樺戸郡浦臼町字オサツナイ３１６番地の８９でご

ざいます。  

 主な経過地としましては、月形町境、町道浦臼沢線、新十津川町境でございます。 

 次のページに変更区間を全町図に落とし込んであり、赤の点線部分が今回の区域を

変更する区間でございますので、ご高覧願います。  

 以上が、議案第１１号  町道路線の変更についての説明でございます。ご審議いた

だきまして、議決賜りますようお願い申し上げます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１１号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  
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 したがって、議案第１１号  町道路線の変更については原案のとおり決定しまし

た。  

 

    ◎日程第１７ 議案第１２号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１７、議案第１２号  町道路線の認定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 上嶋課長。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 議案第１２号 町道路線の認定について。  

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項の規定により、次の町道の路線

を認定する。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由につきましては、維持管理や除雪等、既に町道並みの管理をしている路線

について、今回新たに認定するものでございます。  

 内容について説明いたします。  

 路線番号５３、路線名、中津沿岸線、区間は樺戸郡浦臼町字晩生内２３２番地の２

２から樺戸郡浦臼町字浦臼内１７７番地の３７６までの区間で、重要な経過地としま

して、町道北１線、中津線でございます。  

 以下、路線番号１１６、さくら通線、樺戸郡浦臼町浦臼内１８２番地の２から同じ

く樺戸郡浦臼町字浦臼内１８２番地の２までの区間で、重要な経過地は町道大行寺

線、山８号線でございます。  

 次に、路線番号１１７、ふれあい通１線、樺戸郡浦臼町字浦臼内１７２番地の４０

６から樺戸郡浦臼町字浦臼内１７２番地の１６６までの区間で、重要な経過地は町道

北６丁目線、裏通線でございます。  

 次に、路線番号１１８、ふれあい通２線、樺戸郡浦臼町字浦臼内１７２番地の４０

６から樺戸郡浦臼町字浦臼内１７２番地の１６６までの区間で、重要な経過地は町道

北６丁目線、裏通線でございます。  

 次に、路線番号１１９、ふれあい通１号線、樺戸郡浦臼町字浦臼内１７２番地の４

０６から同じく樺戸郡浦臼町字浦臼内１７２番地の４０６までの区間で、重要な経過

地につきましてはございません。  

 次に、路線番号１２０、晩小通線、樺戸郡浦臼町字晩生内２２７番地の４４から同

じく樺戸郡浦臼町字晩生内２２７番地の４４までの区間で、重要な経過地は町道中村

西７線でございます。  

 次に、路線番号１２１、裏街支線、樺戸郡浦臼町字浦臼内１８２番地の１０４から

樺戸郡浦臼町字浦臼内１８２番地の１３３までの区間で、重要な経過地は国道２７５

号線、町道裏街線でございます。  

 次に、路線番号１２２、球場通線、樺戸郡浦臼町字浦臼内１８４番地の７０から樺
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戸郡浦臼町字浦臼内１８４番地の１５６までの区間で、重要な経過地につきましては

町道高脇線、田宮線でございます。  

 次のページ以降、２９ページから３１ページに認定区間を全町図、市街図に落とし

込んであり、着色部分が今回認定する路線でございますので、ご高覧願います。  

 以上が、議案第１２号  町道路線の認定についての説明でございます。ご審議いた

だきまして、議決賜りますようお願い申し上げます  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１２号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１２号  町道路線の認定については原案のとおり決定しまし

た。  

 

    ◎散会の宣告  

○議  長（小松正年君）  

これをもって、本日の日程は終了しました。  

したがって、本日はこれにて散会いたします。  

なお、明日６日から１１日は休会とし、１２日午前１０時より会議を再開します。 

本日は大変ご苦労さまでした。  

                                             散会   午後  ３時２４分  
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浦臼町議会第１回定例会 第２号    

 

令和６年３月１２日（火曜日）  

 

○議事日程   

追加１   報告第   １号  専決処分した事件の報告について［工事請負変更

契約の締結について］  

１  議案第１４号  浦臼町長等の給与に関する特例措置条例の一部を

改正する条例について  

２  議案第１５号  浦臼町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

について  

３  議案第１６号  浦臼町第２号会計年度任用職員の給与等に関する

条例の一部を改正する条例について  

４  議案第１７号  令和６年度浦臼町一般会計予算  

５  議案第１８号  令和６年度浦臼町国民健康保険特別会計予算  

６  議案第１９号  令和６年度浦臼町後期高齢者医療特別会計予算  

７  議案第２０号  令和６年度浦臼町下水道事業会計予算  

８   所管事務調査について（総務産業常任委員会・議

会運営委員会）  

 

○出席議員(８名 ) 

議  長  ８番  小  松  正  年  君  副議長  ７番  柴  田  典  男  君  

 ６番  静  川  広  巳  君   ５番  中  川  清  美  君  

 ４番  野  崎  敬  恭  君   ３番  髙  田  英  利  君  

 ２番  土  屋  慎  一  君   １番  砂  場    明  君  

      

 

○欠席議員(０名 ) 

 

 

○出席説明員  

町        長   川   畑  智   昭   君  

副 町 長   石   原   正   伸   君  

教 育 長   河   本   浩   昭   君  

総 務 課 長   明 日 見  将   幸   君  

総 務 課 主 幹   安   田   良   弘   君  
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総 務 課 主 幹   早   坂   隆   広   君  

住 民 課 長   中   田   帯   刀   君  

住 民 課 主 幹  國   田   幹   夫   君  

福 祉 課 長   齊   藤   淑   恵   君  

福 祉 課 主 幹   城   宝   睦   己   君  

産 業 課 長   馬   狩   範   一   君  

産  業  課  主  幹   山   﨑      哲   君  

建 設 課 長   上   嶋   俊   文   君  

建 設 課 技 術 長  竹   田   圭   一   君  

教 育 委 員 会  

事 務 局 長  
 

横   井   正   樹   君  

教  育  委  員  会  

事  務  局  主  幹  
 小   田   修   司   君  

農 業 委 員 会 会 長   位   田      勝   君  

   

 

○出席事務局職員  
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書 記   藤   澤   翔 太 郎  君  
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開議  午前１０時００分  

    ◎開議の宣告  

○議  長（小松正年君）  

 本日の出席人員は８名全員です。  

 定足数に達しております。  

 これから、本日の会議を開きます。  

本日の議事日程は、お手元に配付してあります日程表の２日目に基づき、順を追っ

て進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。  

お諮りします。  

ただいま、川畑町長から、報告第１号  専決処分した事件の報告についてが提出さ

れました。  

これを日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思います。  

これにご異議ありませんか。  

［「異議なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 異議なしと認めます。  

したがって、報告第１号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決

定しました。  

 

    ◎追加日程第１  報告第１号  

○議  長（小松正年君）  

 追加日程第１、報告第１号  専決処分した事件の報告についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 上嶋課長。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 報告第１号  専決処分した事件の報告について。  

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、別紙のと

おり専決処分したので同条第２項の規定により報告する。  

 令和６年３月１２日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由につきましては、令和５年９月１２日開催の令和５年第３回浦臼町議会定

例会におきまして議決をいただきました「議案第３８号  工事請負契約の締結につい

て（令和５年度 支浦臼内川護岸改修工事）」におきまして、変更契約を締結する必

要が生じ、その変更契約金額が当初契約金額の１０％以内であるため、議会の委任に

よる町長の専決処分事項の指定について第３項の規定により専決処分とさせていた

だきましたので、その内容について報告するものでございます。  

 次のページをお開きください。  

 専決処分書。  

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定に基づき、議会の
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委任により指定された町長の専決処分事項について、次のとおり専決処分する。  

 専決事項、工事請負変更契約の締結について。令和５年度  支浦臼内川護岸改修工

事に係るものでございます。  

 契約金額、当初契約金額７，０４０万円を第１回変更７，３７４万４，０００円に、

３３４万４，０００円の増額による変更契約をするものでございます。  

 変更の要因といたしましては、処分料等の概数発注をしておりましたが、その数値

の確定により変更するものでございます。  

 令和６年３月６日  

 浦臼町長 川畑智昭  

 以上が、報告第１号 専決処分した事件の報告についての報告説明でございます。 

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

報告第１号 専決処分した事件の報告については報告済みといたします。  

 

◎日程第１ 議案第１４号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第１、議案第１４号  浦臼町長等の給与に関する特例措置条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 議案書の３３ページをお開き願います。  

 議案第１４号  浦臼町長等の給与に関する特例措置条例の一部を改正する条例に

ついて。  

 浦臼町長等の給与に関する特例措置条例（平成１２年浦臼町条例第２７号）の一部

を次のように改正する。  

 令和６年３月５日提出  

 浦臼町長 川畑智昭  

 提案理由でございますが、行財政改革の一環として平成１２年度から開始いたしま

した町長、副町長、教育長の給料月額の抑制措置を継続するため、所要の改正を行う

ものでございます。  

 内容につきましては、別冊参考資料により説明申し上げますので、１２ページをお

開き願います。  

 条例第２条に定めます町長、副町長及び教育長の給料月額の抑制期間を、改正前「令

和５年４月から令和６年３月まで」を、改正後「令和６年４月から令和７年３月まで」
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に改めるものでございます。  

 給料月額につきましては、現行と同額となってございます。  

 なお、削減率でございますが、町長が２０％、副町長が１６％、教育長が１２％と

なってございます。  

 また、附則第２項に定める条例の有効期限を、改正前「令和６年３月３１日」を「令

和７年３月３１日」に改めるものでございます。  

 議案書の３４ページにお戻りください。  

 附則、この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、附則第２項の改正規

定は、公布の日から施行するものでございます。  

 以上が、議案第１４号  浦臼町長等の給与に関する特例措置条例の一部を改正する

条例についてのご説明でございます。ご審議いただきまして、議決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１４号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１４号  浦臼町長等の給与に関する特例措置条例の一部を改正

する条例については原案のとおり決定しました。  

 

◎日程第２ 議案第１５号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第２、議案第１５号  浦臼町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 議案書の３５ページをお開き願います。  

 議案第１５号 浦臼町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関
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する条例の一部を改正する条例について。  

浦臼町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例（令和

元年浦臼町条例第１８号）の一部を次のように改正する。  

令和６年３月５日提出  

浦臼町長  川畑智昭  

提案理由でございますが、地方自治法の一部改正により、会計年度任用職員に勤勉

手当を支給するため、規定の追加と文言修正を行うものでございます。  

内容につきましては、別冊参考資料により説明申し上げますので、１３ページをお

開き願います。  

はじめに、題名でございますが、勤勉手当の支給に伴いまして、改正後、浦臼町第

１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例に改め

るものでございます。  

次に、条例第８条の規定でございますが、期末手当でございますが、職員の給与条

例を準用するため、文言修正と期末手当の支給割合「１００分の１２２．５」を「１

００分の７３．５」に改めるものでございます。  

次に、条例第８条の２では、勤勉手当の規定となってございまして、これにつきま

しても職員の給与条例を準用するための文言修正と勤勉手当の支給割合「１００分の

１０２．５」を「１００分の４９」に改めるものでございます。  

議案書の３７ページにお戻りください。  

附則、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。  

以上が、議案第１５号 浦臼町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例についてのご説明でございます。ご審議いた

だきまして、議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。  

以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１５号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１５号  浦臼町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
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費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については原案のとおり決定しました。 

 

◎日程第３ 議案第１６号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第３、議案第１６号 浦臼町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 議案書の３８ページをお開き願います。  

 議案第１６号  浦臼町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改

正する条例について。  

浦臼町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例（令和元年浦臼町条例第１７

号）の一部を次のように改正する。  

令和６年３月５日提出  

浦臼町長  川畑智昭  

 提案理由でございますが、地方自治法の一部改正により会計年度任用職員に勤勉手

当を支給するため、規定の追加と文言修正を行うためでございます。  

 内容につきましては、別冊参考資料により説明申し上げますので、１５ページをお

開き願います。  

 はじめに、条例第１２条の規定で、期末手当でございますが、職員の給与条例を準

用するために文言修正を行うこと、また支給割合「１００分の１２２．５」を「１０

０分の７３．５」に読み替えるものでございます。  

 次に、条例第１２条の２の規定で、勤勉手当でございますが、これにつきましても

職員の給与条例を準用するための文言修正と支給割合「１００分の１０２．５」を「１

００分の４９」に読み替えるものでございます。  

 議案書の３９ページにお戻り願います。  

 附則、この条例は、令和６年４月１日から施行するものでございます。  

 以上が、議案第１６号  浦臼町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例についてのご説明でございます。ご審議いただきまして、議決賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  
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○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１６号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１６号  浦臼町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例

の一部を改正する条例については原案のとおり決定しました。  

 

◎日程第４ 議案第１７号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第４、議案第１７号  令和６年度浦臼町一般会計予算を議題とします。  

 予算大綱につきましては、配付してあります予算大綱資料をご覧ください。  

 それでは、提案理由の説明を求めます。  

 石原副町長。  

〇副町長（石原正伸君）  

 それでは、令和６年度浦臼町一般会計予算の概要について説明申し上げます。  

 お手元に配付してあります令和６年度浦臼町各会計歳入歳出予算書の１ページを

お開き願います。  

 議案第１７号 令和６年度浦臼町一般会計予算。  

 令和６年度浦臼町一般会計予算は、次に定めるところによる。  

（歳入歳出予算）  

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３４億５００万円と定める。  

２  歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よる。  

 （地方債）  

第２条  地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

 （一時借入金）  

第３条  地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ最高

額は、５億円と定める。  

令和６年３月５日提出  

 北海道浦臼町長  川畑智昭  

 最初に、第１条第２項に定めております歳入歳出予算につきまして、お手元に配付

してございます横版の各会計予算の説明資料により説明させていただきたいと思い

ますので、お手元にご用意願います。  

 令和６年度は町長改選期でございますので、骨格予算としており、公共交通対策な

ど住民生活に直結する事業を盛り込むとともに、老朽化が進む道路や橋梁のインフラ
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の整備、災害対策事業などの継続事業や行政システムの標準化事業などについて組み

込んだ予算編成としております。  

 それでは、令和６年度各会計予算案説明資料の１ページをお開き願います。  

 ここには、令和６年度浦臼町各会計予算一覧表を掲載してございます。一般会計、

特別会計及び企業会計、４会計のものを令和６年度、令和５年度を比較いたしまして

登載してございます。  

 ４会計を合わせますと、令和６年度は３７億３，７４０万３，０００円となってお

りまして、前年度対比７億６，３１７万８，０００円の減額でございます。率にいた

しますと１７％の減となってございます。  

 各会計ごとでは、一般会計におきましては前年度比１８．２％の減、国民健康保険

特別会計では８．６％の減、後期高齢者医療特別会計で１．３％の増、下水道会計が

５．３％の増となってございます。  

 詳細につきましては後ほど説明いたしますが、一般会計につきましては町長改選期

のため骨格予算ということとあわせて地方創生事業等の大型事業の完了に伴うもの

が主な減額の要因となってございます。  

 それでは、２ページをお開き願います。  

 令和６年度一般会計歳入歳出予算の、ここでは目的別ということで説明を申し上げ

ます。  

 まず、上段の方の括弧書きにつきましては、令和５年度の当初予算を計上しており

ます。  

下段の部分につきましては、今回予算提案してございます内容でございます。  

それでは、歳出の方からご説明申し上げます。右側の表をご覧ください。  

１款議会費です。３，５５７万８，０００円の計上でございます。対前年度比３．

９％の減でございます。金額で１４５万円の減額となってございます。主な減額の要

因につきましては、議員定数の減に伴い報酬及び共済費の減となってございます。  

２款総務費につきましては１１億１，９５６万２，０００円、対前年度比３０．９

％の減となってございます。金額にいたしまして４億９，９６２万８，０００円の減

でございます。減額の主な要因につきましては、多世代交流施設建設事業の完了及び

ふるさと納税関連の事業が減となってございます。また町営バス車両の更新を終えた

ことによる減となってございます。一方で増額要因としましては、多世代交流施設管

理費として１，９３６万２，０００円、基幹系システムの標準化に向けた経費におき

まして８，５０５万６，０００円が皆増となってございます。  

３款民生費につきましては４億３，４５２万３，０００円でございます。対前年度

比０．７％、金額では２９８万７，０００円の増となってございます。主な増額要因

といたしましては、制度改正に伴い児童手当が７１３万５，０００円の増額、認定こ

ども園運営助成金及び施設型給付費等で８８５万２，０００円の増額となってござい

ます。  

続きまして、４款衛生費につきましては１億８，４１４万４，０００円、対前年度

比５．３％の減でございます。金額で１，０２７万８，０００円の減額となってござ
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います。主な減額要因につきましては、町立診療所の設計業務が完了により皆減とな

り、一方で町立診療所、歯科診療所への運営支援金を当初から計上したことによる２，

１００万円が皆増となってございます。  

５款農林水産業費につきましては２億９，９７２万３，０００円の計上でございま

す。対前年度比１４％の減、金額で４，８７１万４，０００円の減でございます。主

な減額要因につきましては、農業水路長寿命化工事の完了により１，４３０万円の皆

減、水利施設管理施設揚水機場の整備工事の完了により１，０９７万２，０００円の

皆減、またにんにく産地化支援事業につきまして、機械導入に係る支援を終えたこと

で７３３万５，０００円の減額、新規就農者に対する新規就農者対策事業が昨年と同

様に地域おこし協力隊制度を活用し、農業体験インターン事業を展開する予算を計上

してございます。  

６款商工費につきましては８，４７０万７，０００円の計上でございます。対前年

度比５０．７％の減、金額で８，７１５万８，０００円の減額でございます。主な減

額要因といたしましては、浦臼市街の街路灯ＬＥＤ化工事の完了により６，０７２万

円の皆減、鶴沼公園内施設改修工事の完了により１，５１３万８，０００円が皆減と

なる一方で、継続事業として昨年度スタートさせた特産品のブランド化を進めるため

の支援業務や自然休養村センターの管理に係る予算を計上してございます。  

続きまして、７款土木費４億２０７万９，０００円の計上でございます。前年度比

１６．９％の減でございます。金額で８，１６３万２，０００円の減となってござい

ます。主な内容といたしましては、町道山２７号線道路改良舗装工事で３，８３０万

円、橋梁長寿命化補修工事３橋分として４，０３０万円、河川改修及び河川維持工事

で４，２８０万円、雪寒機械購入事業で除雪ドーザ１台分の更新に係る予算を計上し

てございます。また支浦臼内川護岸改修の完了によりトータルとして減額となるもの

でございます。  

次に、８款消防費でございます。１億７，４９４万２，０００円の計上です。率に

して１８％の増でございます。金額で２，６７２万６，０００円の増額となってござ

います。主な内容といたしましては、移動系のデジタル防災行政無線の導入及び奈井

江浦臼消防支署の消防広報車の更新に伴うものでございます。  

９款教育費につきましては１億１，１９３万５，０００円、率にいたしまして１．

５％の増でございます。金額で１６３万５，０００円の増額となってございます。主

な要因につきましては、小学校一、二年生に配付しましたタブレット購入が完了し皆

減となり、一方でスクールバス運行業務や学校給食車運搬業務等で増額となってござ

います。  

１０款の災害復旧費につきましては、小規模災害復旧費として昨年同額の１００万

円を計上してございます。  

１１款の公債費につきましては５億５，１８０万７，０００円、前年度対比１０．

２％の減でございます。金額で６，２３８万８，０００円の減額となってございます。

内訳といたしましては、通常の長期債償還元金として４億７，６３４万３，０００円、

昨年度比６，３６６万円の減、繰上償還元金として６，２３０万円を計上してござい
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ます。繰上償還につきましては、本年度の過疎ソフトに加えまして、本年度実施しま

した消火栓設置工事に活用した緊急防災対策事業債、また下徳富第２排水機場の保全

高度化に活用しました公共事業債等を一括償還するものでございます。  

１２款の予備費につきましては、昨年同様５００万円の計上でございます。  

以上、歳出全款合計で３４億５００万円でございます。  

 次に、３ページをお開き願います。  

 このページにおきましては、令和６年度の一般会計の歳入予算の性質別一覧となっ

てございます。こちらでは増減幅の大きな部分や特徴的な部分のみ説明させていただ

きます。  

 まず、表の１段目、人件費につきましては６億２，１８６万７，０００円の計上で

ございます。対前年度比７．１％の増でございます。金額で４，１２５万４，０００

円の増額でございます。これは期末勤勉手当の支給月数の増に伴うものが主な要因で

ございます。  

 少し下がりまして、表の６段目でございます。建設事業費でございます。こちらに

つきましては５億５，２８３万６，０００円の計上でございます。対前年度比５３．

７％の減、金額で６億４，０４７万１，０００円の減額となってございます。多世代

交流施設の建設工事や支浦臼内川護岸工事、浦臼市街のＬＥＤ化工事など大型事業が

完了したことによるものでございます。  

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。１枚戻っていただき、２ページを

お開き願います。  

 まず、１款町税でございます。１億７，１４３万９，０００円、前年度比で７．３

％の減、金額で１，３４４万２，０００円の減額となってございます。内訳といたし

ましては、個人住民税では令和５年度産米の作柄を考慮し課税所得の減少を見込み

１，０６３万７，０００円の減、法人住民税で１９万３，０００円の減、固定資産税

では課税対象となる家屋の減少を見込み４２７万５，０００円の減、軽自動車税では

１３万１，０００円の増、町たばこ税では販売本数の増を見込み１５５万９，０００

円の増としてございます。  

 ２款地方譲与税につきましては４，０８５万円の計上でございます。  

 ３款利子割交付金につきましては５万円の計上でございます。  

 ４款配当割交付金につきましては５０万円の計上でございます。  

 ５款株式等譲渡所得割交付金につきましては３０万円の計上でございます。  

 ６款法人事業税交付金につきましては２２０万円の計上でございます。  

 ７款地方消費税交付金につきましては５，０００万円の計上でございます。  

 ８款環境性能割交付金につきましては、自動車取得税交付金に代わるものとして２

５０万円の計上でございます。  

 ９款地方特例交付金につきましては２０万円の計上でございます。  

 １０款地方交付税につきましては１５億円の計上でございます。前年度同額で普通

交付税として１３億５，０００万円、特別交付税として１億５，０００万円を計上し

ているところでございます。  
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 １１款交通安全対策特別交付金につきましては１，０００円の計上でございます。 

 １２款分担金及び負担金につきましては３，８７９万円の計上でございます。前年

度比１７．１％の減、７９８万８，０００円の減額でございます。  

 １３款使用料及び手数料につきましては６，８６０万７，０００円の計上でござい

ます。  

 １４款国庫支出金につきましては２億９２４万円の計上でございます。１９．４％

の増、金額では３，３９７万９，０００円の増でございます。こちらにつきましては

児童手当の制度改正により４６４万７，０００円の増、町立診療所の運営補助金とし

て新たに７７２万４，０００円が皆増、公営住宅における家賃低廉化事業交付金とし

て１，３４３万円の増、橋梁長寿命化事業の事業量の増加により１，５４４万４，０

００円の増などが主な要因でございます。  

 １５款道支出金につきましては２億２，８５７万３，０００円の計上です。前年度

比１．７％の減、金額では３８５万円の減額となってございます。  

 １６款財産収入につきましては４１５万９，０００円の計上でございます。  

 １７款寄付金につきましては５，０００万１，０００円の計上で、ふるさと納税に

おける寄付金を５０％減額とし５，０００万円を見込むものでございます。  

 １８款繰越金につきましては１，０００円の計上でございます。  

 １９款諸収入につきましては２億５，４００万３，０００円の計上でございます。

２２．３％の減、金額で７，３０３万２，０００円の減額でございます。こちらにつ

きましては、浦臼ライスターミナル自動倉庫設備更新事業に係る負担金が終了し、皆

減となってございます。また鉄道施設撤去等の事業費減少に伴い受託事業収入の減が

主な要因となってございます。  

 ２０款町債につきましては２億４３０万円の計上でございます。７２．８％の減、

金額で５億４，５７０万円の減額計上でございます。こちらにつきましては、多世代

交流施設建設事業その他大型事業の完了により皆減となり、一方で町道山２７号線道

路改良舗装事業や橋梁等の長寿命化事業、雪寒機械購入事業、緊急浚渫推進事業の財

源として新たに見込むものでございます。  

 最後になりますが、２１款繰入金につきましては５億７，９２８万６，０００円の

計上でございます。対前年度比１４．９％の減、金額では１億１５６万３，０００円

の減額計上となってございます。内訳といたしましては、繰上償還の原資として減債

基金から６，２３０万円、ふるさと納税の返礼品等にふるさと応援基金から７，６１

５万円、街路灯維持基金から１２０万円、札沼線代替輸送事業等の基金から３，８５

０万円、財政調整基金から４億１１３万６，０００円を取り崩す見込みでございます。 

 以上が、歳入３４億５００万円に対する説明でございます。  

 続きまして、第２条の地方債についてご説明申し上げたいと思います。予算書に戻

っていただき、９ページをお開き願います。  

 第２表、地方債の一覧でございます。  

 それでは、まず起債の目的でございます。臨時財政対策債といたしまして限度額５

００万円、起債の方法につきましては証書借入れ、利率につきましては６．５％以内、
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ただし利率見直し方式で借入れる資金につきましては、利率見直しを行った後におい

ては、当該利率見直し後の利率とするものでございます。  

 償還方法につきましては、政府資金につきましては、その融資条件によるものでご

ざいますし、銀行その他の場合におきましては、債権者と協定するものによるもので

ございます。ただし、財政の都合により据置期間及び償還期間を短縮し、または繰上

償還もしくは低利に借換えすることができるものでございます。  

 以下、起債の方法、利率、償還の方法につきましては同様でございますので、説明

を省略させていただきたいと思います。  

 １段下がっていただきまして、下徳富第２排水機場整備負担金事業につきまして

は、水利施設等保全高度化事業の自家発電機整備等の負担金の財源として１００万円

を限度額とし、借入れを予定するものでございます。  

 次に、雪寒機械購入につきましては、除雪ドーザ１台の更新財源として３，２１０

万円を限度額とし、借入れを予定するものです。  

 次に、橋梁長寿命化事業につきましては、東橋ほか３橋の調査設計及び下の庄橋ほ

か２橋の補修工事の財源として３，１３０万円を限度額とし、借入れを予定するもの

でございます。  

 次に、山２６号線道路改良舗装事業につきましては、調査設計業務の財源として５

７０万円を限度額とし、借入れを予定するものでございます。  

 次に、山２７号線道路改良舗装事業につきましては、調査設計業務及び改良工事の

財源として３，７６０万円を限度額とし、借入れを予定してございます。  

 次に、緊急自然災害防止対策事業につきましては、トレシップタウシナイ川河床整

備工事の財源として２，６５０万円を限度額とし、借入れを予定するものです。  

 次に、緊急浚渫推進事業につきましては、越中川及び二本松川の堆積土砂の除去整

備に係る財源として１，４３０万円を限度額とし、借入れを予定するものでございま

す。  

 次に、消防指揮広報車整備事業につきましては、昨年故障し廃車してございました

広報車の更新財源として３６０万円を限度額とし、借入れをするものでございます。 

 次に、デジタル防災行政無線更新事業につきましては、移動系防災行政無線の更新

の財源とし４，７２０万円を限度額とし、借入れを予定するものでございます。  

 以上、説明いたしました１０件の限度額の合計で２億４３０万円となってございま

す。  

 続きまして、予算の詳細につきましては５８ページの歳出から款項目ごと各所管課

によりそれぞれ要旨についてご説明させていただきますので、ご審議の上、議決賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 次に、所管課長から説明を求めます。  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  
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 それでは、予算書の５８ページをお開き願います。  

 歳出よりご説明を申し上げます。議会費より順次ご説明を申し上げますが、節につ

きましては特徴的なものを中心にご説明をさせていただきますので、よろしくお願い

申し上げます。  

 それでは、１款議会費、１項１目議会費、本年度３，５５７万８，０００円の計上

でございます。前年度比１４５万円の減となってございます。主な減額要因は４節共

済費につきまして、定数１名の減、負担金の率の変更に伴いまして、前年度比１０６

万円の減、９節交際費につきましては前年度同額の２８万円を計上してございます。 

 次のページ、６０ページをお開き願います。  

 ２款総務費、１項１目一般管理費、本年度１億４，４９３万７，０００円の計上で

ございます。前年度比１，７９９万４，０００円の増となってございます。主な増額

要因につきましては、１節報酬では会計年度任用職員３１名分の報酬８，４０３万３，

０００円を計上してございます。前年度より６名多く前年度比１，８２５万７，００

０円の増となってございます。４節共済費におきましても、報酬の増額に伴いまして

負担分を増額するものでございます。８節旅費でございますが、自治大学校３か月研

修２名分を含め合計３５８万７，０００円を計上してございます。９節交際費につき

ましては、前年度同額の２００万円を計上してございます。１２節委託料につきまし

ては、公用車運行業務委託料のほか１７業務の委託料としまして１，９０９万５，０

００円を計上してございます。  

 次のページ、６２ページをお開き願います。  

 ２目財政管理費、本年度５，６０６万７，０００円の計上でございます。前年度比

５，１６５万７，０００円の減となってございます。主な減額要因は１８節負担金補

助及び交付金につきまして、前年度計上しておりました指定金融機関関係事務取扱経

費負担金につきまして、北門信用金庫浦臼支店から職員１名を派遣いただいておりま

したが、出納室派出所職員の派遣が令和６年３月末をもって廃止となり皆減するもの

でございます。２４節積立金につきましてはふるさと応援基金積立金でございます

が、前年度１億円を計上しておりましたが、今年度目標額を５，０００万円に設定し

たことに伴いまして減額、森林環境譲与税で８５万円、基金積立利子分として５３万

９，０００円を計上してございます。  

 ３目企画費、本年度２，５５３万円の計上でございます。前年度比１，２２８万１，

０００円の減となってございます。７節報償費につきまして、スマートフォン教室講

師謝礼につきましては１７万７，０００円の計上でございます。昨年実施しましたス

マートフォン教室を２回開催する予定でございます。１２節委託料につきましては、

前年度比７１９万６，０００円の減となってございます。主な減額要因は前年度実施

しましたファイヤーウォール更新業務委託料、ホームページデザイン更新業務委託料

の皆減によるものでございます。  

 次に、総合振興計画等策定支援業務委託料４３０万１，０００円の計上でございま

す。現計画でございます第４次浦臼町総合振興計画浦臼チャレンジプランが令和６年

度終了いたします。新しい計画を作成するに当たり、前年度実施しました基礎調査を
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もとに基本構想の策定、総合振興計画前期基本計画の策定、浦臼町人口ビジョンの改

定、総合戦略の策定、総合振興計画、総合戦略の二つの計画の概要版の作成など、計

画策定委員会で会議を開催して進めてまいります。  

 次のページ、６４ページをお開き願います。  

 １７節備品購入費につきましては８０万円の計上でございます。職員が業務等で使

用いたしますパソコン設定費を見込んで２台分を購入するものでございます。次に１

８節負担金補助及び交付金では、住宅リフォーム等補助金１０件分３００万円、地方

公共団体情報システム機構負担金で２０９万６，０００円、町民まちづくり活動応援

補助金６０万円を含んで７５８万９，０００円を計上してございます。前年度比約５

００万円の減となってございますが、要因につきましては新築、中古住宅を取得され

た際に助成いたします定住促進住宅取得応援助成金の条例が令和６年３月３１日ま

でになっているためでございます。この助成金につきましては定住対策に欠かせない

事業となってございますので、６月の第２回定例会で補正予算の計上をお願いしたい

と考えてございますので、よろしくお願い申し上げます。  

 次に、４目財産管理費、本年度１，００６万２，０００円の計上でございます。前

年比３９７万６，０００円の減となってございます。前年度計上しました１４節工事

請負費につきまして、職員住宅９号の解体工事が完了し皆減となってございます。  

 ５目公共施設管理費、本年度２，５４９万４，０００円の計上でございます。前年

比１，９５９万６，０００円の増となってございます。次のページをお開き願います。

主な増額要因につきましては、１２節委託料につきまして、令和６年５月２日に開設

いたします多世代交流施設の指定管理運営業務委託料１，９０５万３，０００円の計

上で、皆増でございます。内容につきましては、受付、施設内外管理における報酬、

施設内外の清掃、夜間休日に対応いたします警備業務委託、カラオケの借上料などの

経費を見込んでございます。なお指定管理業者は浦臼町社会福祉協議会となってござ

います。また鶴沼改善センターほか４施設の管理経費の計上も見込んでございます。 

 次に、６目交通安全対策費、本年度１６３万２，０００円の計上でございます。前

年比５８万円の増となってございます。主な増額要因は、１７節備品購入費におきま

して、交通安全指導員の任期改選に伴いまして、交通指導員の制服を購入するもので

ございます。予算計上におきましては４名分を計上するものでございます。１８節負

担金補助及び交付金では、交通関係３団体の補助金等を計上してございます。  

 次に、７目生活交通対策費、本年度２億２，８７３万４，０００円の計上でござい

ます。前年比４，０９３万６，０００円の減となってございます。１２節委託料につ

きましては、ＪＲ軌道等撤去工事資料作成業務委託料としまして、令和６年度実施予

定の軌道等撤去工事の設計計画、図面及び数量作成、施工計画、橋梁等につきまして

は河川協議に必要な資料等の作成をお願いするもので１，２７０万円を計上してござ

います。次に町営バス運行業務委託料として、町営バス滝川浦臼線の運行経費となっ

てございまして８６７万６，０００円の計上でございます。前年度比１９０万８，０

００円の増となってございます。増額の要因につきましては、令和６年４月１日から

美唄自動車学校が運転しております浦臼砂川線の１９時台及び２０時台を町営バス
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として運行することに伴いまして、前年比１９０万円の増となってございます。次に

１４節工事請負費につきましては、ＪＲ軌道等撤去工事１億５，７００万円の計上で

ございます。内容につきましてはレールやまくら木等の撤去工事は第８札幌稚内線踏

切町道金比羅線の滝川市方面の入り口から松本宅地先の約１．６キロメートル、あと

令和４年度に撤去工事を予定しておりました一部未施工区間でありますトレフトシ

ナイ川橋梁から波止場線踏切の約１．４キロメートルでございます。二つの工事費で

約６，０００万円の計上でございます。次に橋梁でございますが、５メートル以上の

橋梁につきましては、札的内川橋ほか３橋を予定してございまして約６，１００万円

を計上してございます。次に５メートル以下の橋梁については松見川橋ほか九つの橋

の撤去工事を予定してございまして約３，６００万円を計上してございます。なお撤

去工事費につきましては、ＪＲからの支援金を活用いたします。１８節負担金補助及

び交付金につきましては、タクシー等乗車負担金、タクシーチケットを配付するもの

でございまして、１人当たり１万２，０００円を助成するものでございます。また免

許返納者の方につきましては返納後３年間３万円を配付するものでございます。対象

者の内訳でございますが、７０歳以上が６３４名、障がい者手帳を保有された方につ

きましては４０名、免許返納者につきましては延べ人数で２７名分を見込んでおり、

８８９万８，０００円の計上でございます。次に乗合タクシー運行事業補助金につき

ましては、町内既存の鶴沼線、晩生内線、また晩生内地区の高校生２名分の乗車負担

金を見込んでの乗合タクシー運行経費といたしまして２５２万円を計上してござい

ます。次に生活交通対策事業負担金につきましては、月形町との共同運行を実施して

おりますＪＲ札沼線代替バス月形浦臼線につきましては８４６万１，０００円を計上

してございます。月形町との運行経費の協定を締結しておりまして、経費の３８％が

本町の負担となってございます。次に美唄自動車学校が運行しております浦臼砂川線

の１年間の運行補助金２，００２万６，０００円を計上してございます。次のページ

をお開き願います。一般営業タクシー運行事業助成金として７５０万円を計上してご

ざいます。前年度比７２万円の増でございます。増額の要因につきましては、運転手

に対する支払金額の上昇、ガソリン代金の価格値上がりによるものでございます。  

 ８目諸費、本年度３，０６９万円の計上でございます。前年度比３，５６１万６，

０００円の減となってございます。主な減額要因につきましては、７節報償費につき

ましては、ふるさと納税記念品１，４００万円の計上でございますが、前年度比３，

０００万円の減でございます。令和６年度は５，０００万円に寄付金額を設定し、返

礼品の調達割合を２８％の額で積算をしてございます。１１節役務費につきましても

５，０００万円の金額を目標にしての予算計上となってございます。口座振替手数料

ではポータルサイトを経由して寄付があった際のシステム利用料、クレジット決済料

等の４８３万５，０００円を計上してございます。１２節委託料におきましては、中

間管理業務委託料２７５万円を計上してございます。外部事業者にポータルサイトの

構築や管理運用をはじめとする業務を委託するもので、寄付金額５，０００万円の５．

５％相当を見込んでの皆増となってございます。１８節負担金補助及び交付金につき

ましては、ふるさと納税返礼品送料負担金２６４万円を計上してございます。令和５



 

－ 82 － 

年度までは返礼品の配送料は報償費に組み込んでおりましたが、中間事業者に返礼品

の発送管理を委託することに伴いまして、負担金として支出することにより皆増とな

ってございます。  

 ９目地方創生事業費、本年度５０万６，０００円の計上でございます。前年比４億

６，２６１万８，０００円の減となってございます。主な減額要因につきましては、

前年度計上しました多世代交流施設建設に必要な委託料、建設工事、備品購入費が完

成に伴いまして皆減となるためでございます。１８節負担金補助及び交付金、札幌市

立大学共同研究事業負担金につきましては２４万５，０００円を計上してございま

す。ワークショップの開催、また調査協力いただきました方へ、また議会への報告、

研究報告書の作成を見込んでございます。  

 以上でございます。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 １０目自治体情報システム標準化等事業費、本年度８，５０５万６，０００円の計

上です。こちらは皆増となっております。システムの標準化に関係する予算を計上し

ております。  

 以上です。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 ２項１目職員給与費、本年度４億７，５７０万円の計上でございます。前年度比３

７０万８，０００円の減となってございます。給与明細書によりご説明いたしますの

で、議案書の１２８ページをお開き願います。  

 １特別職、区分、長等の欄をご覧ください。本年度、町長、副町長及び教育長３名

分の給与費合計３，６７６万９，０００円、共済費を含め合計５，２６５万７，００

０円を計上してございます。議員８名その他特別職合わせまして８，６０９万４，０

００円の計上でございます。  

 次に、比較の欄をご覧ください。長等の前年比６４万円の増、特別職合計では１９

万３，０００円の増となってございます。  

 次に、２一般職、（１）総括をご覧ください。本年度一般会計における一般職５７

名分の給与費合計３億３，７０３万８，０００円、共済費を含め合計４億２，３０４

万２，０００円を計上してございます。前年度比４３４万８，０００円の減となって

ございます。  

 職員手当の内訳の欄から１３１ページにつきましてはお目通しをいただきたいと

存じます。  

 次に、１３２ページをお開き願います。１３２ページから１３６ページにつきまし

ては、債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額また

は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書になってございま

す。  

 ここに記載されておりますものは、全て議会で議決をいただいているものでありま

すので、お目通しをいただきたいと存じます。  

 議案書１３７ページをお開き願います。  
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 地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末現在高の見込

みに関する調書でございます。  

 令和５年度末で３８億１１４万５，０００円の見込みとなってございます。  

 以上でございます。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ７０ページにお戻りください。  

 ３項徴税費、１目税務総務費２３５万１，０００円の計上です。前年度比３万円の

増となっております。  

 ２目賦課徴収費７２５万７，０００円の計上です。前年度比２３０万６，０００円

の減となっております。１２節委託料におきまして、基幹系システム標準化対応業務

委託料等が皆減したことによるものでございます。  

 ４項１目戸籍住民基本台帳費１，９２７万８，０００円の計上です。前年度比５０

７万６，０００円の減でございます。１２節委託料におきまして、基幹系システム標

準化対応業務委託料を２款１項１０目自治体情報システム標準化等事業へ予算を組

替えたことが主な要因でございます。  

 以上です。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 ５項１目選挙管理委員会費、本年度４１万７，０００円の計上でございます。前年

度比２万７，０００円の減となってございます。選挙管理委員会運営における予算計

上となってございます。  

 ８２目浦臼町長選挙費、本年度３６８万９，０００円の計上でございます。執行経

費として皆増となってございまして、主なものについてご説明いたします。１８節負

担金補助及び交付金につきまして、選挙運動用自動車公費負担金として一般乗用旅客

自動車運送業者との契約を見込んで９６万８，０００円を計上してございます。次に

選挙運動用ポスター公費負担につきましては、ポスター掲示場１５カ所を見込んでご

ざいまして１７万５，０００円を計上してございます。次に選挙運動用ビラ公費負担

金につきましては作成可能な上限５，０００枚を見込んでございまして１２万円を計

上してございます。なお公費負担における予算計上につきましては、立候補者３名を

見込んでの予算計上となってございます。  

 ６項１目統計調査総務費、本年度６１万１，０００円の計上でございます。前年度

比５０万９，０００円の増となってございます。農林業センサス調査に係る執行経費

として予算を計上してございます。  

 次のページ、７４ページをお開き願います。  

 ７項１目監査委員費、本年度１５５万１，０００円の計上でございます。前年比３

３万３，０００円の増となっております。主な増額要因につきましては、道外研修に

係る執行経費を予算計上してございます。  

 以上でございます。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ７６ページをお開き願います。  
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 ３款民生費でございます。１項１目社会福祉総務費、本年度予算４，８７３万９，

０００円の計上で、前年度比１，１１９万７，０００円の減でございます。減額の主

な要因は、１８節負担金補助及び交付金において、町社会福祉協議会補助金の減額、

１９節扶助費において、除雪費助成金及び冬の生活支援助成金の減額によるものでご

ざいます。  

 以上です。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 ２目災害救助費、本年度５，０００円の計上でございます。科目設定によるもので

ございます。  

 以上でございます。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ３目重度心身障害者特別対策費２３９万３，０００円の計上です。前年度比１万２，

０００円の減となっております。  

 ４目ひとり親家庭等福祉費６０万３，０００円の計上です。前年度比２万７，００

０円の増額となっております。  

 以上です。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ５目障害者福祉費、本年度予算８，１２９万円の計上で、前年度比２４５万６，０

００円の増でございます。７９ページをご覧願います。１９節扶助費において、障害

福祉サービス給付費として５，９５３万４，０００円、障害児施設措置費として１，

０７８万円、障害者医療費として３２６万９，０００円を含む７，５１０万８，００

０円を計上してございます。増額の主な要因は利用者が増加したことによるものでご

ざいます。  

 以上です。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ６目国民年金事務費７，０００円の計上です。前年度同額でございます。  

 以上です。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ２項１目児童福祉総務費、本年度予算１，０４１万円の計上で、前年度比４４７万

４，０００円の減でございます。１２節委託料において、広域保育所利用者の見込み

人数の減少により前年度比３８６万６，０００円の減額計上となってございます。  

 以上です。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ２目児童措置費２，５７２万６，０００円の計上です。前年度比７１３万７，００

０円の増でございます。令和６年１０月から児童手当の支給対象が中学生までから高

校生の年代までに拡充されることが主な要因でございます。  

 ３目乳幼児・児童及び生徒医療措置費５２１万２，０００円の計上です。前年度比

１４６万１，０００円の増でございます。これは１９節扶助費におきまして、令和５

年度の実績を見込み算出した結果、増となったことが主な要因でございます。  
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 ４目未熟児養育医療給付費３６万１，０００円の計上です。前年度と同額でござい

ます。  

 以上です。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ５目児童福祉施設費、本年度８，３５０万３，０００円の計上で、前年度比８８６

万１，０００円の増でございます。１８節負担金補助及び交付金において７，２３５

万２，０００円の計上となっております。認定こども園運営助成金については、人件

費及び職員に係る福利厚生諸費の減額により前年度比３００万円の減額計上ですが、

施設型給付費等は公定価格の上昇により１，１８５万２，０００円の増額計上となっ

てございます。  

 ８０ページをお開き願います。  

 ６目子育て支援費は、本年度予算１，０３９万７，０００円の計上で、前年度比１

２５万７，０００円の増でございます。増額の主な原因は、１２節委託料において第

３期子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料の計上によるものでございます。こ

の計画は昨年度基礎調査いたしました結果をもとに今年度浦臼町子ども・子育て会議

において協議の上、期間を令和７年度から１１年度とし策定するものでございます。

１７節備品購入費は３点の知育玩具購入費として２万４，０００円を計上、１８節負

担金補助及び交付金では、ベビー用品レンタル補助金、出産・子育て応援給付金、お

むつ購入等補助金として５８６万６，０００円を計上してございます。  

 ３項１目老人福祉総務費は、本年度予算１億５３６万３，０００円の計上で、前年

度比９０万２，０００円の増でございます。１２節委託料において、生活支援事業等

９本の業務の１，５５１万１，０００円を計上してございます。８３ページをお開き

願います。１７節備品購入費において、保健センターロビー常設用の自動血圧計等と

して３５万３，０００円を計上してございます。１８節負担金補助及び交付金におい

ては、空知中部広域連合の一般会計、障害支援会計、介護保険会計の合計負担金とし

て、前年度比９６万１，０００円の増額計上である６，８９１万８，０００円、うら

うすデイサービスセンター運営助成金として４８０万円など合計７，９９０万１，０

００円を計上してございます。  

 以上です。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ２目後期高齢者医療費６，０５１万４，０００円の計上です。前年度比３４３万１，

０００円の減となっております。これは１８節負担金補助及び交付金におきまして、

療養給付費負担金が減ったことによるものでございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ここで、休憩といたしたいと思います。  

 それでは、再開時間を１１時２０分といたします。よろしくお願いします。  

 

休憩  午前１１時１３分  
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再開  午前１１時２０分  

 

○議  長（小松正年君）  

 それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。  

 衛生費からお願いいたします。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ８４ページをお開き願います。  

 ４款衛生費でございます。１項１目保健衛生総務費、本年度予算２万２，０００円

の計上で、前年度比２万４，０００円の減でございます。１節にて計上しておりまし

た浦臼町健康づくり推進協議会の委員６名分の報酬の皆減によるものでございます。 

 ２目予防費、本年度予算１，７２２万円の計上で、前年度比４０６万９，０００円

の減でございます。７節報償費において、認知症健診謝礼の皆減により２５万１，０

００円の計上となってございます。１２節委託料においては、健康管理システム改修

業務を新規に加えた９本の委託、合計１，５７５万９，０００円の計上をしてござい

ますが、新型コロナウイルスワクチン接種委託料については、ワクチン料金が明確に

なっていないことから計上しておりません。  

 以上です。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ３目墓地火葬場費５１８万３，０００円の計上です。前年度比９１万３，０００円

の増でございます。１８節負担金補助及び交付金におきまして、砂川地区保健衛生組

合分担金が増えたことによるものでございます。  

 以上です。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ４目保健センター等管理費は、保健センター及び活性化センターの管理費で、本年

度予算５１０万９，０００円の計上で、前年度比２２１万７，０００円の減でござい

ます。減額の主な要因は１２節委託料において活性化センター定期清掃業務委託料の

皆減、１４節工事請負費において保健センター高圧受電設備改修工事が完了したこと

による皆減でございます。  

 以上です。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ５目環境衛生費３，３２６万１，０００円の計上です。前年度比３８万８，０００

円の減でございます。１８節負担金補助及び交付金におきまして、砂川地区保健衛生

組合分担金が減ったことによるものでございます。  

 以上です。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 ６目母子衛生費、本年度３０４万１，０００円の計上で、前年度比７万１，０００

円の増でございます。１２節委託料において、砂川市立病院で実施しております産後

ケア事業の１回当たりの利用料が増額になったことが増額要因でございます。  

 以上です。  
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○住民課長（中田帯刀君）  

 ８８ページをお開きください。  

 ２款清掃費、１目塵芥処理費１，９１０万８，０００円の計上です。前年度比２４

０万４，０００円の増でございます。１２節委託料におきまして、ごみ収集運搬業務

委託料の増によるものでございます。労務単価の上昇による人件費の増と車両修繕費

の増が主な要因でございます。  

 ２目し尿処理費６８６万３，０００円の計上です。前年度比３０万５，０００円の

増でございます。  

 ３目最終処分場管理費１，０９７万８，０００円の計上です。前年度比８８万円の

減でございます。１４節工事請負費におきまして、外構フェンス改修工事が皆減して

いることが主な要因でございます。  

 ３項１目診療所費２，８２８万５，０００円の計上です。前年度比６０１万２，０

００円の減でございます。９０ページをご覧ください。１８節負担金補助及び交付金

におきまして、両診療所に対する運営支援金が皆増となっておりますが、１２節委託

料におきまして、町立診療所建替基本実施設計業務委託料が１７節備品購入費におい

て心電計購入費が皆減していることにより減額となっております。また診療所建替え

に係る建設費等につきましては、町長選挙後の６月定例会において補正予算の計上を

予定しております。  

 以上です。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 ４項上水道費、１目上水道施設費５，５０７万４，０００円、前年度と比較して３

８万１，０００円の減額でございます。主に西空知水道事業に係る負担金の計上をし

ております。  

 以上で、４款衛生費の説明を終わります。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 ９２ページをお開きください。  

 ５款農林水産業費、１項１目農業委員会費、本年度７１９万８，０００円の計上で、

前年比８５万４，０００円の増額でございます。主な内容につきまして、１２節委託

料において令和６年度中策定予定の目標地図作成支援業務委託料を計上したことに

よるものでございます。  

 ２目農業総務費、本年度６，５３１万２，０００円の計上で、前年比３万９，００

０円の減額でございます。主な内容としまして、１８節負担金補助及び交付金におい

て、中山間地域等直接支払交付金でございます。  

 ３目畜産業費、本年度５７万円の計上で、前年比２万５，０００円の増額でござい

ます。主な内容としまして、１８節負担金補助及び交付金において、畜産振興資金利

子補給費補助金、家畜診療事業負担金でございます。  

 以上でございます。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 ４目土地改良費７８万３，０００円、前年度と比較して１，３６１万３，０００円



 

－ 88 － 

の減額でございます。昨年度に計上いたしました１８節負担金補助及び交付金の農業

水路等長寿命化防災減災事業負担金が事業の完了に伴い皆減となったことが減額の

主な要因でございます。  

 以上です。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 ５目農業振興費、本年度２，５８５万４，０００円の計上で、前年比２，１６１万

２，０００円の減額でございます。主な内容につきましては次のページをお開きくだ

さい。１８節負担金補助及び交付金について、事業期間の満了に伴い農業活性化支援

事業補助金が皆減し、また、にんにく産地化支援事業補助金の機械導入助成支援が完

了したことによる減額でございます。１４節工事請負費では、農産物処理加工施設ば

っ気ブロア等交換工事を計上しております。  

 以上でございます。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 ６目農村センター管理運営費、本年度１，５２０万１，０００円の計上で、前年比

９万５，０００円の減額でございます。農村センターの管理運営に要する経費を計上

しております。  

 以上でございます。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ７目地力増進施設管理費４８万円の計上です。前年度比４万１，０００円の減でご

ざいます。  

 以上です。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 ９６ページをお開きください。  

 ８目水利施設管理費８，３６８万円、前年度と比較しまして１，３６２万７，００

０円の減額でございます。予算増減の主な要因でございますが、１０節需用費、電気

料におきまして、昨年度は電気料金の不透明さから大幅な上昇を見込みましたが、本

年度におきましては昨年度から８００万円減の５，７００万円と見込みました。その

ほか昨年度１４節工事請負費で予算措置しておりました揚水機場整備工事が皆減と

なってございます。また１８節負担金補助及び交付金でございますが、昨年度まで次

目、国営造成施設管理費で予算措置していたうちの一部であります総富地頭首工に係

る事業費が基幹水利施設管理事業の採択を受けたことから、本年度から事業費の一部

を本節で予算することとなり、総富地地区負担金４０７万１，０００円が皆増となっ

ております。  

 次に、９目国営造成施設管理費５６１万６，０００円、前年度と比較して２２８万

６，０００円の減額でございます。先ほども説明いたしましたが、総富地頭首工の部

分が水利施設管理事業の採択を受けましたことから減額となるものでございます。  

 次に、１０目多面的機能支払交付金事業費８，４９７万６，０００円、前年度と比

較して３万３，０００円の増額でございます。  

 以上です。  
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〇産業課長（馬狩範一君）  

 １１目ジビエ処理加工センター管理運営費、本年度９１７万３，０００円の計上で、

前年比１６６万５，０００円の増額でございます。主な内容につきましては、１０節

需用費において食肉加工施設及び減量化施設の修繕料を、また１２節委託料において

減量化施設の管理業務委託料及び産業廃棄物処理業務委託料に詰め込み作業を新た

に計上したものでございます。  

 ２項林業費、１目林業振興費、本年度３万６，０００円の計上で、前年比４，００

０円の減額でございます。主な内容につきましては、１８節負担金補助及び交付金に

おいて各種団体の負担金でございます。  

 次のページをお開きください。  

 ２目町有林管理費、本年度８４万４，０００円の計上で、前年比２万６，０００円

の増額でございます。  

 以上で、５款農林水産業費を終わります。  

 次のページをお開きください。  

 ６款商工費、１項１目商工振興費、本年度２，１０６万９，０００円の計上で、前

年比７，０６２万円の減額でございます。主な内容につきましては、１４節工事請負

費において街路灯ＬＥＤ化改修工事の完了と１８節負担金補助及び交付金において、

プレミアム付商品券発行事業が事業終了により皆減したものでございます。  

 ２目観光費、本年度６，３４４万１，０００円の計上で、前年比１，６５３万８，

０００円の減額でございます。１４節工事請負費において、鶴沼公園内施設改修工事

がほぼ完了し減額となりましたが、今年度におきましては鶴沼公園管理棟のエアコン

設置工事を計上しております。ほかの主な内容につきましては、１２節委託料におい

て継続事業になりますが、本町の農産物や加工品の魅力や価値を向上させブランド化

する特産品等ブランディング支援業務委託。次のページをお開きください。また、１

８節負担金補助及び交付金において、町の観光事業の活性化を図るために地域おこし

協力隊４名分の活動費を計上したものでございます。  

 ３目労働費、本年度１９万７，０００円の計上で、前年と同額の計上でございます。 

 以上で、６款商工費を終わります。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 １０４ページをお開きください。  

 ７款土木費、１項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費６１万８，０００円、前年度と

比較しまして２万３，０００円の増額計上でございます。  

 ２目道路維持費１億１４６万８，０００円、前年度と比較して１，６１８万８，０

００円の増額計上でございます。本目における令和６年度の主要な事業としまして、

令和５年度から順次実施予定の山２５、２６、２７号線の３本の道路改良舗装工事に

つきまして、山２５号線は令和５年度に既に完了しており、本年度につきましては１

２節委託料におきまして、山２６、２７号線道路改良調査設計業務委託、１４節工事

請負費におきまして、山２７号線道路改良舗装工事を計上しております。また関連事

業費としまして排水路の整備に伴う事業費等で１２節委託料では排水路の分筆登記
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の委託料、１６節公有財産購入費は排水路の用地購入費、２１節補償補填及び賠償金

では畦畔等の補償費を計上しております。  

 ３目橋梁維持費６，４６０万円、前年度と比較して２，８２０万円の増額計上でご

ざいます。本目における令和６年度の主要事業としましては、１４節工事請負費にお

きまして、第１樺戸橋、第３黄臼沢橋、下の庄橋、３橋の補修改修工事を計上しまし

た。１１節委託料におきましては、次年度施工予定の東橋、３号橋、第２黄臼沢橋、

３橋の補修調査設計業務委託料を計上しております。  

 ４目除雪対策費１億２，４２７万２，０００円、前年度と比較しまして３，１８７

万６，０００円の減額計上でございます。令和５年度につきましては歩道用ロータリ

ーと除雪ローダ２台の更新費用を計上しておりましたが、令和５年度は除雪ローダの

更新を見送り歩道用ロータリーのみの更新としました。令和６年度につきましては、

令和５年度で見送った除雪ローダ１台の更新費用を計上したことが減額の主な要因

でございます。  

 次のページ、１０６ページをお開きください。  

 ２項河川費、１目河川総務費８万３，０００円、前年度と比較して９，０００円の

増額計上でございます。  

 ２目河川維持費４，３７０万円、前年度と比較して６，８７６万円の減額計上でご

ざいます。減額の主な要因としましては、支浦臼内川護岸改修工事が完了したことが

主な要因でございます。また本目における令和６年度の主要な事業としましては、ト

レシップタウシナイ川河床整備工事、越中川河床整備工事、二本松川河床整備工事等

を計上しております。  

 ７款３項住宅費、１目住宅管理費１，３３３万８，０００円、前年度と比較して１

０９万７，０００円の増額計上でございます。増額の主な要因としましては、１０節

需用費におきまして、管理住宅の修繕料を増加計上したことが増額の主な要因でござ

います。  

 ２目公営住宅整備費１７０万円、前年度と比較して８１１万３，０００円の減額計

上でございます。減額の主な要因としましては、１４節工事請負費、中央団地外構舗

装改修工事におきまして、本年度は骨格予算であることから、当初での予算計上を見

送ったことが減額の主な要因でございます。  

 また、令和５年度の繰越事業として実施いたします中央団地の大規模改修工事に伴

い熱源の一部をガスから灯油に変更することに伴いまして、お風呂のガス釜、風呂お

けのリース事業を行っている業者に対するリース機器の残存補償として新たに１７

０万円を予算計上しました。  

 ４項下水道費、１目下水道整備費５，２３０万円、前年度と比較して１，８４０万

円の減額計上でございます。詳細につきましては、下水道事業会計での説明とさせて

いただきますが、増額の主な要因としましては、下水道事業会計におきましてマンホ

ールポンプ所ポンプメカシール交換工事が完了し、皆減となったことが操出金減額の

主な要因でございます。  

 以上で、７款土木費の説明を終わります。  



 

－ 91 － 

〇総務課長（明日見将幸君）  

 １０８ページをお開き願います。  

 ８款消防費、１項１目消防費、本年度１億１，６０６万９，０００円の計上でござ

います。前年度比３７５万３，０００円の減となってございます。１８節負担金補助

及び交付金におきましては、奈井江浦臼消防支署の運営に要する経費となってござい

ます。また前年度実施いたしました消防水利施設４か所が完成することに伴いまして

皆減となってございます。  

 ２目水防費、本年度２１４万８，０００円の計上でございます。前年比７万７，０

００円の増となってございます。令和５年度同様、災害等初動対応委託、中州樋門排

水ホース設置撤去業務委託によるものでございます。  

 ３目災害対策費、本年度５，０２９万８，０００円の計上でございます。前年比３，

１４３万４，０００円の増となってございます。１０節需用費におきましては、消耗

品といたしまして災害備蓄品として１４０万１，０００円を計上してございます。食

料品、生活必需品、資機材等を購入する予定でございます。財源につきましては地域

づくり総合交付金を活用する予定でございます。１２節委託料につきましては、移動

系デジタル防災行政無線更新業務委託料４，６００万円の計上でございます。国の法

律改正によりアナログ回線からデジタル回線に変更により機器等の更新を行うもの

でございます。更新内容につきましては、基地局として役場総務課、簡易基地局とし

て役場建設課、教育委員会、除雪センター、車載型といたしまして除雪車１２台、ス

クールバス２台、町用車１台、携帯型６台となってございます。なお財源につきまし

ては緊急防災減災事業債を活用する予定でございます。  

 ４目排水機場管理費、本年度６４２万７，０００円の計上でございます。前年度比

１０３万２，０００円の減となってございます。１０節需用費、修繕料といたしまし

て、排水機場で使用しておりますポンプの給水弁、水位弁の交換が必要となったため

計上するものでございます。  

 説明は以上でございます。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 １１０ページをお開きください。  

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、本年度１９８万円の計上で、前

年比５４万５，０００円の減額でございます。教育委員の報酬など教育委員会に要す

る経費を計上しており、主な減額の要因につきましては委員等の研修に係る旅費の減

額によるものでございます。また９節交際費につきましては昨年度同額の１０万円を

計上しております。  

 ２目事務局費、本年度２，６６８万４，０００円の計上で、前年比１２１万２，０

００円の減額でございます。義務教育に係る経費のほか政策的な事業に係る予算を計

上しており、１２節委託料におきまして、外国語指導助手業務委託料、１８節負担金

補助及び交付金におきまして、各種団体への負担金のほか各種検定料助成及び高等学

校通学等支援を引き続き計上しております。  

 １１２ページをお開きください。  
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 ２項小学校費、１目学校管理教育振興費、本年度１，７４４万６，０００円の計上

で、前年比８４万３，０００円の増額でございます。小学校の管理運営に要する経費

を計上しており、１０節需用費の消耗品費におきまして、教科書改訂により教科書を

購入するための経費を計上したことが増額の主な要因でございます。  

 ２目スクールバス運営費、本年度１，３０４万７，０００円の計上で、前年比２２

１万２，０００円の増額でございます。スクールバスの運行及び維持管理に要する経

費を計上しており、増額の主な要因につきましては１１４ページをお開きください。

１２節、運転・管理業務委託料の増額によるものでございます。  

 ３項中学校費、１目学校管理教育振興費、本年度１，７７８万１，０００円の計上

で、前年比７３万４，０００円の増額でございます。中学校の管理運営に要する経費

を計上しております。  

 １１６ページをお開きください。  

 ４項社会教育費、１目社会教育総務費、本年度３８２万６，０００円の計上で、前

年比４５万１，０００円の減額でございます。社会教育に係る各種事業に要する経費

を計上しております。  

 ２目郷土史料館費、本年度１０４万３，０００円の計上で、前年比１５２万２，０

００円の減額でございます。郷土史料館の管理運営に要する費用を計上しておりまし

て、減額の主な要因につきましては１１８ページをご覧ください。８節旅費及び１２

節委託料におきまして、坂本龍馬簡易複製制作業務委託料の皆減などによるものでご

ざいます。  

 ３目みどり学園費、本年度９７万６，０００円の計上で、前年比２７万９，０００

円の減額でございます。みどり学園の運営に要する費用を計上しておりまして、減額

の主な要因につきましては、開園５０周年の記念事業が完了したためでございます。 

 ５項保健体育費、１目保健体育総務費、本年度２０２万８，０００円の計上で、前

年比７２万７，０００円の減額でございます。減額の主な要因につきましては、１８

節負担金補助及び交付金におきまして、町スポーツ協会補助金を減額計上したためで

ございます。  

 １２０ページをお開きください。  

 ２目保健体育施設費、本年度８２７万８，０００円の計上で、前年比５万９，００

０円の減額でございます。  

 ３目学校給食費、本年度１，８８４万６，０００円の計上で、前年比２５２万３，

０００円の増額でございます。増額の主な要因につきましては、１２節、学校給食運

搬業務委託料及び１８節、学校給食負担金の増額でございます。  

 以上が、９款教育費の説明でございます。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 次のページ、１２２ページをお開きください。  

 １０款災害復旧費、１項１目現年発生小規模災害復旧費、前年度と同額の１００万

円を計上いたしました。  

 以上で、１０款災害復旧費の説明を終わります。  
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〇総務課長（明日見将幸君）  

 １１款公債費、１項１目元金、本年度５億３，８６４万３，０００円の計上でござ

います。前年度比６，４０６万円の減となってございます。約定償還分につきまして

は８本の償還終了に伴います減と、償還終了となっております主な事業ですが、中学

校建替工事、町道１２号線道路改良事業、国営造成施設整備事業によるものでござい

ます。繰上償還につきましては、令和５年度借入れの縁故債３本の繰上償還金を計上

してございます。  

 ２目利子、本年度１，３１６万４，０００円の計上でございます。前年度比１６７

万２，０００円の増でございます。約定償還分利子といたしまして、前年度比１６４

万５，０００円増の１，２４１万７，０００円を計上するほか繰上償還分利子及び前

年度と同額の一時借入金利子５０万円の計上でございます。  

 次のページ、１２６ページをお開き願います。  

 １２款予備費、１項１目予備費、本年度５００万円の計上でございます。前年度同

額の計上となっております。  

一般会計予算案、歳出合計３４億５００万円となってございます。  

以上が、歳出についての説明でございます。  

以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、昼食休憩としまして、休憩を取りたいと思います。  

 再開時間を午後１時３０分といたします。  

 

休憩  午前１１時５０分  

再開  午後  １時３０分  

 

○議  長（小松正年君）  

 それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。  

 それでは、歳入からお願いしたいと思います。  

 安田主幹。  

〇総務課主幹（安田良弘君）  

 それでは、歳入についてご説明いたします。１０ページをお開きください。  

 １款町税、１項１目町民税個人分４，９９７万４，０００円の計上でございます。

前年度比１，０６３万７，０００円の減でございます。直近５か年の賦課実績の平均

値及び見込み徴収率に基づき計上するものでございます。  

 ２目町民税法人分７４１万８，０００円の計上でございます。  

 ２項１目固定資産税９，６５０万円の計上でございます。前年度比４２７万５，０

００円の減でございます。家屋や償却資産の税額減免等を見込み計上するものでござ

います。  

 ３項１目軽自動車税６０６万５，０００円、４項１目町たばこ税１，００４万２，

０００円、５項１目入湯税１４４万円をそれぞれ計上してございます。  
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 １２ページをお開きください。  

 ２款地方譲与税、１項１目自動車重量譲与税３，０００万円、２項１目地方揮発油

譲与税１，０００万円、３項１目森林環境譲与税８５万円をそれぞれ計上してござい

ます。  

 １４ページ、３款利子割交付金以降、２０ページ、６款法人事業税交付金までの各

交付金につきましては、普通交付税算定数値に基づく計上となってございますので、

お目通しいただきたいと存じます。  

 ページ飛びまして、２２ページをお開きください。  

 ７款地方消費税交付金、１項１目地方消費税交付金５，０００万円の計上でござい

ます。令和５年度普通交付税算定数値に基づく従来分に社会保障財源分を加算した見

込み額を計上するものでございます。  

 ２４ページをお開きください。  

 ８款環境性能割交付金、１項１目環境性能割交付金２５０万円の計上となってござ

います。  

 ２６ページをお開きください。  

 ９款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金２０万円の計上でございます。個人

住民税減収分として計上するものでございます。  

 ２８ページをお開きください。  

 １０款地方交付税、１項１目地方交付税１５億円、前年度と同額の計上となってご

ざいます。普通交付税でございますが、令和６年度地方財政計画における地方交付税

につきましては、出口ベースで１．７％の微増とされているところから、前年度同額

であります１３億５，０００万円の計上としたところでございます。特別交付税につ

きましては、過去５年間での平均交付実績を考慮して見込みました前年度同額であり

ます１億５，０００万円の計上となってございます。  

 ３０ページをお開きください。  

 １１款交通安全対策特別交付金、１項１目交通安全対策特別交付金、こちらは科目

設定でございます。  

 ３２ページをお開きください。  

 １２款分担金及び負担金、１項３目農林水産業費負担金３，０４７万３，０００円

の計上でございます。前年度比７５４万３，０００円の減でございます。主な減額要

因といたしましては、基幹水利施設管理事業受益者負担金につきまして、浦臼第１揚

水機場の整備補修工事の皆減及び電気料金の燃料費調整単価の下振れによる支出見

込み額の減に伴うものでございます。  

 ３４ページをお開きください。  

 １３款使用料及び手数料、１項４目土木使用料５，１８１万１，０００円の計上で

ございます。前年度比１４２万８，０００円の増でございます。公営住宅使用料及び

特定公共賃貸住宅使用料におきまして、令和５年度最終調定見込み額に基づきそれぞ

れ予算計上するものでございます。  

 ３８ページをお開きください。  
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 １４款国庫支出金、１項１目民生費国庫負担金８，６９９万１，０００円の計上で

ございます。前年度比１，０７０万円の増でございます。主なものといたしましては、

障害者自立支援給付費負担金、障害者扶助費に係る国庫負担金、認定こども園に対す

る施設型給付費に係る国庫負担分の計上でございます。増額の主な要因といたしまし

ては、児童手当交付金におきまして所得制限の撤廃や支給対象年齢の引き上げ等が本

年１０月に実施されることによるものでございます。  

 ２項２目衛生費国庫補助金９３７万２，０００円の計上でございます。前年度比６

９２万１，０００円の増でございます。増額の主な要因といたしましては、町立診療

所運営助成金に係る国庫補助分の計上でございます。  

 ４目土木費国庫補助金１億３９２万９，０００円の計上でございます。前年度比１，

６５５万９，０００円の増でございます。主な増額要因につきましては、社会資本整

備総合交付金事業における家賃低廉化事業の増に伴うものでございます。  

 ５目教育費国庫補助金１，０００円の計上で、児童生徒援助費補助金の科目設定で

ございます。前年度比１４万６，０００円の減でございます。主な減額要因につきま

しては、地域スポーツクラブ活動体制整備事業補助金の皆減に伴うものでございま

す。  

 ４０ページをお開きください。  

 １５款道支出金、１項１目民生費道負担金５，３６７万２，０００円の計上でござ

います。前年度比４０６万４，０００円の増でございます。主なものといたしまして

は、障害者自立支援給付費負担金、障害者扶助費に係る道負担分、認定こども園に対

する施設型給付費に係る道負担分の計上でございます。  

 ２項４目農林水産業費道補助金１億６，３５１万９，０００円の計上でございます。

前年度比７４１万円の減でございます。減額の主な要因といたしまして、揚水機場整

備工事に伴う水利施設等保全高度化事業補助金の皆減に伴うものでございます。  

 ４２ページをお開きください。  

 ３項１目総務費委託金２９１万９，０００円の計上でございます。前年度比２４万

３，０００円の減でございます。減額の主な要因といたしまして、昨年度に執行の北

海道知事選挙に係る委託金の皆減に伴うものでございますが、５年ごとに実施の農林

業センサスに伴い統計調査委託金を昨年度より５１万１，０００円の増にて計上して

ございます。  

 ４４ページをお開きください。  

 １６款財産収入、１項１目財産貸付収入３３８万６，０００円の計上でございます。

前年度比８７万９，０００円の増でございます。町有建物貸付料が主な増額計上の要

因でございますが、こちらは鶴沼改善センターの年間部分貸付けに伴うものでござい

ます。  

 ２目利子及び配当金７７万１，０００円の計上でございます。前年度比１６万３，

０００円の増額でございます。各種基金の預金利率の上昇を見込んだことが主な増額

計上の要因でございます。  

 ４６ページをお開きください。  
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 １７款寄付金、１項１目一般寄付金につきましては科目設定でございます。  

 ２目ふるさと応援寄付金５，０００万円の計上でございます。前年度比５，０００

万円の減でございます。近年のふるさと納税寄付実績に基づき減額計上するものでご

ざいます。  

 ４８ページをお開きください。  

 １８款繰越金、１項１目繰越金につきましては、前年度繰越金の科目設定でござい

ます。  

 ５０ページをお開きください。  

 １９款諸収入、３項２目雑入１，０６５万５，０００円の計上でございます。前年

度比１，１１２万１，０００円の減でございます。説明欄に記載の各項目につきまし

て、おおむね前年度並みの計上となってございますが、減額の主な要因といたしまし

ては、ＪＡピンネ乾燥施設使用負担金の皆減によるものでございます。  

 ３目宝くじ交付金１７７万１，０００円の計上でございます。前年度比１３２万９，

０００円の減でございます。減額の要因といたしましては、サマージャンボ宝くじが

今年度より交付制度対象外となる見込みでありますことから減額計上するものでご

ざいます。  

 ４項受託事業収入、５２ページをお開きください。１目後期高齢者医療広域連合受

託事業収入１，１８９万３，０００円の計上でございます。前年度比１，０７４万１，

０００円の増でございます。増額の要因といたしましては、今年度より受託する高齢

者の保健事業と介護予防の一体的実施事業委託料の計上でございます。  

 ２目鉄道施設撤去受託事業収入１億７，０００万円の計上でございます。令和６年

度に実施いたします札沼線鉄道施設撤去工事等に係るＪＲ北海道からの受託事業収

入でございます。  

 ５４ページをお開きください。  

 ２０款町債、１項１目臨時財政対策債５００万円の計上でございます。前年度比４

００万円の減でございます。地方財政計画における対前年度減少率を考慮し、発行可

能額を見込むものでございます。  

 ２目総務債、皆減でございます。昨年度におきまして、町営バス浦臼滝川線車両更

新事業及び多世代交流施設建設事業に係る起債を発行したことによるものでござい

ます。  

 ３目衛生債、皆減でございます。昨年度におきまして、町立診療所医療機器購入及

び建替事業に係る起債を発行したことによるものでございます。  

 ４目農林水産業債１００万円の計上でございます。前年度比１，４３０万円の減で

ございます。昨年度におきまして、農業水路等長寿命化防災減災事業に係る起債を発

行したことによるものでございます。なお下徳富第２排水機場整備負担金事業につき

ましては、水利施設等保全高度化事業に係る負担金に充当するため、公共事業等債に

よる起債を予定するものでございます。  

 ５目土木債１億４，７５０万円の計上でございます。前年度比７，０７０万円の減

でございます。１節道路橋梁事業債で計上しております雪寒機械購入事業、橋梁長寿
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命化事業、山２６号線及び山２７号線道路改良舗装事業の４事業につきましては、過

疎対策事業債による起債を予定してございます。２節河川事業債に計上しております

緊急自然災害防止対策事業につきましては、緊急自然災害防止対策事業債による起債

を予定してございます。緊急浚渫推進事業につきましては、緊急浚渫推進事業債によ

る起債を予定してございます。  

 ６目消防債５，０８０万円の計上でございます。前年度比３，０３０万円の増でご

ざいます。１節消防債につきましては、奈井江浦臼支署の指揮広報車の更新事業に係

る当町負担分でございます。２節防災対策事業債につきましては、移動系防災行政無

線の更新事業でございます。両事業につきましては緊急防災減災事業債による起債を

予定してございます。  

 ５６ページをお開きください。  

 ２１款繰入金、１項１目基本財産繰入金５億７，９２８万６，０００円の計上でご

ざいます。前年度比１億１５６万３，０００円の減でございます。１節財政調整基金

繰入金につきましては、財源調整に伴い４億１１３万６，０００円を繰り入れるもの

でございます。２節街路灯維持基金繰入金につきましては１２０万円を街路灯維持管

理事業に充当するため、基金より繰り入れるものでございます。３節減債基金繰入金

につきましては、起債の繰上償還元金に充当するため６，２３０万円を繰り入れるも

のでございます。４節ふるさと浦臼応援基金繰入金につきましては、ふるさと納税を

いただいた皆様からご指定のあった目的、使途に沿った事業に充当するため７，６１

５万円を繰り入れるものでございます。内訳といたしましては、教育、子育て支援関

連事業に２，２１０万円、農業振興、商工観光活性化関連事業に８００万円、地域福

祉、医療充実関連事業に３２０万円、スポーツ、文化振興関連事業に５万円、多世代

交流施設関連事業に１，８００万円、ふるさと納税事業に２，４８０万円をそれぞれ

充当し活用させていただくものでございます。５節札沼線代替輸送事業等基金繰入金

３，８５０万円の計上でございます。ＪＲ札沼線廃止に伴う代替交通として運行する

公共交通の運行経費に充当するため、ＪＲ北海道からの支援金により創設した基金よ

り繰り入れるものでございます。  

 一般会計予算案、歳入合計、歳出と同額の３４億５００万円となってございます。 

 以上が、令和６年度一般会計予算に係る歳入についてのご説明でございます。よろ

しくお願いいたします。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。議事の進行上、歳出から始めます。  

５８ページ、１款議会費から、７５ページ、２款７項１目監査委員費まで質疑を受

けます。質疑ありませんか。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 それでは、６３ページですね。財政管理費の中で、負担金補助及び交付金の中で会

議負担金ということで、北門信用金庫に支出していた部分が減額されましたよという

話だったのですが、本年度から出納の窓口業務をどのような体制で行うのかお聞きし
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たいと思いますが、よろしいでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 髙田議員のご質問にお答えさせていただきます。  

 令和６年４月１日からですけれども、出納の体制につきましては、会計年度任用職

員１名と再任用職員、あと職員１名を予定しているところでございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 それにおいて、窓口業務については時間は何時まで、５時までとか３時までとかあ

るのですが、その時間についてはどうなのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 髙田議員のご質問にお答えいたします。  

 時間につきましては、今までどおり変更はございません。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 ６５ページ、負担金の内容の中に、まちづくり活動応援補助金というのが、これは

以前からあったと思うのですけれども、今も内容的には同様の中でやっているのかお

聞きしたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 柴田議員のご質問にお答えいたします。  

 議員ご指摘のとおり変わらず進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 自分も以前この体制については、ぜひ、いいことだからということで、町長の方に

お願いしながらこういうできた経過があるのですけれども、例えば一般町民がまちづ

くりに関与したいということで町から補助金をもらってやりたいということで、自分

も今でもこれはいいことだなと思うのですけれど、町民それぞれが知らない。  
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広報の中で確かにこういう補助金があるのですよという知らしめは町民に対して

はやっているのですけれど、一人一人が知っているかといったら、それほど認知され

ていないような気がするのですね。  

やはり、こういうことって、こういう小さい町の中で町おこしのために必要だなと

思っているので、こんなことでも補助を出しますからやりませんか、という広報的な

ことをもうちょっとやってもいいのかなと思うのですけれど、どうですか。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 柴田議員のご質問にお答えいたします。  

 ご指摘のとおりちょっとＰＲ不足だということもあるかもしれませんので、広報と

か防災無線、またＳＮＳもありますので、いろんな情報を随時流すことが必要だと思

いますので、その辺、大事にしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 総務関連なので、ちょっとお聞きしたいと思うのですけれど、ひばり団地を改修し

ていた中で、４戸だけ総務管轄になった住宅ありますよね。財政的なものになって。 

 今回、知り合いの中でもちょっと急きょお世話になるのだよというところも聞いた

りもしたのですけれど、そこの管理上は建設ではなくて総務になるのかなと思うので

すけれど、そこら辺の家賃的なもの、あるいは利用的なもの、そういうものは決まっ

ているのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 安田主幹。  

〇総務課主幹（安田良弘君）  

 今の柴田議員のご質問にお答えをさせていただきます。  

 詳細については、ちょっと押さえていない部分があって、足りない部分があろうか

と思うのですけれども、今職員住宅として一応転用の方はしているのですけれども、

町民の方もお入りいただくことは可能でして、今１軒の方、お住まいいただいている

のですが、家賃の方は、そちら、ちょっと職員とは違いまして４万８，０００円で月

額お入りいただいております。  

 以上になります。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 以前、町長の説明の中に、新規就農で来た場合に町が提供する住宅でここを使いた

いのだという説明を聞いたこともあるのですけれども、あと以前お試しハウス的なも
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のも総務課の中で管理していたと思うのですけれど、そこら辺は今お試しハウスはど

うなっているのかということを一つ聞きたいのと、新規就農でもし浦臼町に来たとき

にもその住宅を利用する計画でいるのかをお聞きしたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 柴田議員のご質問にお答えをさせていただきます。  

 お試しハウスにつきましては、もう建設から５０年以上たちまして、今現在使用し

ていないことになってございますので、ご理解をお願いしたいと思います。  

 新規就農の関係でも、もしこの住宅を使用したいということであれば、使用するこ

とは可能かと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 川畑町長。  

○町  長（川畑智昭君）  

 補足をさせていただきます。  

 新規就農というのを最初はめどにして、改修ということでお話をした経過がござい

ますけれど、今はもう少し幅広く対応していこうということで考えております。  

 ただ、４戸ありますけれど、２戸程度は新規就農のためということで、意識の上で

すけれど考えておりまして、それ以外につきましては別途需要があれば貸出しを行っ

ていこうと考えています。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 ６７ページなのですが、生活交通対策なのですが、前回の定例会の補正予算のとき

でも若干お話ししたことがあるのですが、タクシーチケットの関係なのですが、今回

もこのような予算をとっておられるのですが、７０歳以上の方々に配るチケットが１

万２，０００円の部分であるのでしょうけれど、なかなかタクシー会社を含めていろ

んな部分で時間の制限があったり、いろんなことで使い勝手が以前のタクシーチケッ

トを配るときと今と若干そういった使い勝手がちょっと変わったような気もします。 

 逆に言えば、使い勝手が悪いと。夕方の６時で終わると。それ以降は予約なり申し

込んでも、６時以降を過ぎて美唄の会社にお願いしても、夜になると逆に台数が減っ

て、なかなか浦臼町まで来てくれないというのが、私も経験あるのですけれども、か

なりそういう状況が続いて、なかなかタクシーが使えないといいますか、そういった

ことが頻繁に起きているという部分があるのですが。恐らく総務課の方も過去いろい

ろデータをとっていると思いますが、そういった部分を含めながら検証した結果、こ

ういう部分なのか、それともとりあえずまだこういう状況で、それとも今後まだ考え

たいのか、その辺ちょっとお聞きしたいと思うのですけれど。  



 

－ 101 － 

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 静川議員のご質問にお答えいたします。  

 議員ご指摘のとおり、なかなか予約がとれなくて使えないというお話は聞いてござ

います。  

 利用の状況についてなのですけれども、コロナ前につきましては交付する方が多く

いまして、発行する方も多かったのですけれども、コロナになってから、やっぱり外

に出歩くことがだんだん少なくなってございまして、申請する方はいるので、実際に

使う方がなかなか減っている形であるかと思います。  

 ２年ほど前から、１年間チケットを使うのではなくて、１２月までと３月までと分

けて、なるべく皆様がタクシーを利用するように総務課としてもやったところでござ

います。  

 ただ、やっぱり年度末を迎えますと、なかなか厳しくて使えないという状況もある

のですけれども、なるべく私たちも使えるように啓発とかしていきたいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 できれば、使い勝手のいいように方向性を考えていただければと思いますけれど。 

 もう一点質問あるのですが、７１ページ、賦課徴収費のところなのですが、今回定

額減税に対応する業務委託料というのが新たにできたのかなと思っていますが、それ

ぞれの委託料があるのですが、今回のこの定額減税についての委託料というのはどう

いう形の委託となるのか。  

 これ、恐らく私の記憶では、ことしの６月から支給される給与所得者に対しての本

人３万円だったかな、給与から源泉徴収税から減税していきなさいというやり方では

ないかと思うのですが、本人３万円、あと扶養がいれば１人３万円みたいな部分を源

泉徴収するときにそれぞれやっていきなさいという部分なのだろうと私は理解して

いるのですが、今回この辺、科目を設けてやるということはどういう形の業務委託に

なるのですか。  

○議  長（小松正年君）  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 議員ご指摘のとおり、国の方で進めている定額減税に係る部分についての税の賦課

するときの計算の方法等、中身が変わりますので、そこの税のシステムの改修に係る

委託料となってございます。  

 以上です。  
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○議  長（小松正年君）  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 通常の給与支払い体系の中での業務ということにはならないということなのでし

ょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 先ほども議員の方からお話あった源泉云々という部分は、国の所得税に係る部分に

なりますので、そちらの方ではなく町の方が賦課する住民税に係る税の計算に係るシ

ステムの変更に係る費用となっております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、次に７６ページ、３款民生費から、９１ページ、４款４項１目上水道施

設費まで質疑を受けます。質疑ありませんか。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 ８１ページなのですが、子育て支援の関係ですが、この中の出産・子育て応援給付

金並びにおむつ購入等補助金とあるのですが、およそ何人というか、どういう想定の

人数の把握か、もしわかれば。  

○議  長（小松正年君）  

 齊藤課長。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 静川議員の質問にお答えいたします。  

 ただいま、出産・子育て応援給付金につきましては９人分を想定しております。お

むつ購入等補助金につきましては２９人分を想定しております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 ７９ページ、２点聞きます。  

 ここで、児童措置費の扶助費の中で、児童手当が高校生まで拡大されたので今回増

額の予算を立てていらっしゃるということなのですけれども、拡大によって今何名を

想定した中での手当なのかをお聞きしたいと思うのが１点。  
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 それから、８４ページ予防費の中で、認知症の健診を皆減したという説明があった

と思うのですけれど、この認知症の健診については今後の予定はないのかどうかにつ

いて、２点。  

○議  長（小松正年君）  

 齊藤課長。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 認知症健診の方から先に回答させていただきたいと思います。  

 認知症健診につきましては、今まで東京の大塚邦明教授にお世話になりながら、保

健センターの職員に教育いただきながら実施してまいったわけですが、大塚教授につ

きましてはご高齢になりまして、なかなか来道するのが困難という状況とコロナ禍と

いうことがございまして、この数年続けて実施は軽微なものという形で実施してまい

りました。  

 その中で、教授の周りの環境というか、仕事の環境というものも変わったというこ

とがございまして、スタッフも集めるのが難しいという先生側からのお話もございま

した。  

 それで、今後につきましては、大塚教授に頼る形ではなく、道内の今現在うちの方

に来ていただいているコーディネーターをしていただいている精神科のお医者様に

訪問に入っていただくですとか、既にもう開始しているのですけれども、健診という

形ではなく訪問ですとか、相談という形で認知症初期集中チームを稼働させながら、

それでスピーディーに対応していくと、もう稼働している状況です。  

 その中で、認知症が疑われるものに関しましては、先生の方から依頼状を発行して

いただくなどして、近隣の砂川市等の物忘れ外来に受診していただいて、治療を開始

するかどうかの画像診断をしていただくという流れでやっていこうという仕組みに

組み替えているところでございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 児童手当の質問についてお答えいたします。  

 高校生につきましては６９名分で予算を見ております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 認知症について、大変いいことだなと思うのですけれど、予算立ては要らないとい

うことなのですか。  

○議  長（小松正年君）  

 城宝主幹。  

〇福祉課主幹（城宝睦己君）  
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 ただいまのご質問にお答えいたします。  

 福祉課長からご説明させていただきましたとおり、認知症サポート医の方にお願い

しているというところなのですが、該当者につきましては地区担当保健師、それから

包括支援センターの担当職員が地元でケースを拾ってくるという状況になっており

まして、医師等が訪問した場合の報酬につきましては、８１ページの老人福祉総務費

の報酬のうち認知症初期集中支援チームサポート医報酬の方に若干増額した上で 計

上しているところでございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 毎回ちょっと気になっていることがあるので、質問したいと思うのですけれども、

８３ページの老人福祉総務費の中の、いつもこれ、私、気になっているのですけれど、

男性運動教室事業委託とあるのですが、男性に限っているのですが、何で男性なのか

というのをお聞きしたいと、常にちょっと不思議に思っていまして。  

 男性がすごく運動悪いというか何かあるのかなと思いながら、女性ではない、男性

だというのがちょっと、その辺お聞きしたいのが一つと、それからもう一点が、８９

ページの塵芥処理費の中での印刷製本費というのが１１９万８，０００円あるのです

が、これは塵芥処理費の中での印刷製本というのはちょっと何なのかなというか、分

別か何かの冊子をつくるのかと思ってみたり、この印刷製本というのは何なのかちょ

っと教えていただければ。  

○議  長（小松正年君）  

 齊藤課長。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 まず、男性の運動教室の方から回答させていただきます。  

 この事業に関しましては、今までの経緯がございまして、当初スポーツ教室をした

ときに女性しか来なかったのですね。  

 それで、女性しか来ない理由は何だろうということを考えたときに、では男性だけ

のものを作ったらいいのではないか、先生も男性にして、女性は入らない形でやった

らどうだろうかとやりました。  

 それは健康づくり財団かどこかから、やってみないかというお声がけもいただいた

中で行ったところかなり好評だったのですね。  

 それで、うちの町で行ってかなり参加者も多くて継続的にやれているということも

健康づくり財団の方からも高く評価されまして、よその町に広がっていったというこ

とは聞いております。  

 なので、現状としては受付は女性がしておりますが、中に入っているのは男性だけ

という状態がずっと続いているという形でございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  
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 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 静川議員の印刷製本費に係る質問について回答いたします。  

 こちらの印刷製本費につきましては、ごみ袋に印刷する、そしてごみ袋を納品して

いただく予算措置となってございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、次に９２ページ、５款農林水産業費から、１０９ページ、８款消防費ま

で質疑を受けます。質疑ありませんか。  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 １０３ページで、協力隊員の予算が４名分とって、今１名いるから３名分まだ余っ

ているわけですけれど、どのような分野で３名の協力隊員を使っていこうとしている

のかお聞かせいただきたいと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 質問にお答えいたします。  

 今現在ですが、商工観光の方で募集しておりますので、観光に限って募集している

状況です。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 ３名とも観光の方で使っていこうとしているわけでしょうかね。  

 それとあと１点、この協力隊員をまた移住定住策なども考えているのでしょうか。 

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 野崎議員のご質問にお答えいたします。  

 今、移住定住の関係でお話あったと思うのですけれども、会計年度任用職員の中で

企画の方でも１名予算とってございまして、移住定住やらあと地域発信などそういう

ものにもちょっと協力隊員１名募集をしたいと思ってございますので、よろしくお願

いしたいと思います。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  
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 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 商工観光の方の残りの３名についても、やはり観光の方でという形で募集をかけて

おります。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 今の質問にちょっと関連したことになろうかと思うのですけれど、農政は農政なの

だけれども、商工観光で今地域おこし協力隊を募集している。  

新規就農でも夫婦に限定した形の中で募集して、それは研修に来た場合は地域おこ

し協力隊として扱うという予算をしていると思うのですけれど、そうなってから予算

立てをするので、今募集の予算は立てないでということになるのか。それは立てるの。

予算立ては最初からはしない。どうなのか。  

○議  長（小松正年君）  

 山﨑主幹。  

〇産業課主幹（山﨑  哲君）  

 柴田議員のご質問にお答えいたします。  

 ただいまのご質問、新規就農者の地域おこし協力隊としての予算立てがされていな

いということですよね。  

 それにつきましては、令和６年度は農業体験をしまして、その方が本当に研修生と

なるときには臨時会なりで補正予算で予算をとりたいと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 よくわからないのだけれど、農業に取り組んでみたいのですよと、例えばうちの町

を頼って来たとしますよね。  

 それで、研修を何か月か、それは本人の希望で、役場として、あなたは３か月研修

しなさいよというシステムができているのかどうかというのも聞きたいことですし、

それで来た段階で住宅から生活費からいろいろ発生してくるということになると思

うのですけれど、要ることになってから地域おこし協力隊としての補助金の手当てを

していきますよということも、またどうもよくわからないのだけれど。  

 来た段階で、もう既に町の計画としては地域おこし協力隊と町としても補助金をあ

る程度予定しなければいけないということをお聞きしているのですけれど、そこら辺

はどういう予算立てになっているのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 山﨑主幹。  

〇産業課主幹（山﨑  哲君）  

 ただいまのご質問にお答えいたします。  
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 ただいま予算計上しておりますのは、地域おこし協力隊のインターン、農業体験を

する予算でありまして、その中で２週間以上、３か月未満で任命いたしまして、その

中で研修を行っていただきます。  

 それで、本人が農業者になりたいとなったときに補正予算で予算付けをするという

形になります。  

 インターンと地域おこし協力隊としては農業研修生としての予算は別になりまし

て、ただいま予算取りしているのは農業体験の予算で、研修生としてなる場合は補正

予算なりで対応したいと思います。補正で対応する形になります。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 新規就農は、部署的にも、いろいろこの間も札幌市に行ったりして募集したと思う

ので、大変だなというのはわかるのですけれども、今聞いているのは、本町に新規就

農で研修に来たい場合は夫婦に限定していますよね。  

 それは個人的にもいろいろお話ししたこともあるのですけれど、やはりそれを撤廃

して、例えば単身でも新規就農に興味のある人にももっと広げるような政策を今回は

打っていくような考えはないですか。  

○議  長（小松正年君）  

 山﨑主幹。  

〇産業課主幹（山﨑  哲君）  

 ただいまのご質問にお答えいたします。  

 以前より、単身での研修生の受入れという案もあるのですけれども、まずは夫婦で

のモデルを作りましてスタートしていくべきだと思っております。  

 １名で新規就農を起こしますと、どうしても作業的なものとか周期的なもので厳し

い部分があるのではないかなと思っています。なので、夫婦での就農をまずメインに

行っていきたいなと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 今回、一般予算の審議なので、あまり内容的には触れない方がいいのかなとも思う

のですけれども、自分の意見としては、夫婦に限定していったときに、非常に門戸が

狭くなってしまうというということなのですよ。  

 何組も新規就農を受け入れてきた熟成された町であれば、夫婦でも対応は上手にい

くと思うのです。  

 ですけれど、いきなり最初から夫婦で新規就農ですよという門戸をつけてしまう

と、非常に入り口が狭いのだと思うのですよね。  

 だから、もう既に何十年もやってきた町を見ていったときでも、やはりそこに１人

でも、僕はやりたいのだという人を何とか位置付けていくという町の体制が最初だと
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思っているものですから、それももうちょっと考えてもいいかなと、今後に向けてね。 

 ただ、今の体制で、では夫婦で地域おこし協力隊ですよ、町も補助金出しますよと

いったら、およそ年間４００万円ぐらいを予定していると思うのです。  

 そうしたら、例えば農業の研修に来ていますよという気持ちの中で４００万円の手

当が夫婦で来た場合８００万円ということになるのですよ。果たしてそれがいいもの

なのかどうかということなのです。  

 勉強したいという気持ちと、それだけの年間８００万円といったら結構な額だと思

うのです。夫婦にした場合。  

 それで、農業をやりたいということで来ていたとしても、農業には農閑期というの

があります。やはり暇な時期、では暇な時期も補助金の中で何をするのですかという

時間帯もできてきますので、そこを有効に町の中でどうやって生活していきますかと

いうこともある程度示していかないと駄目な世界が来るものですから、夫婦２人と限

定してしまうと、そういう世界が来るのではないかなと思うのです。  

 だから、今後に向けてはいろいろ検討してもらいたいなという意見です。  

○議  長（小松正年君）  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 若干、今せっかくなので関連で、恐らく聞いているかと思うのですが、連絡あった

かどうか、今回多分農業の関係の新規就農で問い合わせがあったと思います。  

 確か、その方は独り者だと思います。ただしその方はここに来たいと、浦臼町で農

業をやりたいので来たいのだというときに、一人なのだけれど、彼女と一緒に来たい。

将来結婚するという方向性の彼女と一緒にここへ来てやりたいという話を、確か私は

聞いたのですが。でも町との話し合いの中では、恐らく一人という部分でしか聞いて

いないかもしれないのですが。そういう方も実はいたけれど、一応結婚していないと

いう、一人なので断られたという話なのですね。  

 なので、いろいろな相手としゃべるときというか、相手を確認するときに、結局夫

婦で、もしくはそういった部分で独身であっても、農業という部分での気持ちといい

ますか、そういった部分の取り組みなども、その辺どう判断しているのかなという。 

 ちょっと、若干、将来的にも考えた方がいいかなという気はするのですが、町長ど

うですか。  

○議  長（小松正年君）  

 事実関係、ちょっと教えていただけますか。  

〇産業課主幹（山﨑  哲君）  

 ただいま、静川議員のお話にありました１名の方の研修というのが、自分が聞いて

いるのは、男性２名というのは話には聞いてはいたのですけれど、一応遠いものです

から、こちらに来ることもできないというのと農業体験ができないというところで、

令和５年度についてはちょっと無理ではないかなというところでお話はしたのです

けれども、新年度につきましては来る機会があれば１回農業体験をしてみてはどうで

すかという投げかけはしております。そこで完全に駄目だよという断り方はしていな
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いと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 はい、補足でお願いします。  

○町  長（川畑智昭君）  

 いろいろなパターンがあるというのがよくわかりました。  

 ただ、先ほどの柴田議員のお話の中で、２人合わせて４００万円、４００万円とい

うのは国の交付税の大半が１人４００万円ということになりますので、８００万円か

ら９００万円ぐらいの報酬だけではない部分も含んでの金額が来ることになります

けれど、当初話した中では、ご夫婦で来ていただくことによって、１人分の経費で生

活をしていただいて、もう１人の分は貯蓄に回していただいて、２年後、３年後の新

規就農に備えてもらうというストーリーも描いた中でのご夫婦だったということで

進めていた経過もございます。  

 ただ、希望される方はご夫婦とは限らないわけで、特に最近では女性お一人で新規

就農というのも増えていると聞いております。  

 ただ、そういうのは法人就農というのが多い方とも聞いておりますけれど、とりあ

えずは今ご夫婦ということで進めておりますけれど、行く行くはあらゆるパターンに

対応するようにしていきたいと考えます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかございませんか。  

 砂場議員。  

○１番（砂場  明君）  

 １０１ページの商工振興費の中で、エゾシカ肉購入費補助金２００万円とありま

す。この事業ももう割と定着した、長目にやっている事業だと思うのですが、とても

いいことでみんなが安価でエゾシカを食べられるというのは素晴らしい ことだと思

いますが、この事業自体は今後もずっと続けていく予定があるのかが一つと、あと２

００万円投入したところで費用対効果がわかれば一番いいのですけれど、なかなかそ

れは出ないと思うのですけれど、あくまでうわさレベルですが、結構町外の人がおい

しいとリピーターになって浦臼町のエゾシカ肉を買っていくというケースがあると

いうことを聞いております。  

 これは想定内のことなのでしょうか、２点、お願いします。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 質問にお答えいたします。  

 エゾシカ肉購入費補助事業なのですけれども、今年度については協議の中でもせっ

かくこの事業が根付いているということで、シカ肉の購入も増えているということ

で、１度、どうするかという議論があったのですけれども、しばらく本当に定着する
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まで続けようかという形で、今年度については実施するという方向で決めてまいりま

した。  

 私も町外から買っているといううわさは聞くのですが、町外の人がどれぐらいのも

のを買っているかというのはちょっと把握してございません。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 ９２ページの農業委員会関係なのですけれども、たしか２年ぐらい前だったと思う

のですけれど、予算のときに、農業委員が実際に今度は町からの委嘱ということでそ

ういう扱いになったと思うのですが、農業委員が活動されているときに普段着という

か作業着で町内を歩いているのを見るわけなのですが、外から見ても農業委員として

の活動としては、残念ながら全く見られないと。  

農家関係が多いのですけれど、農家関係の何かで集まっているのかなという、外か

ら見るとそういう見られ方もするのです。  

そのときに、ぜひこれは、今回農業委員も町の委嘱ということになったので、しっ

かりとした作業着等の提供もした方がいいのではないかということ を質問したとき

に、当時の課長は前向きに進めていきたいという答弁をいただいたのですが、その後、

まだ一向に進歩が見られていないのですけれど、どのように今後捉えていくのか。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 質問にお答えいたします。  

 農業委員の見え方というのが、ちょっと私は理解していなかったのですが、確かに

腕章してくださいとかそういうお話はしたことはございますけれども、実際に作業服

がいいのか何がいいのかというのかということはちょっと私も考えておりませんの

で、農業委員さんにも聞いて、これからどうしていくかということを決めていきたい

と思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 やはり、そういうちょっとした形でもいいから、外から農業委員として活動してい

ると見られること、そしてまた自分もそれを意識して着けてやるということになれ

ば、やはりやっぱり前向きなというか、普段一生懸命やられているのですけれども、

さらに向上心もあるような活動を期待できるのかなという思いもありますので、ぜひ

そういう形で何かやっていただければと思います。  

 それと、委員会の関係で自動車借上料が出ているのですけれど、この借上料の中身

について教えていただきたい。  
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○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 シーズンに１回、町外に研修をするという形で、ここ数年深川市の方に出向いて研

修をしているのですが、そのときの車の借上料ということで計上しています。  

 農業委員会の活動、現地確認とか、そういうのにも個人の車を借上げしております

ので、そこの現地の活動費とそれから研修への活動費と車の借上げということになっ

ております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 農地パトロールとかそういうときにもやっぱり皆さんの車で移動していると見て

いるのです。であれば、よくありますよね、車の横のドアにマグネットで、例えば農

地パトロールとか農業委員会とかいうマグネットを付けていただいて動くと、やはり

それなりに活動もしっかり認められるものでないかなと考えるので、その辺ちょっと

考えていただければと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 そこら辺につきましても、ちょっと農業委員さんとご相談させてもらって対応した

いと思います。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかございませんか。  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 商工振興の関係でお伺いしたいと思います。  

 コロナの関係でいろいろ消費拡大ということでプレミアム商品券等々今までやっ

てきた経過がありますけれど、ことしはありませんか。どうですか。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 質問にお答えいたします。  

 今年度においては、骨格予算ということで６月補正になろうかと思いますが、一応

協議はしております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  
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○７番（柴田典男君）  

 １０１ページなのですけれど、観光費の中で鶴沼公園内の施設改修工事が予算計上

されているのですけれど、この内容について教えてください。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 今年度に限りましては、管理棟のエアコン工事でございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 １０７ページですね。住宅費の中の住宅管理費の中で需用費というところで修繕費

が５００万円計上されているのですが、どこの建物でどのような修繕ということで５

００万円の計上なのか、どうでしょう。  

○議  長（小松正年君）  

 上嶋課長。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 どこというところではなくて、入退去に係る修繕料を見ておりますので、ざっくり

なのですけれども、１軒５０万円程度の１０軒分みたいなイメージは持っております

けれども、やっぱり入居の期間によって住宅の傷み具合も違いますので、これは臨機

応変に対応しております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 樺戸連山の登山道の刈り払い業務が入っているのですけれど、最近クマが出ている

のだけれど、どこら辺まで掃除しているのでしょうかね。１０１ページかな。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 質問にお答えいたします。  

 クマネシリまではちょっと行っていないのですが、その間、浦臼山を越したクマネ

シリの間ぐらいまでの距離という形となっております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  
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［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、これから休憩をとりたいと思います。  

 再開時間を１４時５０分といたします。  

 

休憩  午後  ２時４０分  

再開  午後  ２時５０分  

 

○議  長（小松正年君）  

 それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。  

 次に、１１０ページ、９款教育費から、１２７ページ、１２款予備費まで質疑を受

けます。質疑ありませんか。  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 学校給食費の中の委託料、学校給食運搬業務委託料と学校給食費の負担金が値上が

りしたという先ほど説明があったのですが、その内容についてお知らせいただけます

でしょうか。  

○議   長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 まず、学校給食運搬業務委託料につきましては、３年の長期契約の１年目というこ

とになりまして、今回予算は設計額で載せておりますので、金額が上がっているとい

うことになっております。今後入札いたしまして、金額はちょっと変わってくるかな

と思っております。  

 学校給食負担金につきましては、食材のアップと給食センターの職員の人件費が上

がっておりますので、その分負担金が上がっているということになっています。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにありませんか。  

 砂場議員。  

○１番（砂場  明君）  

 １１１ページの事務局費負担金補助及び交付金、先週の補正でもちょっと触れたの

ですが、高校の学校通学の支援助成金の４５８万４，０００円ありますけれど、現在

の浦臼町の高校生は今度新年度で人数の出入りがあると思うのですが、何人を対象に

した予算になるのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  
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 ただいまの質問にお答えいたします。  

 新１年生を含めまして３８名を予定しております。  

 その他、過年度分、申請のし忘れ等の方を２人ほど見ておりまして、年間４０名分

の予算を見ております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにありませんか。  

 中川議員。  

○５番（中川清美君）  

 予算ということではないかもしれませんけれど、ちょっと一言あるのですけれど、

スクールバスのことなのですが、先日、町の奥さんたちと議会との懇談会があった中

でもあったわけなのですが、スクールバスにおいて、子供が排気ガスがくさくて酔っ

てしまうという話が出たのです。  

 予算ではないのですが、そういう話が出たので、やはり黙って聞き逃すわけにもい

かないなという感じもするので、この件に関しては点検か実情を当たってもらえれば

と思いますけれど。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 まず、その内容を確認しまして、皆さんご承知のとおりスクールバスも大分古くな

っておりまして、エアコン、暖房等を強く入れますと、排気ガスというよりは古い車

のにおいといいますか、そういうのがばーっと換気扇というか、それによって回るよ

うで、車が古いというのが一番の内容かなとは思っております。  

 今後更新も見据えていかなければならないのですが、その懇談会の中でもありまし

たが、バスの大きさについても今後検討していきながら、更新に向けて検討していき

たいと思っております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 昨年、確か高校入学生に対するタブレット補助があったような気がするのですけれ

ども、今年度の様子はいかがなのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 新年度につきましては骨格予算ということでございますので、政策的なところは６

月の補正でまた検討させていただきたいと思っております。  
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 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 骨格予算はわかるのだけれど、新入学生は４月から入るわけだから、それまでに間

に合う、間に合わないはないのかな。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 購入していただいて、伝票とかを持ってきていただいてからの申請になりますの

で、６月補正でも十分間に合うかと思っております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 砂場議員。  

○１番（砂場  明君）  

 １１２ページのスクールバス運営費なのですが、これちょっと僕が知らないだけだ

と思うので説明してほしいのですが、小学校費の中にスクールバス運営費があって、

中学校も利用しているけれど、中学校にはないというのは、別にこれは問題ないこと

なのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 中学生も乗っておりますが、予算的にはスクールバス運営事業費の中で全て見てお

りますので問題ないかなと思っております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、次に歳出全款にわたって質疑を受けます。質疑ありませんか。  

 砂場議員。  

○１番（砂場  明君）  

 ８５ページの予防費のところで、ちょっと一つお尋ねしたいなと思うのですが、委

託料でがん検診、その他健診等々いろいろございます。コロナに関してはないという

説明は先ほどありました。  

 先週の補正でも戻しがあり、今回も予算は削られるというか、少なくはなっている

のですが、これは対象者が少なくなったと見ていいのでしょうか、それとも対象者は
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いるのですが、受診する人が少なくなったと見るのがいいのでしょうか。どうでしょ

う。  

○議  長（小松正年君）  

 齊藤課長。  

〇福祉課長（齊藤淑恵君）  

 砂場議員の質問にお答えいたします。  

 予防接種につきましては、ことしが診療報酬改定の年になりまして、単価が上がる

という予定になっていて、各医療機関さん、見積もり上は高い値段で来ているのです

けれども、現在のところ、予防接種の対象者の接種見込み率というのを、今新しいワ

クチンも出てきていますので、それを少し下げた状態であげて１００万円ぐらい落ち

た予算計上になっていると思われます。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 これは社会教育なのか、文化財保存の方に関係してくるのか。鶴沼小学校のところ

の史料館といいますか、まだあの状況で止まったままになっているのですが、あそこ

の状況が一度すごく問題視されて、その後ぱたっと止まってしまったのですが、どう

する、ああするというのが出てこないのですが、その辺もしわかれば。  

○議  長（小松正年君）  

 馬狩課長。  

〇産業課長（馬狩範一君）  

 質問にお答えいたします。  

 町の方としても、中にある展示物について、処分をして解体するという方向で進め

てはいるのですが、今年度、ちょっと正式な解体の見積りを取って、どの時点かで方

向性を示して解体に向けて進んでいきたいと思っております。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 生活交通関係でちょっと１点お伺いしたいのですが、ここには骨格予算には今回上

がっていないのですが、かばとーる号の今後についてどのような車両を求めるのか、

レンタルでもして使うのか、その辺補正について何かありますでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 髙田議員のご質問にお答えいたします。  

 今札沼線の代替バスにつきましては、まだ新しいバスが使えてはございません。今

保険の方と調整をしてございまして、なるべく早い時期に確定したら議員さんの方に
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はお知らせしたいと思いますので、お願いしたいと思います。まだ美唄自動車学校さ

んの車を借りて運転してございますので、お願いしたいと思います。  

 以上です。   

○議  長（小松正年君）  

 髙田議員。  

〇３番（髙田英利君）  

 それは新しい車両を使うという前提でいいのですか。それとも美自校さんからレン

タルのまま使うのか、その辺はどうなのでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 車両につきましては、新しい車両でなく中古の車を使うことになるかと思いますの

で、よろしくお願いいたします。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 石原副町長。  

〇副町長（石原正伸君）  

 補足説明をさせていただきます。  

 廃車になったハイエースですけれども、いろいろとディーラーの問題もあって製造

停止といいますか、最近ようやく先が見えたようにはなってきていますけれども、い

ずれにしても発注から１年以上時間がかかるという状況になっておりまして、今のか

ばとーるの美自校さんとの協議の中では、契約の内容で代車費用については１日３万

円支払いますということで当初から契約を締結してございますので、１日１日３万円

支払うということで、一月９０万円、それが１年になればそういう金額になってきま

すので、新車を求める状況でいつまでもリース料を支払うというのは得策ではないと

いう判断をしてございまして、中古車でも代車として取得をして専用の放送設備です

とか、そういったものを改造した中でできるだけ早く動かしたいということで今ビジ

コーさんと調整をしている段階でございますので、恐らく新車ということではなく中

古を取得していち早く対応したいという考えで対応してございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 野崎議員。  

○４番（野崎敬恭君）  

 ふるさと活性化センターでございますけれど、今利用率がかなり減っています。  

 それと、やっぱり高齢化、それから足の問題で葬儀のたびに砂川市方面に向かって

行くより、活性化センターを土足で入れるような改装などをして利用率を上げること

はいかがでしょうか。  

○議  長（小松正年君）  

 予算の中身に触れる部分でないので、どうでしょうかね。個別にまたお願いします。 
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 ほかにございませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、次に歳入に入ります。１０ページをお開きください。  

 １款町税から、３７ページ、１３款使用料及び手数料まで質疑を受けます。質疑あ

りませんか。  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 国庫支出金の欄でお聞きしたいなと思います。  

 本町の町立診療所に対して、へき地医療施設運営等補助金ということが支出の中で

交付されるわけですけれども、この内容については例えば立っている敷地面積ですと

か、人口ですとか、どのような条件の中でこのへき地医療の金額が交付されるのかお

聞きしたいなと思います。  

○議  長（小松正年君）  

 國田主幹。  

○住民課主幹（國田幹夫君）  

 それでは、柴田議員のご質問にお答えさせていただきます。  

 今回新たにへき地医療施設運営費等補助金につきましては、当初から予算を組ませ

ていただきました、診療所運営支援金１，５００万円に対しましてそれに係る対象経

費を算定いたしまして、係る経費の３分の２を歳入ということで組ませていただいた

金額でございます。  

 中身につきましては、おおむね医師の報酬並びに看護師の人件費と、またそれに係

ります燃料費等の需用費的なものにも充てさせていただき、補助金を確保したいとい

う内容でございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 すいません、ページが３７ページまでなので。続けてやりますか、いいですか。  

 ほかにございませんか。  

 静川議員。  

○６番（静川広巳君）  

 ３２ページ、教育費負担金の中で、学校給食共同運搬負担金の６４７万７，０００

円、奈井江町の負担だと思うのですが、全体の負担金が９６５万８，０００円を見込

んでいますが、ただ決定額ではないと思っていますが、この奈井江町の負担の額とい

うのは修正されてくるのでしょうか。それとも案分率が決まっているのですが、もと

もとの支出の部分の９６５万８，０００円の案分ということなのか、その辺、この額

の算出根拠があれば。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  
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 ただいまの質問にお答えいたします。  

 まず、この負担金につきましては、議員ご指摘のとおり奈井江町の負担分となって

おります。  

 中身につきましては、学校給食の運搬に係る経費のところがほぼ全てでございまし

て、今回運搬に係る委託が長期継続契約のまだ１年目ということで設計額ベースで金

額を計算している状況であります。  

 入札執行後、金額、大幅に変わってくると思いますので、ここの負担金についても

変わってくると思っております。  

 内容につきましては、負担率、案分率等変更はございません。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 横井局長。  

○教育委員会事務局長（横井正樹君）  

 対象経費の負担率の上限が６０％となっておりまして、今回１，０７９万６，４８

０円の対象経費のうち負担上限６０％を見まして６４７万７，８８８円という計算を

してございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにありませんか。  

 砂場議員。  

○１番（砂場  明君）  

 １０ページの町民税のところでちょっとお尋ねしたいのですが。先ほどの個人の住

民税の落ち込みは、副町長の方から米の収入が影響するのではないかということで、

結構な落ち込みだなとは思っているのですが、それはそれで解決したのですが、もう

一点、先ほど定額減税の話も出ましたけれども、あれは１万円分の住民税の話もつい

てくると思いますが、それの処理というのはどう行われるのかなと思いまして。  

○議  長（小松正年君）  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 こちらの前年比１，０６３万７，０００円マイナスという部分には、今議員のおっ

しゃられた定額減税の適用によって減少する部分も考慮した内容となってございま

す。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかにございませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、次に３８ページ、１４款国庫支出金から、５７ページ、２１款繰入金ま
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で質疑を受けます。質疑ありませんか。  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 先ほどは失礼しました。  

 へき地医療の関係で、今補助金の内容について説明を受けたのですけれども、今回

１，５００万円に対してという回答だったのですけれども、本町が診療所に対して１，

５００万円の補助を始めたのはまだ２年目ですよね。ということは、それ以前は診療

所に対して町から補助金は出していなかったのですけれども、その時点でも、もしへ

き地医療のこの交付金の申請をしていれば対象になったということなのか。内容が報

酬に対して、あるいは看護師さんの報酬に対してということだったものですから、以

前ももらえたものだったのかどうかをお聞きしたいなと思うのです。  

 今回初めて１，５００万円を補助することによって対象となったのかどうか。  

○議  長（小松正年君）  

 國田主幹。  

○住民課主幹（國田幹夫君）  

 柴田議員のご質問にお答えさせていただきます。  

 令和６年度から歳入で上げさせていただきましたへき地診療医療の申請につきま

しては、今年度組ませていただいた１，５００万円、先ほどの説明で申し上げさせて

いただいたのですが、これの要望に対しましては前年度の９月から翌年度の補助金申

請の要望額の取りまとめが来まして、本年令和５年の予算に対しましては令和４年度

中に申請を起こさなければ補助対象にはならない経費でありまして、令和５年度につ

きましては全くの町単独費ということで扱わせていただいた次第でございます。  

 また、今回令和６年度の補助申請に当たりましては、令和５年度中の８月に申請を

起こしまして、令和６年度の要望ということで今回計上した次第でございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 申しわけないなと思うのですけれど、申請したからもらえたという説明なのですけ

れど、それもわかるのですけれども、結局何を聞きたいかというと、以前の診療所に

対してはうちの町は補助金を出していなかった。  

 ですけれど、経営的には多少の赤字をしていたのですよという、やめていくときの

説明もあったのですよね。  

 あの時点のときに僻地医療に対する補助金の申請をしていれば、本町としては当た

っていた事実があるのかどうかを聞いている。  

○議  長（小松正年君）  

 中田課長。  

○住民課長（中田帯刀君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  
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 先ほど、主幹の方から説明したとおり、この補助金については前年の８月、９月ま

での要望ということになっておりますので、当たらないという前提がありまして、さ

らにその前の医師についてはそもそも町の方で運営助成をするという決 定に至って

いませんでしたので、ここの補助金云々についての検討までは行っていなかったとい

う内容でございます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 ほかございませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、次に歳入全款にわたり質疑を受けます。質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、最後に歳入歳出全款にわたり質疑を受けます。質疑ありませんか。  

 柴田議員。  

○７番（柴田典男君）  

 建設課の方にお聞きしたいなと思います。  

 以前、一般質問の中でも質問した中で、晩生内のコミセンの前の交差点のことで以

前質問した経過があるのですけれども、ＪＲ軌道の撤去が順調に進んだ段階で、あそ

こ車線を増やして交差点の出入りをしやすくするというご返答があったのですけれ

ども、今回予算にはその改修的なものは上がってきていないのですけれど、忘れてい

るのではないかなと思ったのですけれど。  

○議  長（小松正年君）  

 上嶋課長。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 ただいまの質問にお答えいたします。  

 町の中でも既にもう協議しておりまして、当時の答弁で財政的な部分を勘案して計

画的に町全体を見ながら実施させていただくという答弁をさせていただいたと思う

のですけれども、現状は令和８年度にこの事業が計画上、組み込まれている状況でご

ざいます。  

 以上です。  

○議  長（小松正年君）  

 全款にわたり質疑ありませんか。  

 土屋議員。  

○２番（土屋慎一君）  

 全体的なことなのですけれども、どこに聞いていいかというのはちょっとわからな

いのですけれども、現在これだけ手続きと、それから一般社会におきまして、デジタ

ル機器、それからマイナンバーカードの活用ということで、世の中が動き出している

とは思うのですけれども、それに対して例えば個別に住民課の方でそういう機器を入
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れて保守管理をしてもらうということで、それぞれが保守の契約をして維持してもら

っているのですけれども、町の全体的なデジタル機器、保守も含めてそういう予算を

つけるという予定は今後あるのでしょうか、ないのでしょうか、どこで聞いたらいい

かわからないですけれど、お願いします。  

○議  長（小松正年君）  

 明日見課長。  

〇総務課長（明日見将幸君）  

 土屋議員のご質問にお答えいたします。  

 歳出の説明の中で、議案書６８ページの１０目の自治体情報システム標準化等事業

費というものがございます。  

 ちょっと、私、先ほどの説明が詳しくできなかったので、大変申しわけなく思って

ございます。  

 今、自治体におきましては、それぞれシステムというものを使って、住民票または

税の証明書、また健康管理システムを使用して業務をしてございます。  

 それらシステム使用にあたりまして、導入経費とかそういうカスタマイズ、また保

守費用がどの自治体もかなりな経費を占めているところでございます。  

 今、それがですね、国の方から全国の各自治体にシステムを全国標準的なシステム

に統一しろという指示がございます。  

 それで、浦臼町におきましても令和６年度から、住民課の方が所管なのですけれど

も、それら住民記録系のシステムをはじめ、国のデジタル庁が推進しております政府

共通の利用環境であるガバメントクラウドというものを利用して、順次標準システム

の方に移行してシステムを構築するという形になってございます。それらの経費約

８，５０５万６，０００円を計上してございます。  

先ほどちょっと説明しなかったので、簡単に説明させてください。申しわけござい

ません。  

１１節役務費につきましては、今言ったガバメントクラウド、デジタル庁が推進し

ております利用環境の構築費で３３６万２，０００円、次、１２節委託料につきまし

ては戸籍情報システム等標準化対応業務委託料ということで１８６万円になってご

ざいます。これにつきましては今使用しております戸籍情報システムの標準システム

移行に係る経費でございます。  

また、同じく戸籍情報システム、附票を標準システムへ移行する経費で１８６万円

となっているところでございます。  

次に委託料、基幹系システム標準化対応業務ということで、これにつきましては、

今、日立システムという会社のシステムを使っているのですけれども、これをまた標

準化システムへ移行する準備経費ということで計上しているところでございます。  

また、１３節使用料及び賃借料におきましては、これにつきましてはそのガバメン

トクラウドを利用するに当たりますライセンス料、これにつきましてはグーグルさん

の方に支払う金額となってございます。  

最後に１８節負担金補助及び交付金につきましては、ガバメントクラウドの利用料
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ということで２，６１４万６，０００円、これにつきましては業者の方からデジタル

庁の方へ支払いするという形の説明でございます。大変申しわけありません。よろし

くお願いいたします。  

以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

 全款にわたり何か質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 それでは、ないようですので、これより討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１７号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１７号  令和６年度浦臼町一般会計予算は、原案のとおり決定

しました。  

 

◎日程第５ 議案第１８号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第５、議案第１８号  令和６年度浦臼町国民健康保険特別会計予算を議題とい

たします。  

 予算大綱につきましては、配付してあります予算大綱資料をご覧いただきたいと思

います。  

 それでは、提案理由の説明を求めます。  

 國田主幹。  

○住民課主幹（國田幹夫君）  

 それでは、予算書１３８ページをお開き願います。  

議案第１８号  令和６年度浦臼町国民健康保険特別会計予算。  

 令和６年度浦臼町国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。  

（歳入歳出予算）  

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２，６６０万円と定める。 

２  歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よる。  

 （一時借入金）  

第２条  地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ最高

額は、４，０００万円と定める。  
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令和６年３月５日提出  

 北海道浦臼町長  川畑智昭  

 それでは、歳出より説明をさせていただきます。１５３ページをお開き願います。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１，０９９万８，０００円の計上で、

前年比６万１，０００円の減額でございます。事務費及び事務職員の人件費を計上し

ております。  

給与費については給与明細書にて説明をさせていただきます。１６３ページをお開

き願います。  

 表２の一般職について、事務従事者１名、特定健診事業従事者１名に係る２名分の

給与明細でございます。職員は昨年と同様の２名でありますが、給与費が１，０７５

万１，０００円、共済費が３３９万８，０００円となっており、昨年度より合計で２

８７万１，０００円の減額となっております。内容につきましては事務担当職員交代

に伴い給料表を基礎に算定した内容でございまして、支出が減になったのが主な減額

の理由となっております。  

 １６４ページ以降につきましてはお目通しをいただきたいと存じます。  

 それでは、戻りまして１５３ページをお開き願います。  

 ２項徴税費、１目賦課徴収費３３万円の計上で、前年と同額でございます。  

１５５ページをお開き願います。  

 ２款１項１目空知中部広域連合納付金１億８９０万７，０００円の計上で、前年比

９０４万７，０００円の減額でございます。内容につきましては被保険者の減による

減額でございます。  

 続きまして、１５７ページをお開き願います。  

 ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険税還付金３０万円の計上で、

前年と同額を計上しております。  

 続きまして、１５９ページをお開き願います。  

 ４款保健医療費、１項１目特定健診事業費５９６万５，０００円の計上で、前年比

２７９万２，０００円の減額でございます。この内容につきましては人件費の減額に

よるものでございます。  

 続きまして、１６１ページをお開き願います。  

 ５款１項１目予備費、前年と同額の１０万円の計上となってございます。  

 歳出総額１億２，６６０万円、前年比１，１９０万円の減額となっております。  

 続きまして、歳入について説明をさせていただきます。１４３ページをお開き願い

ます。  

 １款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税７，６５８万７，００

０円、前年比７５８万９，０００円の減でございます。１節から３節現年課税分につ

きましては、空知中部広域連合からの負担要求額から一般会計負担分を差し引いた額

を被保険者に求める税額としております。４節から６節までの滞納繰越分については

前年同額の計上でございます。  

 ２目退職被保険者国民健康保険税は科目を廃止しております。退職者医療制度が廃
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止されたことによるものでございます。  

 続きまして、１４５ページをお開き願います。  

 ２款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金５，０００円、前年比５万

５，０００円の減。  

 続きまして、１４７ページをお開き願います。  

 ３款１項１目繰越金につきましては、科目設定の予算計上でございます。  

 続きまして、１４９ページをお開き願います。  

 ４款諸収入につきましては、いずれも科目設定の予算計上でございますが、２項３

目の雑入９５万１，０００円については、事務処理標準システム保守に係る特別調整

交付金でございます。  

 続きまして、１５１ページをお開き願います。  

 ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金３，４４７万円、前年比３７４万２，０００

円の減、２項１目基金繰入金１，４５８万２，０００円、前年比３９万９，０００円

の減、いずれも分賦金の減によるものでございます。  

 歳入合計、歳出と同じ１億２，６６０万円、前年比１，１９０万円の減額でござい

ます。  

 以上が、議案第１８号  令和６年度浦臼町国民健康保険特別会計予算の説明でござ

います。ご審議いただき、議決賜りますようお願いいたします。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を受けます。  

質疑ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１８号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１８号  令和６年度浦臼町国民健康保険特別会計予算は、原案

のとおり決定しました。  

  

◎日程第６ 議案第１９号  

○議  長（小松正年君）  
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 日程第６、議案第１９号 令和６年度浦臼町後期高齢者医療特別会計予算を議題と

します。  

 予算大綱につきましては、配付してあります予算大綱資料をご覧ください。  

 それでは、提案理由の説明を求めます。  

 國田主幹。  

○住民課主幹（國田幹夫君）  

 それでは、予算書１６７ページをお開き願います。  

議案第１９号  令和６年度浦臼町後期高齢者医療特別会計予算。  

 令和６年度浦臼町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算）  

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４，６９０万円と定める。  

２  歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」に

よる。  

 令和６年３月５日提出  

 北海道浦臼町長  川畑智昭  

 それでは、歳出よりご説明をさせていただきます。１８２ページをお開き願います。 

 １款総務費、１項１目一般管理費８０３万２，０００円、前年比１３万８，０００

円の増でございます。給与は前年変わらず１名計上しておりまして、担当職員の給与

が増となったものでございます。給与費の明細については１９０ページから掲載して

おりますので、お目通しをいただきたいと存じます。  

 続きまして、１８４ページをお開き願います。  

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金３，８６２万２，０００円、前年比４

３万３，０００円の増でございます。  

 続きまして、１８６ページをお開き願います。  

 ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金１９万６，０００円、

前年比２万９，０００円の増でございます。  

 続きまして、１８８ページをお開き願います。  

 ４款１項１目予備費５万円、前年と同額の計上でございます。  

 歳出総額４，６９０万円、前年比６０万円の増額となっております。  

 続きまして、歳入について説明を申し上げます。１７２ページをお開き願います。 

 １款１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料１，４９６万９，０００円、

前年比１０７万１，０００円の増でございます。  

 ２目普通徴収保険料９９８万円、前年比５０万５，０００円の減でございます。  

 続きまして、１７４ページをお開き願います。  

 ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目証明手数料１，０００円、前年同額の計

上でございます。  

 続きまして、１７６ページをお開き願います。  

 ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金２，１７５万３，０００円、前年比５，００

０円の増でございます。  
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 続きまして、１７８ページをお開き願います。  

 ４款諸収入、１項償還金及び還付金、１目保険料還付金１９万６，０００円、前年

比２万９，０００円の増でございます。  

 １８０ページをお開き願います。  

 ５款１項１目繰越金１，０００円、前年同額の計上でございます。  

 歳入合計、歳出と同じ４，６９０万円、前年比６０万円の増額でございます。  

 以上が、議案第１９号  令和６年度浦臼町後期高齢者医療特別会計予算の説明でご

ざいます。ご審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を受けます。質疑ありませんか。 

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第１９号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第１９号  令和６年度浦臼町後期高齢者医療特別会計予算は、原

案のとおり決定しました。  

 

    ◎日程第７  議案第２０号  

○議  長（小松正年君）  

 日程第７、議案第２０号  令和６年度浦臼町下水道事業会計予算を議題とします。 

 予算大綱につきましては、配付してあります予算大綱資料をご覧ください。  

 それでは、提案理由の説明を求めます。  

 上嶋課長。  

〇建設課長（上嶋俊文君）  

 令和６年度浦臼町下水道事業会計予算を説明いたします。  

 予算書１ページをお開きください。  

 議案第２０号 令和６年度浦臼町下水道事業会計予算。  

 （総則）  

第１条 令和６年度浦臼町下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。  

 （業務の予定量）  
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第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。  

（１）接続戸数 ４２５戸、（２）年間処理水量  ７万１，９００立方メートル、

（３）一日平均処理量 １９６立方メートルを予定しております。  

 （収益的収入及び支出）  

 第３条  収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。  

収入、第１款下水道事業収益１億９３１万６，０００円、支出、第１款下水道事業

費用７，３７５万円を計上しております。  

 （資本的収入及び支出）  

第４条 資本的収入及び資本的支出の予定額は、次のとおりと定める。なお資本的

収入額が資本的支出額に対し不足する額５，２８５万３，０００円は、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額１８３万５，０００円、当年度分損益勘定留保資

金１，３４０万７，０００円、減債積立金４３８万９，０００円及び過年度利益剰余

金処分額３，３２２万２，０００円で補填するものといたします。  

収入、第１款資本的収入３，２３０万円、支出、第１款資本的支出８，５１５万３，

０００円を計上しております。  

 ２ページをご覧ください。  

 （債務負担行為）  

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと

定める。  

事項、マンホールポンプ所管理業務委託料、期間につきましては令和７年度、限度

額２００万円としております。  

 （企業債）  

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと

定める。  

起債の目的、下水道事業債、限度額は１，９５０万円、起債の方法、証書借入、利

率につきましては６．５％以内とし、ただし、利率見直し方式で借入れる資金につい

て、利率見直しを行った後においては、当該利率見直し後の利率といたします。  

償還の方法は、政府資金、地方公共団体金融機構及び金融機関等の融資条件により

ます。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは繰上償

還または低利に借換することができるものといたします。  

 （予定支出の各項の経費の金額の流用）  

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。  

（１）下水道事業費用のうち、営業費用、営業外費用間の流用、（２）資本的支出

のうち、建設改良費、企業債償還金間の流用と定めます。  

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費）  

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に

流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経

なければならない。  
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（１）給与費６１８万６，０００円と定めます。  

 （他会計からの補助金）  

第９条 下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は

５，２３０万円といたします。  

 （利益剰余金の処分の追加）  

第１０条  当年度利益剰余金のうち３，３２２万２，０００円は、次のとおり処分

するものと定める。  

（１）減災積立金３，３２２万２，０００円と定めます。  

 令和６年３月５日提出  

 北海道浦臼町長  川畑智昭  

 予算の詳細説明につきましては、別冊の令和６年度浦臼町下水道事業会計予算実施

計画説明書にてご説明させていただきます。実施計画説明書をご覧ください。１ペー

ジをお開きください。  

 収益的収入及び支出の収入でございます。  

 下水道事業収益につきましては、本年度１億９３１万６，０００円、前年度と比較

して１，８４４万１，０００円の減でございます。  

 内訳としまして、営業収益、下水道使用料収入でございますが４０万円減の１，８

９０万円と見込みました。  

営業外収益につきましては、他会計補助金、長期前受金戻入合わせて１，８０４万

１，０００円減の９，０４１万６，０００円を計上しております。  

次のページをお開きください。  

 支出でございます。  

 下水道事業費用につきましては、本年度７，３７５万円、前年度と比較して１，０

１４万円の減額計上でございます。  

 内訳としまして、営業費用、総係費におきまして９９６万２，０００円の減額とな

っており、修繕費におきまして、前年度マンホールポンプ所ポンプメカシール交換工

事が完了したことに伴い皆減となったことが減額の主な要因でございます。  

 また、総係費の給料、手当、賞与引当金、法定福利費、法定福利費引当金につきま

しては、職員１名分の人件費でございます。  

 また、減価償却費につきましては、前年度と比較して２４万６，０００円の減とな

っております。  

 資産減耗費につきましては、本年度第４条予算にて、鶴沼第１マンホールポンプ所

更新工事の実施に伴います現有資産の減耗分７０万２，０００円を計上いたしまし

た。  

 次に、営業外費用でございますが６３万４，０００円の減額となっております。支

払利息及び企業債取扱諸費におきまして、長期債償還利子の減によるものでございま

す。  

 次に、予備費につきましては、下水道事業会計の弾力的な運用を図るため前年度と

同額の５０万円を計上しております。  
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 次のページをお開きください。  

 資本的収入及び支出の収入でございます。  

 資本的収入につきましては、本年度３，２３０万円、前年度と比較して２，５９０

万円の増でございます。  

 内訳でございますが、企業債におきまして、石狩川流域下水道事業債の発行予定額

が２７０万円、鶴沼第１マンホールポンプ所更新工事の実施に伴う下水道事業債１，

６８０万円の発行を予定しております。  

 他会計補助金につきましては、前年度と同額の１７０万円を計上しております。  

 国庫補助金につきましては、鶴沼第１マンホールポンプ所更新工事の実施に伴うも

のとして１，１１０万円の計上をしております。  

 次のページをお開きください。  

 支出でございます。  

 資本的支出につきましては、本年度８，５１５万３，０００円、前年度と比較して

１，８１６万２，０００円の増額計上でございます。  

 内訳としましては、昨年度汚水中継ポンプ等の更新に係る設計業務委託料５５０万

円を計上、実施いたしましたが、本年度は同委託料が皆減しております。  

 また、工事費におきまして、鶴沼第１マンホールポンプ所更新工事として２，７０

０万円の計上をしております。  

 次に、企業債償還金、建設企業債元金償還金におきまして、前年度と比較して３７

９万９，０００円を減額計上しております。  

 実施計画説明書での予算の詳細説明につきましては以上でございます。  

 令和６年度浦臼町下水道事業会計の予算書にお戻りください。６ページをお開きく

ださい。  

 令和６年度浦臼町下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書でございます。  

 これにつきましては、令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの１年間の予

定キャッシュ・フロー計算書でございます。  

 まず、１の業務活動によるキャッシュ・フローでは７，３２３万４，０００円の増、

２の投資活動によるキャッシュ・フローでは１，５６２万円の減、３の財務活動によ

るキャッシュ・フローでは３，４３８万９，０００円の減を見込み、１、２、３合わ

せた年間の資金増減額は２，３２２万５，０００円の増を見込んでおり、資金期首残

高６６６万２，０００円と合わせまして資金期末残高につきましては２，９８８万７，

０００円を予定しております。  

 次のページ以降ですが、給与明細書、地方債の現在高に関する調書、貸借対照表、

損益計算書、債務負担行為に関する調書を添付しておりますので、ご高覧いただきた

いと思いますが、１０ページの地方債の前々年度における現在高並びに前年度末及び

当該年度末における現在高の見込みに関する調書におきまして、表の一番右側でござ

います。令和６年度末地方債現在高につきましては、前年度現在高より３，４３８万

８，０００円減の２億５，６８４万５，０００円の見込みとなっております。  

 以上で、令和６年度下水道事業会計予算の説明を終わります。ご審議いただきまし
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て、議決賜りますようよろしくお願いいたします。  

○議  長（小松正年君）  

これより、質疑を行います。収入支出一括して質疑を受けます。質疑ありませんか。 

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、質疑を終わります。  

 これより、討論を行います。討論ありませんか。  

［「なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

 これをもって、討論を終わります。  

 これより、議案第２０号を採決します。  

 本案を、原案のとおり決定することに賛成の議員は起立願います。  

（賛成者起立）  

○議  長（小松正年君）  

 起立全員です。  

 したがって、議案第２０号  令和６年度浦臼町下水道事業会計予算は、原案のとお

り決定しました。  

 

    ◎日程第８  所管事務調査  

○議  長（小松正年君）  

日程第８、所管事務調査についてを議題とします。  

総務産業常任委員長及び議会運営委員長から、閉会中の事務調査について、会議規

則第７３条の規定により申し出があります。  

お諮りします。  

両常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の調査に付することにご異議ありませ

んか。  

［「異議なし」と言う人あり］  

○議  長（小松正年君）  

異議なしと認めます。  

したがって、総務産業常任委員長及び議会運営委員長の申し出のとおり、閉会中の

調査に付することに決定しました。  

 

    ◎閉会の宣告  

○議  長（小松正年君）  

これをもって、本議会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。  

したがって、令和６年第１回浦臼町議会定例会を閉会いたします。  

本日は大変ご苦労さまでした。  

                                           閉会  午後  ３時５５分  

 


